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「隊長！　しっかりしろよ！」




　レインは血の海の中で声を荒あららげていた。

　少年と言っていいほどに幼い顔立ちは、その場には、まるで不似合いだった。

　豪ごう壮そうな宮殿の一室である。

　百年に渡り続いている〈大陸戦争〉の行ゆく末すえを決するべく、帝国貴族たちが集つどい会議を行っている。

　今なお帝国の土地を蹂じゆう躙りんし、帝都に迫せまりつつある同盟軍に講こう和わを申し出て、領土と金を奪うばわれながらも平和を築きずくべきか。

　あるいは、帝国の名めい誉よのため徹てつ底てい抗こう戦せんを続けるか。

　二つの派は閥ばつが激論を戦わせ、会議は紛ふん糾きゆうを続け──。




　──そのはずだった。




　そこには今や、五十人を超こえる貴族たちの死体が転がっていた。

　ある者は剣で斬きり裂さかれ、ある者は銃じゆうで撃ち抜かれ、身につけた豪ごう奢しやな装しよう束ぞくと、最高級の絨じゆう毯たんを真まっ赤かに染めている。

「バカ……やろう……」

　そんな中、レインに抱かかえられた男だけが、まだ命という名の糸を切らずにいた。

　もっとも、それもわずかな時間でしかないということは、彼の腹からあふれた大量の血が示している。

「レイン、お前、作戦行動中に大声出すなんざ……」

　男はそこまで言って咳せき込こむ。当然のように血が吐き出された。

「──ヴィンケルマン隊長！」

　レインは相手の忠告など無視して声をあげる。

「どうなってるんだよ！　これは……こいつらは、あんたがやったのか？」

　レインは自分で口にしておいて、直後にその考えを否定した。

　そんな指令は受けていない。指令にない殺人を、隊長がやるはずがない。

　だが──。

「そのほうが……都合がいいんだろうな、くそっ」

　彼の言葉の意味は、レインにも理解できた。

　自分が罪を被かぶる──彼はそう言っているのだ。

「なんでだよ！　誰だ!?　誰がこんなことを……！」

「ガタガタ騒さわぐなよ、レイン」

　隊長は懐ふところからタバコを取り出すと、口にくわえ、震ふるえる手で火をつけた。

「けっ……最後の一いつ服ぷくにしちゃ、色気のねえ光景だ」

　傷きず跡あとのある頰ほおを笑みの形に歪ゆがめ、眼がん帯たいをつけていないほうの目で周りを見回す。

「──なあ、レイン」

　それから、おもむろに呟つぶやいた。

「俺おれの部屋にある道具一式、お前にやる」

「はぁ？　いらねえよ、あんなもん！　俺が持ってたって、なんにもならねえじゃねえか！　いいからあんたが使って、もっとたくさん──」

「もっと早くくれてやりゃよかったぜ。初めて会ったときに絵描かいてただろ、お前。あれを見て思ったんだ。すげえってな」

「バカ言うなよ！　あんたが俺を拾ひろったのは、殺しの才能を見出したからだろ！」

「そうさ……」

　紫し煙えんがゆっくりと吐き出される。

　それはまるで、彼の魂たましいのように昇のぼっていく。

「けどな……レイン。もういい。そいつはお前が今まで生きるために必要な技術だったが、これからは違う」

「なにを……なにを言ってるんだよ！　隊長──隊長!?」

「いいかレイン。剣を捨てろ。銃も捨てろ。そして、筆ふでとパレットを持てよ」

　タバコを持つ腕が落ちる。

　血の海の中で、火が消えた。




「──これからは、お前の知らない、戦争のない時代が来るんだぜ」




「隊長ぉぉぉおおお！」

　レインの慟どう哭こくが響ひびく。

　だが──扉の向こうから迫ってきた足音を聞いて、レインは即座に口を閉ざした。

　隊長は、この惨さん状じようを自分の仕し業わざにすると言った。

　レインがこの場にいては、その考えは無む駄だになってしまう。

「くっ……」

　レインは、もはや動かぬ隊長の身体からだを置いて窓際へ移動し、そのまま飛び降りた。

　痕こん跡せきは残していない。

　孤児であるレインを拾い、最強の暗殺者に仕立てたヴィンケルマン隊長の教育は完璧だった。





　　　　　○






　帝都オストニアの皇宮大広間における大だい虐ぎやく殺さつ──。

〈大陸戦争〉末期の奇き事じとして語られるその事件は、帝室直属特務部隊隊長であるハインリヒ・ヴィンケルマンの錯さく乱らんの末の凶事として処理された。

　この事件がきっかけとなり、帝国中枢部は〈終戦講和派〉の勢力が〈徹底抗戦派〉を圧倒する。

　そして、同年──皇元暦一八三五年十二月に発生した〈帝都市街戦〉のさなか。

　オストブルク帝国は、同盟軍に対し講和を申し込む。

　半分以上の領土と莫ばく大だいな賠償金を支払う、事実上の敗戦。




　こうして──百年に渡り続いた〈大陸戦争〉は終結した。













「ここ……でいいのかしら。本当に」

　ユリエル・クルツシルトは、その扉の手前で躊ちゆう躇ちよしていた。

　彼女の眼前にそびえる建物は、あまりにボロボロだった。

　城じよう壁へきはなく、城門の門柱だけが残っている。壁は外装が剝はげ、ここからわかる限りでも、三つの尖せん塔とうが途中でへし折おれている。

　五年前に終結した〈大陸戦争〉の最後の戦い──〈帝都市街戦〉の主戦場となったのだから、当然といえば当然だが、それにしてもこれはひどい。

　旧帝都オストニアの旧皇宮。

　ここは今、オストブルク帝国立美術館として、生まれ変わっているはずだった。

　そこに彼女は、帝国軍人として配属されたのだから。

　彼女は、もう一度建物を眺ながめる。

　……何度見たところで変わらない。美術館というより廃はい墟きよだ。朽くちかけている。

　もし彼女に美術鑑賞の趣しゆ味みがあったところで、こんなオンボロ美術館に足を運びたくはならないだろう。

「……あ、ひょっとして」

　知らず、女性にしては短め──軍人にしては長め──の金髪を指先でいじりながら、ユリエルは呟いていた。考えるときの彼女の癖くせだった。

「──戦争の爪つめ痕あとをあえて残すことで、後世への遺い訓くんとしようとか、そういう考えのもとの、この外観なのかしら」

　だとすれば、内部は思いのほか綺き麗れいなのかもしれない。

「そ、そうね。そうに違いないわきっと！」

　ユリエルは勢いよく頷うなずく。

　濃こい青色の軍服の襟えりを正し、母からもらった髪飾りの位置を直してから、ようやく歩を進め──片方が壊こわれて床に倒れている、両開きの扉をくぐった。







「これは……」

　結論から言えば、内部も美術館というより廃墟だった。

　玄関ホールと、その奥へまっすぐ伸びる廊下の壁や柱は、そこらじゅうが破壊され、その破は片へんが転がっている。光源は高いところにある窓──半分以上が割れている──から差し込む陽ひ射ざしだけで、シャンデリアには一つも灯ひがついていない。というか、大半が床に落ちている。

　ユリエルは、そういった障害物で狭せまくなったホールを、縫ぬうように奥へ進む。

「あの……誰だれか、いらっしゃいませんか！」

　ユリエルは呼びかけてみるが、反応はない。

　美術館の受付やら案内人が出てくる気配はないし、客の姿もない。

　そもそも、壁に絵かい画がはかかっていないし、台座に彫刻も置かれていない。

　今のところこの建物に、美術館らしい要素はひとつとして存在していなかった。

「…………」

　幽霊屋敷に独り取り残された子供のように、ユリエルは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　ひょっとして自分は騙だまされたのではないだろうか。

　この美術館の館長を補佐しある指令を遂すい行こうする──それが、ユリエル・クルツシルト大たい尉いに与えられた職務だった。

　だが、それが真まっ赤かな噓うそだとしたら？

　クルツシルト家の人間を新帝都から排はい除じよするために捏ねつ造ぞうされた命令だとしたら？




「ふぁ──ああああっ」




「ひっ!?」

　どこからともなく聞こえてきた奇妙な声に、ユリエルは思わず声をあげる。

　直後、それを猛もう烈れつに恥はじた。

「ててて、帝国軍人ともあろうものが、廃墟で聞いた怪あやしげな声に驚くなんてっ」

　たしかにここでは、帝国軍・同盟軍双方で、多くの戦死者が出た。その亡霊がさまよっていたとしても不思議ではないが──。

「いやいやいやいや！」

　ぶんぶんっと激しく首を振って、変な想像を追い払う。

　それから毅き然ぜんと呼びかけた。

「だだだだ、誰だれ!?　た、ただちに姿を見せなさい！　ゆゆ、幽霊ならいいからそのまま消えなさい！」

　腰に提さげた軍刀の柄つかに手をかけながら、そろそろと歩を進める。




「物ぶつ騒そうだなぁ。あのね、ここ、美術館だからね」




　今度の声は、幽霊というには、はっきり聞こえた。

　ユリエルは相変わらず警けい戒かいしたまま、声の出所へ向かう。

　腕の取れた女像柱カリアテイードに身体からだを隠し、様子を窺うかがった。

「…………は？」

　思わず間ま抜ぬけな声が漏もれた。

　ついでに軍刀にかけていた手も落ちる。

　男がいた。

　床にボロボロの毛もう布ふを敷しき、その上で同じような毛布にくるまってあぐらをかいている。歳としはユリエルよりはいくつか上、二十歳になるかならないかというくらいだろう。ボサボサの銀髪をかき回し、目をこすりながら盛せい大だいなあくびをかましている。

「ふぁああああ……」

　……と、それはさきほど聞こえた奇妙な声と同じだった。

「な、何者なの!?」

　戦争で家を失った放ほう浪ろう者しやが住み着いているのか。

　ユリエルはそう思ったが──。

「ご挨あい拶さつだなぁ。それはどっちかというと俺おれのセリフじゃない？　勝手に入ってきたのは君のほうだ」

　そう言いながら立ち上がった彼が身につけているのは軍服だった。

　赤色の生き地じに、詰つめ襟えり、金色のダブルボタンのそれは、文官が一時的に軍属となり、佐官相当の階級を与えられた際さいに着るものである。

　ユリエルがすぐそれに気づけなかったのは、男が軍服の上に、大量の絵の具で汚れたエプロンを身につけていたからだった。

　なんなら、軍服自体も絵の具で少し汚れている。

「あー肩こった。やっぱこんなとこで寝るもんじゃないな」

　コキコキと首を回したり伸びをしたり、好き放題に身体を伸ばしたあと、男は、唖あ然ぜんとしたままのユリエルを見て言った。

「で──いつまでそうして立ち尽くしてるつもり？　ユリエル・クルツシルト中ちゆう尉い。いや、大尉だったかな」

「なっ!?」

　ユリエルは再び軍刀に手をかける。

「なぜ私の名前と階級を知っているの？　なんなのよあなた!?」

「わー待って待って！」

　相手は慌てた様子で手を横に振る。

「なぜって言われても、見ればわかるじゃないか」

「はぁ？」

　ユリエルは自分の姿を確認するが、個人を特定できるようなものは見当たらない。

　しかし──。

「まずその制服」

　と、男はユリエルが身につけた青色の軍服を指さした。

「ウルトラマリンブルーの生地に、斜ななめに走る特徴的な金きん糸しの縁ふち取どり。それは〈大陸戦争〉中期の激戦、ラストール平原の決戦で武ぶ勲くんを立てた帝国軍人十二人に、時の皇帝ルドルフ一世が褒ほう賞しようとして与えたものだ。当時の帝室美術総そう監かんにして建築家だったバルスラフがデザインしたもので、彼の東洋趣味がさりげなく混ぜ込まれている。時期的に、君の祖そ父ふにあたるフリードリヒ・クルツシルト侯こう爵しやくが受け取ったものだね？」

「なっ……」

「その名品を下か賜しされた十二武家のひとつ、ローハイト男爵家は、決戦の数年後に別の戦地で多量の兵を失い破産する。男爵も自害し、彼が着ていた軍服は現在、彼の居城を改装したローハイト記念博物館に展示され、誰でも見ることができる。芸術品として価値の高い逸いつ品ぴんだ」

「…………」

　ユリエルは言葉もない。

　もちろん彼女も、この軍服の由来は知っていた。だからこそ、父が祖父から受け継いだそれを、彼女はさらに仕立て直して身につけているのだ。

　クルツシルト家の栄光を忘れないために。

「け、けど、待って」

　困こん惑わくのままユリエルは口を開く。

　すでに手は軍刀から離れていた。

「たとえこの軍服のことをあなたが知っていたとしても、私の名を当てた理由にはならないわ。同じ軍服は世に十二着あるんでしょう？」

「残念ながら、現存する〈バルスラフの青い軍服〉は六着だ。残りは戦争の最中に、着用者ともども灰になってしまった。さらに言えば、それを着る資格を持つ者で、いまだに生き残っているのは四家だけだ。まあ、それがクルツシルト家を含む〈四し天てん武ぶ家け〉って呼ばれてるんだけど」

「そ、それでも選択肢は四つ──」

「その髪飾り」

　と、彼の指先がユリエルの頭に向く。

「お母上からの頂き物かな」

「な、なぜ知って──」












「お母上は南方の工芸都市サン・ヴェニトスの大商家マイヤール家ご出身、だね」

「あなた……！　なんでそんなことまで知ってるの？　まさか、なにか目的があってクルツシルト家に害をなそうと──！」

「いやいや、その軍服と同じだよ」

　男はニヘラっと笑いながら肩をすくめる。

　毒気の抜かれる表情だ。

「──それはね、〈マイヤールの髪飾り〉。マイヤール家の娘が嫁とつぐときに、一流の職人に注文して作らせる一級品だ。造船と航海で財を築き上げたマイヤール家の紋もん章しようである波の表徴と、その中央に輝く赤い宝石が特徴だね」

「……！」

「マイヤール家は政略結婚でさらに勢力を拡大した。そのため〈マイヤールの髪飾り〉は大陸各地で目にすることが可能だ。すでに博物館入りしている代しろ物ものもある」

　けど──と彼は両手のひらをゆっくりと重ね合わせた。

「〈四天武家〉のうち、マイヤール家の人間が嫁いでいるのはクルツシルト家だけだ。つまり、〈バルスラフの青い軍服〉と〈マイヤールの髪飾り〉を両方とも身につけられるのは、クルツシルト家の若き女当主として有名な、ユリエル・クルツシルト侯爵その人くらいのもの──ってわけさ」

「…………」

「ちなみに階級は適当だよ。君の年齢と立場なら、そのあたりかなーと思って言ってみただけだ。当たったかな？」

「なっ……」

　ユリエルは言葉もない。

　なにしろ、彼がここまで語ったことは、完全に正解だったからだ。

「な、なんなのよあなた？　こんなところに放浪者みたいに寝て、でも佐官相そう当とう官かんの制服を着て──何者なのよ！」

「え？　あ、まだ言ってなかったっけ？」

　彼は、トドメとばかりにこれまでで一番大きなあくびをすると、ようやく名乗った。

「俺はレイン・カーリタス。少しよう佐さ相当官ね。で、ここ──オストブルク帝国立美術館の館長をやってマス、一応」

「……………………はぁ!?」

　ユリエルは信じられない思いで、悲鳴のような声をあげた。

「じゃ、じゃあ、あなたが私の上官ってこと？」

「そうなるね」

「まるでやる気が感じられない！　放浪者みたいなのに！　私の！　上官!?」

「そうなるね──って、そこまで言うことないんじゃないかなぁ」

「……そんな」

　ユリエルはがっくりとうなだれる。

　廃墟のような美術館に、やる気のまるで感じられない上官。

　これなら、命令が偽にせ物ものだったほうがまだマシだ。

「んじゃ」

　レインが気の抜けた声で言ってくる。

「え？」

「自己紹介も済んだし、俺はもう一眠りしてくるね」

　彼はそう言って、毛布をずるずる引きずりながら、廊下の奥へ歩き去ろうとする。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　ユリエルはその襟首を慌ててつかんだ。

「ぐえっ──ひどいなぁ、なにするんだい。俺はね、朝方まで作業してたから、今日はとぉ──っても眠いんだ」

「冗じよう談だんじゃないわよ！　──いえ、こほん、冗談ではありません」

　ユリエルは慌てて取とり繕つくろう。

　考えてみれば、どんな変人だろうと、放浪者っぽかろうと、上官は上官だ。

　さっきまでのユリエルの態度では、即座に懲ちよう罰ばつ房ぼう行きにされてもおかしくない。

「──自分はここに着任したばかりですから、基本的な事項を教えてください。居室や業務内容、ここの人員など」

「えー」

「教・え・て・く・だ・さ・い！」

　ユリエルが睨にらむと、レインは仕方なさそうにため息を吐ついた。

「……居室は雨あま漏もりのしない部屋を適当に選んで。業務は特になし──ネズミ退治くらいかな。人員は俺一人、いや、今日から二人か」

「なっ」

「あと、一番最初の命令。敬けい語ごは禁止ね。嫌いなんだ、軍人の敬語使われるの。さっきまでの口調でいいよ」

「なああっ!?」

　続けざまに言われて、ユリエルは目を白黒させた。

　レインはその隙すきに逃げ出そうとする。

「あ、ちょっと！」

　ユリエルはそれを追って、バッと前に回り込んだ。

「……もう、しつこいなぁ」

「いい加減にしてください。私は帝国軍の命によりここに配属されたんですよ？　あなたには、私を部下として扱あつかう責任があります」

「敬語」

「ぐっ」

「敬語をやめてくれるなら、君が使えそうな部屋に案内するよ。そこで荷にほどきでもすればいい。敬語をやめないなら、君は命令に従したがわなかったことになるから、放っておくことにする」

「ぐぬぬっ……」

　ユリエルは唇くちびるを嚙かむ。

　上官に敬語を使わないなど、帝国軍人としてありえない態度である。

　しかし、上官の命令に従わないというのも、同じくありえない。

「…………わかったわ」

　ユリエルは渋しぶい顔で告げる。

「敬語は使わない、わ。これでいい、かしら？　カーリタス少佐」

「レイン」

「え？」

「その姓せいは嫌いなんだ。名のほうも好きじゃないけど、カーリタスよりはマシだしね。あと、階級も嫌いだから禁止」

「……それも命令ですか？　いえ、命令なの？」

「うん」

「うう……」

　髪を指先で散さん々ざん引ひっ張ぱりながら悩んだあげく、ユリエルはやけになって叫ぶ。

「ああもうっ！　わかったわよレイン！　これでいいんでしょう!?」

「うん、ずいぶん話しやすくなった。じゃあ行こうか」

　ニヘラっと笑みを浮かべ、レインは廊下を歩いていく。

　その後ろについていきながらユリエルはふと思った。

　ひょっとして、彼は自分に敬語を使わせないために、わざとあんな態度を取っていたのだろうか？

（まさかね……）

　さすがにそれは、ユリエルの理解の範はん疇ちゆうを超えている。

　ユリエルは、バカバカしいというように首を振った。





　　　　　○






「ここが当館で一番まともな部屋でございマスね」

　おどけた口調でそう言いながら、レインは扉を開いた。

　その部屋を見たユリエルの顔が引きつる。

「え……噓でしょ？」

　扉の横の壁が吹き飛んで、瓦が礫れきが崩くずれて部屋に積つみ上あがっている。窓も吹き飛んでいるので、初夏の風がガラスの破片を揺らしながら流れ込んでくる。

　まともに居住できるような部屋ではない。

　これなら一般兵が押し込められる雑ざ魚こ寝ね部屋のほうがまだマシだ。

　だが──。

「くっ……承知いたしました。自分はここを居室として荷ほどきを行いますっ」

　両の拳こぶしを握にぎりしめ、ユリエルは宣言する。

　レインは一瞬、ぽかんとした顔をして、それから慌てた様子で言ってきた。

「わー待って待って！　本気で受け取らないで」

「え？」

「ここは『こんなところに住めるかボケっ！』ってツッコむところだよ」

　そんな雑ざつな言こと葉ば遣づかいはユリエルの中には存在しない。

　いや、問題はそんなことではなくて──。

「えっと……つまり、冗談ってこと？」

「そうだよ。緊張している部下を和なごませようという俺の心遣いだ。ま、一番まともな部屋ってのは噓じゃないけどね。とりあえず今夜は俺の部屋で寝るといい。そっちは綺麗にしてあるからね──おや、どうしたのかな？」

「二つほど、意い見けん具ぐ申しんさせてもらうわ」

　いいかげん我が慢まんの限界だった。

　ユリエルは軍刀に手をかけ、今度はためらいなく抜き放つ。怒りによる手の震ふるえは、武器を構えたことで収まった。

「一つ……二度とこんなくだらない冗談を言わないこと。二つ……そういうセクハラ発言を、私に向かって言うときは死を覚悟しなさい！」

　軍刀の切っ先を、目にも留まらぬ速さでレインの鼻先に突きつける。あと数セルチ、という距離で静止させた。

　この程度、ユリエルには危なげなくできる。

　──が。

「……！」

　踏ふみ込こんだ足が、石につまずいた。

　レインが軍刀をかわし、バランスを崩したユリエルに向かって突っ込んできた。ユリエルは手首をつかまれ軍刀を手放してしまう。そしてそのまま、身体を床に押さえつけられた。

「い、痛っ」

「……ごめん」

　ユリエルが思わず声を漏らすと、レインは慌てた様子で腕を解放した。

「──けど約束してくれ。今みたいなことに──いや、もっとひどいことになるといけないから、俺に武器を向けたりしないで」

「…………わ、わかったわ」

　有う無むを言わせぬ口調に、ユリエルは頷かざるをえない。

　しかし、頭の中では疑念が渦うず巻まいていた。

　自分がつまずいた石──あれは踏み込む直前まではなかった。レインが蹴けって転ころがしたのだ。そして、それ以降のユリエルを無力化する動き──どう考えても、完璧に訓練された戦闘技能者のそれだ。

　軍人、とはまた違う気がするけれど。

　少なくとも美術館の館長が趣味で格闘技を学んだ……というようなレベルではない。

（なんなの、こいつ……？）

　ユリエルの警戒をよそに、レインはニヘラっとした笑みを浮かべて、肩をすくめてくる。

「それとね──俺の部屋で寝るっていうのは、君一人でって意味だよ、もちろん。俺はさっきみたいに毛布にくるまってりゃいいんだし」

「え？　………………あ」

　レインの言葉の意味に気付いて、ユリエルは真っ赤になる。

　疑念だのなんだのは一気に吹き飛んでしまった。

「まったく、勝手にセクハラなんて勘かん違ちがいして、いやらしいな、クルツシルト大尉は」

「ひぁっ……こ、こういうときだけ階級付けで呼んだりしないで！」

　ユリエルは、いまだ自分の上に覆いかぶさるような状態のレインをポカポカ殴りつける。さっきの剣技と違い、威い力りよくも精せい度どもまるでない。

　と──。




「あー！　レインが女の子押し倒してるー！」




　唐突に正面玄関のほうから声が響いた。

　見れば、十歳くらいの少年が、こちらを指差してにやけ面づらをしている。

「やあマルティン。おはよう」

「おはよう？　もうおそようだぜ！」

　レインは平然と挨拶をかわすが、ユリエルはそれどころではない。

「ああああああのレイン、のんきに挨拶なんかしてないで、早くどいてちょうだい！」

「ん？　ああ、悪い悪い」

　レインが退ひくやいなや、ユリエルはすごい勢いで彼から離れた。

「なーなー、ねーちゃんはレインのおくさん？」

「なっ!?　そそそ、そんなことあるわけないでしょ！　騎士を愚ぐ弄ろうすると、子供でも叩たたっ斬きるわよ!?」

「まぁまぁ、落ち着いてユリエル」

「ぐっ……元はといえばあなたが──」

　怒りの声をあげるが、いまだに顔が真っ赤なせいで、まるで迫力がない。

　事実、少年──マルティンは軽口を叩き続ける。

「えーちがうのかー。じゃあレインが襲ったの？　やっぱヨッキューフマンなんだろ？　だから言ったじゃん。ショーカンの場所教えといてやるって──いで」

　レインがマルティンの頭に手刀を叩き込む。

「余よ計けいなお世話だマセガキ。今のはただの事故──ってどうしたの、ユリエル？」

「しょしょしょ、ショーカンって」

「そりゃねーちゃん。女の人がいっぱいいるところじゃん」

　マルティンはニヤニヤしながら言ってきた。

　ユリエルはレインを睨みつけて叫ぶ。

「ふ、不ふ潔けつだわっ！」

「えー……これ俺が怒られるとこかな……？」

　レインはすっとぼけた顔で、頰をポリポリとかいていた。





　　　　　○






　マルティンは最寄りの村の子供で、この美術館への配達や、手紙の受け渡しをしてくれているそうだ。

　ユリエルは、レインとマルティンと共に館の正面に戻った。

　そこには牛が引く荷車が停まっていて、食料や日用品が置かれている。

「これは……？」

　ユリエルの目を引いたのは、それら細こま々ごました品の上に置かれた、巨大な四角い箱だ。

　箱と言っても、かなり平べったい。荷車の背に立てかけるように置いてある。

「額がく縁ぶちを注文したんだけどね。気を利きかせて組み立ててくれたらしい」

　レインは困こまったように苦笑して言ってくる。

「別にいいんじゃない？　こちらで組み立てる手間が省はぶけるでしょう」

「いや、残念ながら、このサイズは正面からじゃ入らない」

「え？」

　ユリエルは、額縁が収おさめられた箱と、正面入り口を見比べる。

　たしかに、宮殿の正面玄関というには小さい扉だ。

　それはこの建物が、中世期には城じよう塞さいだったためである。敵に攻められた際に守りを固める城と、安定した国家の中心都市で元首が政まつりごとを行う城とでは、造りが違う。この旧皇宮も、幾いく度どもの改築を経へてはいるが、旧ふるき時代の名残なごりはある。

　とはいえ──。

「この箱が通らないほど小さいとは思えないけど」

「扉はいいんだけどね。玄関ホールに瓦礫やらシャンデリアやらが落ちてたでしょ？　あれが邪魔でね。結構通らないものが多いんだ」

「ああ、そういえば……」

　ユリエルも、玄関ホールから廊下へは障害物を縫うように移動した。

「え、じゃあ、これはどうするの？」

「裏から運び込むしかないね」

「えー、マジかよー」

　マルティンが面倒くさそうに声を上げた。







「よーし、そのまま、まっすぐ。マルティン、もうちょっと右。ユリエルはもっとゆっくり」

「な、なんで私がこんなことをっ！」

「そりゃ、美術館に配属されたんだから、額縁の運び込みくらいするでしょ」

「それは、そうかも、しれないけどっ」

「ねーちゃん早いって」

「あんたたちが遅いのよ！」

　ギャーギャー騒さわぎながら、三人は建物の脇わきから裏へ額縁の入った箱を運んでいた。

　旧皇宮の脇は、瓦礫の山になっている。

〈帝都市街戦〉の終結直後、皇宮になだれ込んだ同盟軍の兵士たちが、金目のものを漁あさるため邪魔なものを外に放り出したせいだ。

「なんでそんなものが五年も経たっていまだに残っているのよ！」

「いやー、これでも、頑張ってだいぶ綺麗にしたんだよ？」

「……昼まで寝てた人間がよく言うわね」

「それは朝方まで絵を描いてたからだ」

「いばるな！」

　ユリエルはレインにつめよりたいが、額縁を抱かかえているのでできない。

　憤いきどおりの行き場がなくなり、仕方なくため息でごまかした。

「──そもそも、あなた、どういう事情でここの仕事をしているの？」

「なぁに、戦争中に上官だった人が、エドゥアルト公爵と知り合いでね。まあ、そこそこ給料がもらえて、あまり忙しくないポストを用意してもらったってわけ」

「エドゥアルト公爵って──宰さい相しよう閣かつ下かの!?」

　なんでもないみたいに口から出された名前に、ユリエルは驚きよう愕がくする。

　エドゥアルト公爵──帝国宰相の地位にある大貴族。つまり、現皇帝アダルベルト四世を別とすれば、オストブルク帝国で最も強い権力を持つ人間だ。

「そっか……閣下は帝室美術総監でもあらせられるから」

　帝室美術総監は、帝国全土の美術館や皇宮の調度品の管理を行う役職だ。

　いわば、帝国の「美の最高権力」と言える。

　そのような人物によって館長という職を任にんじられながら、仕事もせず絵を描いて昼までぐーすか寝て過ごしているとは──。

「──つまり、コネで金だけもらって遊んで暮らしてるダメ人間ってことじゃない！」

「いやいやいや…………その通りかな？」

「このっ」

「ダメダメ、手離しちゃ」

「ひゃっ」

　ユリエルは慌てて額縁を抱え直す。

　これがなければ思い切り蹴りつけているところだ。

　百年に渡る〈大陸戦争〉終結から五年経ったが、戦争の傷跡はいまだ帝国各地に残っている。事実上敗戦国となり、多くの領土と資産を失い、代わりに多くの混乱が生まれた。

「帝国はこれからふたたび栄光ある強国として立ち直らなければならないのに、こんなふうに怠たい惰だを貪むさぼる公こう人じんがいるなんて……しかもそれが上官だなんてっ」

「なにをぶつぶつ言ってるんだい？　ほら、ついたよ」

　ユリエルの憤りも知らぬげにレインが言う。

　三人は裏口から回廊に到着していた。

　ゆっくりと箱を下ろす。

「二人ともご苦労さん。おかげで、この絵もここに飾るのに格好がつくよ」

　と、レインは壁に立てかけてあったむき出しの絵を示して言う。

　たしかに、その大型の絵は、今三人が運んできた額縁にちょうどおさまるサイズだった。

「……ひょっとして、この絵のためにこの額縁を注文したの？」

「そうだよ」

「…………で、これ、なに？」

　ユリエルは睨むように目を細めて絵を見る。

　画が布ふいっぱいに鮮やかな色彩が撒まき散ちらされている。赤、青、黄色、緑──さまざまな絵の具が原色のままキャンバス上を踊っている様は圧あつ巻かんではあるが……それだけだ。

　いったいなにを描いたものなのかは、さっぱりわからない。

「ほら、レイン。やっぱり誰もわかんないって」

　と勝かち誇ほこったような声で言うのはマルティンだ。

　レインのほうは首を傾げながら、

「おっかしいなー、なんでわかんないの？　この美術館の裏手の丘から見た風景を描いたんだけど」

「…………え？　これ、あなたが描いたの？」

「ん？　そうだよ」

　レインは当たり前のように言ってのける。

「さすがに展示するものが少なすぎるからね、この美術館」

「だからってこんな落書きを展示しようとするんじゃないわよ！」

「落書きはひどいなぁ」

「いや、オレも落書きにしか見えねー」

「ひどいなぁ！」

　マルティンにまで言われ、レインは膝ひざを床に落として打ちひしがれる。

　わざとらしすぎて、ユリエルはちょっとイラっとした。

「──だいたい、五千歩ゆずってこれが丘からの風景を描いたものだとして」

「そんなにゆずらなくても……」

「五万歩ゆずってこれが風景画だとして」

「…………」

　レインはさらにうなだれるが、ユリエルは無視して続ける。

「──なんだって、風景画を国立の美術館に飾らなければいけないのよ」

　絵画で高い価値を認められるのは、宗教画と歴史画だ。これらは大抵、他国の来らい賓ひんが訪おとずれるような宮殿や、国の権けん威いを象しよう徴ちようする建物に飾られる。

　次ついで価値を持つのは肖像画。これは、貴族の居城などに飾られる。誰が誰を描いたものかが重要だ。名のある肖像画家が皇帝を描いたものならば、歴史画同等の権威を持つだろう。

　風景画はその下に位置する。

　基本的に、宗教画や歴史画を描くための習作のような扱いなのだ。そうでなくとも、神学や歴史の知識のない商人なんかが買い求めるもので、美術館に飾るようなものではない。

「いやー、でも俺、風景画しか描きたくないし」

　あっさり復活したレインが、ひょうひょうと言ってのける。

「だから！　それならあなたの絵を飾らなきゃいいじゃないっ」

「別にいいでしょ。お客さんなんてもともと全然来ないんだし」

　口を尖とがらせながら言ってくるレイン。

「それはこんな状態だからじゃないっ」

　ユリエルはさっき歩いてきた瓦礫の山のほうを指差して叫ぶ。

「んー、でもさ」

　と今度はマルティンが言ってくる。

「建物を綺麗にしてもダメなんじゃない？　ここ、見るものほとんどないし」

　それはその通りだった。

　ここは、五年前までオストブルク帝国の中枢たる皇宮だった場所だ。しかし〈大陸戦争〉最後の戦いとなった〈帝都市街戦〉の混乱の中、収蔵されていた多量の美術品、工芸品のほとんどは、略りやく奪だつされてしまった。

『展示するものが少なすぎる』とレインが言ったのはそういうわけだ。

「だから、それは俺のこの絵を」

「却下よ」

「ひどい……」

　ユリエルがぴしゃりと言ってのけると、レインはシクシクと泣きだした。

　気にしないことにしてユリエルは続ける。

「だから取り返すんじゃない。本来ここにあるべき──帝国の至宝をね」

「──なんだって？」

　レインはキョトンとして顔を上げる。

　やはり噓泣きだったらしい。

「うーん、そういえば、ユリエル。君はなんでここに着任したんだっけ？」

「え？　命令書を受け取ってないの？」

「知らないよ」

　レインは首を振る。

　言われてみれば、最初に顔を合わせたときも、レインはユリエルの素す性じようを推理から導き出した。彼女の着任を知らなかったのだ。

　命令書が届いていないのは、配達上の手違いだろうか？

「では、改あらためて伝えるわ」

　ユリエルはようやく、自分とレインがこれから遂行すべき指令について口にした。




　──オストブルク帝国立美術館館長レイン・カーリタス少佐相当官。

　──及および、同館長補佐ユリエル・クルツシルト大尉。




「両名は、同美術館より略奪されし美術品、工芸品を探索・収集し、帝国の栄光の証あかしたるそれらの品々を美術館収蔵品として回復せよ」




　──殊ことに、最優先事項として。




「〈三種の帝宝トライ・レガリア〉を、すみやかに奪だつ還かんすべし」





　　　　　○






〈赤せき玉ぎよくの帝てい笏じやく〉。

〈白はく銀ぎんの聖せい剣けん〉。

〈大たい帝ていの肖しよう像ぞう〉。

　この三宝をして〈三種の帝宝〉と呼ぶ。

　二千年に渡る歴史を持つ大帝国オストブルクの権威を証しようする至宝である。

　偉大なる歴史家オルニルスは「この三宝が帝国そのものである」とまで述のべた。

　これらの品は、他の美術品や工芸品と共に、皇宮の宝ほう物もつ庫こに納おさめられていたのだが、〈帝都市街戦〉の混乱の中で失われてしまった。

　保管していた箱はほぼ無傷で残されており、中身だけがなくなっていたため、何者かによって奪うばわれたと考えられる。

　これを取り戻すことは、帝国の権威を取り戻すことと同義であり、この国立美術館をその名にふさわしいものたらしめるために最重要のものである。

　──というのに。

　その話を聞いたレインは、

「ふーん、そりゃ大変だ…………じゃ、俺は寝るよ」

　いっそ不機嫌に見える表情でそう言ったのだった。

「え、ちょっと──」

　とユリエルが止める間もなく、さっさと廊下の毛布のところへ戻って、横になってしまう。数秒もたたないうちに寝息が聞こえてきた。

　マルティンが言う。

「あー、こうなったらもうダメだね。めったなことじゃ起きないんだから」

「もうっ！」

　ユリエルにとっては、まったく理解できない態度だった。

　いくらダメ人間のレインといえど、この話を聞けば少しはシャキッとするのではないかと思っていたのに。

（っていうか、むしろ嫌そうな顔をしてたわよね？）

　面倒くさいとかそういうレベルではなく、忌き避ひするような空気が感じられた。

（なぜ……？）

　上官の緩みきった寝顔を横目で見ながらユリエルはそう思った。













　結局、レインが起きてきたのは、夕飯の用意が済すんだころだった。

　レインが寝てしまったあと、ユリエルは仕方なく、マルティンに連れられて近くの村へ行き、部屋の片付けを手伝ってくれる人を探した。レインがそういう作業をときどき頼たのんでいるらしく、人はすぐに集まった。

　夕方には作業が終わり、ユリエルの部屋はなんとか寝ね起おきができる状態になった。

　マルティンが、ついでとばかりに、運んできた食材でスープを作ってくれたので、それを食べようとしたところでレインが起きてきたのだ。

「ふぁ、あああー。ん、なにかいい匂においがするね」

「絵を描いて、寝て、起きたら食べて、いいご身分ね」

「なにを言うんだい。今日は額がく縁ぶちを運ぶっていう立派な労働をしたじゃないか──マルティンは？」

「もう帰ったわよ」

　ユリエルは鍋なべから自分のスープをよそうと、さっさと食べ始める。

　レインが椀わんを持ってニコニコしていたが無視した。

　レインはふくれっ面つらで自分の分をよそう。まるで子供だ。

　ユリエルは呆あきれながら口を開いた。

「で、目は覚めたのかしら、館長さま？」

「ん？　まあ、そうだね。これくらいからが俺の主おもな活動時間。芸術の時間だ」

「芸術の前に仕事をしなさい」

「えー」

　心しん底そこ嫌いやそうな顔をして、レインは肩をすくめる。

「気が乗らないんだよなぁ。美術品を探すってのはいいけどね。その理由がねぇ」

「帝国の権けん威いを取り戻す──そのなにが不満なのよ」

「権威？　それはつまり、周辺国に対して振りかざす過去の栄光のことかい？」

「なっ……げほっごほっ」

　あまりに平へい然ぜんと発された問題発言に、ユリエルは思わず咳せき込こむ。

　レインはペラペラと続けた。

「〈大陸戦争〉でさんざん負けておいて、そんなもの主張したって滑こつ稽けいなだけだよ。美術品をそんなことのために使わないでほしいね」

「あ、あなたは、なんてことを……その発言は、帝国に仕つかえる公こう人じんとしてふさわしくないわ」

「別に、ふさわしい人間になろうなんて思ってないからねー。君こそどうなのさ。オストブルク帝国に、まだ忠誠を誓ちかうだけの価値を認めているのかい」

「当然でしょう。私は帝国貴族であり帝国軍人。この身と心は栄光あるオストブルクのために──」

「君のお父上があれだけの仕打ちをされても？」

「っ……！」

「戦場ではない場所で毒殺され、その犯人の捜そう索さくもされないまま、まるで戦争が長引いた原因のような扱あつかいを受けて──っと」

　ユリエルは思わず立ち上がっていた。

　自分の家のこと、亡き父のことは、いまだに冷静でいられない。

　ユリエル自身、自分の中で整理できていない問題なのだ。

「──ごめんごめん」

　と、気の抜けた声がユリエルの感情を削そいだ。

「余よ計けいな一言だったみたいだ。悪かった」

「っ……まったくだわ」

　一言どころではなかったが、素直に謝あやまられては、怒りをぶつけるわけにもいかない。

　ユリエルは仕方なく座り直した。

「ま、そんなわけで、〈三種の帝宝トライ・レガリア〉探しは適当にうっちゃっておいてさ、ユリエルも絵描いたりして過ごすといいよ」

「なにがそんなわけなのよ！」

「ちぇ、乗せられなかったか」

「当たり前でしょう！　〈三種の帝宝〉を探すのは帝国政府からの指令なのよ」




「そうでございます。ちゃんと遂すい行こうしていただかねば困りますよ」




「誰だれ!?」

　唐とう突とつに第三者の声がして、ユリエルは振り向いた。

　玄関ホールの方向に、メイド服を着た女性が立っていた。

　ユリエルは身み構がまえるが、レインはスープのジャガイモをもぐもぐ飲み込んでから、だらけた口調で言う。

「ああ、おかえり、キリエ。カーテン生き地じはあったかい？」

「ありましたが、値ねが張はりますね。帝都から取り寄せるほうが安く済みます」

　そんな会話を交かわす二人を見て、ユリエルはレインに問う。

「あなたが雇やとっているメイド？」

「冗談ではございません」

　ユリエルの言葉を、被せぎみに否定して、メイドは一礼した。

「お初にお目にかかります。わたくしはエドゥアルトさまより命じられ、レインさまの監視役をしております、キリエと申します。お見知り置きを」

「監視役？」

「はい。主に、レインさまが業務をサボタージュしないかを見張るのでございます」

「ああー……」

「なんだいユリエル、その『それは必要だわー』みたいな顔は」

「まさにそういう顔をしているのよ！」

　二人のやりとりをよそに、キリエはエプロンのポケットから封筒を取り出した。

「レインさま。マルティンさまが届けてくださった書状を、お捨てになったでしょう」

「えー、なんのことかな？」

「これのことでございます、これ」

　ピュイピュイと下手な口笛を吹いてごまかすレインの顔に、キリエはグイグイと封筒を押し付けた。それでもレインは目を逸そらし続ける。












「ちょ、ちょっと見せて」

　ユリエルはキリエからそれを受け取る。

　オストブルク帝国の紋もん章しよう入りの封筒だ。裏の封ふう蠟ろうはエドゥアルト公爵家の紋章──。

「こ、これ、どう見ても帝国政府からの命令書じゃないの!?　キリエさん、これどこにあったの？」

　キリエは、呼び捨てで構いませんよ、と断ってから、

「裏のごみ捨て場でございます」

「バカ───っ!!」

「ぶふっ!?」

　ユリエルはレインの後頭部をひっぱたく。

　鶏とり肉にくの塊かたまりを大口開けて頰ほお張ばろうとしていた彼は、顔面を鶏肉に激突させた。

「痛いっ！　熱いっ！　ちょっとユリエル、なんてことするんだ」

「それはこっちが言うことよ！　あんたねえ、政府からの命令書を捨てるとかどんな神経してるの!?　下手すれば首が飛ぶわよ、物理的にね！」

「いやーおかしいねぇ。偶ぐう然ぜん、たまたま、ゴミに紛まぎれちゃったみたいだねえ」

「これで五十七回目でございますね。レインさま宛あての書状が、偶然、たまたま、ゴミに紛れてしまったのは」

「…………」

「…………」

　びりっ。

「ああ！　ユリエル、なに勝手に開封してるんだ！　俺宛ての手紙だよ！」

「黙だまりなさい！　館長補ほ佐さとしての職務を遂行するのよ！」

　ユリエルは便びん箋せんを取り出し、そこに書かれた文言を読む。それは、ユリエルが受けたものと同じ命令書だった。つまり──帝国の至宝を奪還せよ。

「ああー、なんてことだ」

　レインが右手で両目を覆おおって天を仰あおぐ。

「これで……働かないわけにはいかなくなったじゃないか」

「働きなさいよ、初めから！」

　ユリエルはレインにツッコむと、立ち上がってキリエの手を取る。

「キリエ……！　あなたがいてくれて助かったわ！　あなたがいなかったら、私このダメ館長のもとでやっていけたかどうか……！」

「わたくしも同感でございます。軍属のかたが補佐についていただけるとは、心強い限りです」

　がしっ、と盟友のように握手を交わす二人。

　そんな彼女たちをうろんな眼差しで見ながら、レインはスプーンを口にくわえたまま器用に呟いた。

「俺の安あん息そくの日々が……」





　　　　　○






　翌朝。

　レイン、ユリエル、キリエの三人は馬車で美術館を出た。

「アルブレヒト伯爵のお屋敷まで、どのくらいかかるのかしら」

「昼前には到着するでしょう」

　ユリエルの問いに、キリエは短く答えた。

「アルブレヒト伯はく爵しやくといえば、陸軍中将で、旧帝都管かん轄かつ官かんでもあったわね」

「はい。所領が旧帝都に隣接していたため、この職に任にんぜられたと記憶しております」

　政府の要職は、侯爵以上の爵位を有するものに与えられるのが慣かん例れいだが、戦後は人手不足が続いている。そのための差さ配はいだったのだろう。

「それにしても、レインはどうして伯爵家に行くべきだなんて言ったのかしら」

「さて、レインさまのお考えはわたくしには察さつしかねますので」

「私にだって無理よ。特に理由なんてなくて『あの辺りは景色が綺麗だから、絵の題材にしようと思って』とか言いかねないわ」

「ありえますね」

　ユリエルとキリエは顔を見合わせ、ため息をつく。

　昨夜レインは、旧皇宮の宝物庫から奪うばわれた美術品についてなら、まずアルブレヒト伯爵に話を聞くべきだ、と主張した。彼はキリエに馬車の手配を頼むと、理由を告つげることなく寝てしまった。

　そして──今も寝ている。

「ちょっとレイン」

「ふぁぁ……なんだい、もう朝ごは──やや、ここはどこだ！　まさか誘ゆう拐かい!?」

「誰もあなたなんか誘拐しないわよっ。あなたがアルブレヒト伯爵のところに行くべきだって言うから、今向かってるんじゃない」

「ん……？　ん───？　…………そういえば、そんなことを言ったような気もしないでもないなぁ」

「あなたはっ……!!」

　ユリエルは頭を抱える。このまま彼を寝かせておいて、到着までキリエとおしゃべりしていたほうがよかった気もしてくるが、そうもいかない。

　キリエが会話を継ついでくれる。

「それで、教えていただきたいのですが、レインさま。なぜ、アルブレヒト伯爵をお訪ねする必要があるのですか？」

「ああ……彼はね、〈帝都市街戦〉のときに皇宮の物品を避ひ難なんさせる移送計画の指揮を執とってたんだよ」

　レインはあくびまじりに答える。

「今、新帝都ベルターブルクの新皇宮にある調ちよう度ど品ひんは、決戦直前のあの移送計画がなければ、ほとんどが砲撃で破壊されたか、略りやく奪だつされていただろうね。例えば、十世紀頃に時の皇帝ルートヴィヒ四世が造らせ、歴代皇帝が使い続けている〈ヴァリャーンの象ぞう牙げの玉ぎよく座ざ〉や、皇妃マルガリータに贈おくられた至し高こうの工芸品〈世せ界かい樹じゆの寄よせ木ぎ細ざい工く箱ばこ〉などなど。皇室がこれらの品を今でも所有していられるのは、アルブレヒト伯爵のおかげと言っていい」

　現在、オストブルク帝国の中ちゆう枢すう機能は、北の新帝都ベルターブルクに移っている。

　そこで政まつりごとを行っているのは、前皇帝の弟に当たるアダルベルト四世である。

　帝位を奪われた前帝ルドルフ三世は、西の果はての孤島で幽ゆう閉へい生活を送っていた。

「──移送計画は二度に分けて行われた。一度目は、敵である同盟軍が南東と南西に陣を敷しいた、十二月二十三日の午後。このとき運ばれたのは、皇宮で使われていた調度品で、それらは臨時鉄道で北へ運ばれた」

「それが、今新帝都で使われているものなのね」

「そう。そして二度目は、同盟軍が当時の帝都オストニア──つまり、ここ──をほぼ包囲した二十四日の夜。このときは宝ほう物もつ庫この品々が運び出された。ただ──」

「ただ──なんでございましょう？」

　先を促うながすキリエ。

　レインは頭の後ろで手を組んで、だらけた様子で続ける。

「この二度目の移送は、かなりの混乱の中で行われたんだ。なにしろ同盟軍の新兵器である長距離爆弾砲が撃ち込まれて、皇宮の表玄関が破壊されてしまっていたからね」

「あ、もしかして……美術館入り口のあれは、そのせいだったの？」

　片方が倒れた扉。瓦が礫れきの山に、床に落ちたシャンデリア。

　あれのおかげで、額縁を裏まで運ぶはめになったのだ。

　レインも渋しぶい顔で頷うなずく。

「そうそう──しかも、線路も街道も同盟軍が押さえてたから使えなかった。となれば山の中の道なき道を歩いて運ぶしかなかったわけだね」

「帝国の栄光の証あかしたる品を護まもるためだもの。当然の務つとめだわ」

「栄光？　いやいや、バカ言っちゃいけないよ。これはもっと現実的な話だ」

　ユリエルの言葉に、レインは口をひん曲まげて不満そうな顔をする。

「どういうことよ？」

「当時、皇宮の宝物庫に納おさめられていた品々の金銭価値は、六十七億二千万マルルク。これは帝国が支払った賠償金の三倍以上の額だ。もし、宝物庫の品をまるまる新帝都に運べていたなら、帝国は賠償金をそれでまかない、さらに領土の喪そう失しつもいくらか抑えられただろうね」

　レインは鼻から息を吐き出しながら、

「一方で、同盟軍にしてみれば、混乱に乗じてそれらの品を手に入れられれば、賠償金とは別に、もうけが何倍にもなったわけだ。つまりね、〈帝都市街戦〉は〈大陸戦争〉の最終決戦であると同時に、お宝争そう奪だつ戦せんでもあったわけ」

「そんな不ふ純じゆんな……っ」

　ユリエルは憤いきどおりの声をあげるが、レインは気にせず言葉を続けた。

「それじゃ、その宝物庫のお宝はどうなったのか？　アルブレヒト伯爵──当時の陸軍大佐で、美術品移送部隊隊長の報告は簡かん潔けつだ──」




『同盟軍いよいよ帝都を蹂じゆう躙りんし危急存亡の秋とき迫るに及および、我ら部隊も決戦に加わることとなり、残る収蔵品の移送作業を諦あきらめざるを得えず』




「──要するに、戦闘がヤバくなってきたから全部は運べませんでしたってことだね」

「ということは、運べた品もあったのよね？　それらはどうなったの？」

　ユリエルは、指先で髪をもてあそびながら問う。

「残念ながら、同盟軍に見つかり奪われた──と言われている」

「言われている？」

「そう。さっきも言ったけど、宝物庫の収蔵品は、アルブレヒト伯爵の部下が徒歩で山の中を運んだんだ。それを同盟軍が全て見つけて奪った、っていうのはちょっと信じがたいよね」

「ということは……どういうことになるの？」

「さて、どういうことだろうね。それをこれから聞きにいこうってわけさ」

　そこまで言うと、レインは伸びをして眠ってしまう。

　ユリエルとキリエは顔を見合わせ、ふたたびため息をついた。





　　　　　○






「いやいや、ようこそおいでくださいました。しかし、事前にご連絡いただければ、歓迎の準備をして、こちらからお迎えをいたしましたのに」

　アルブレヒト伯爵は、突然屋敷を訪れたレインとユリエルに、慇いん懃ぎんな態度でそう述のべた。

　ちなみにキリエは馬車で待機している。

　アルブレヒトは、どことなくネズミを思わせる風ふう貌ぼうの、細身の男だった。歳は三十代半なかばといったところだ。

　年齢の割に階級が中将と高いのは、美術品移送の功こう績せきを買われてのことだろう。盗まれてしまった宝物庫の品はともかく、帝室調度品のほとんどを北の新帝都に無事送り届けた手柄は大きい。もっとも、終戦後の新政府が人手不足だということも一いち因いんではあるだろうが。

　そんなことを考えながら、ユリエルはアルブレヒトに一礼する。

「いえ、そのようなお気遣いは無用です」

「そうそう。そんなことをしたら、抜き打ちの監査になりませんからね」

　と、横からレインが口を挟はさんできた。

「なっ……!?」

「冗談です」

　一瞬顔を引きつらせるアルブレヒトにレインはにっこり笑みを浮かべてそう言った。

　ユリエルはレインを睨みつけるが、彼はすぐに窓の外の庭に視線を移し、口笛を吹き始める。仕方なくユリエルはアルブレヒトに告げた。

「あ、あの、ほんの冗談ですのでお気になさらず……」

「は、はぁ」

　アルブレヒトは困惑げにうなずいた。







　客間に場を移し、三人は席に腰を落ち着けた。

「それで、国立美術館の館長殿とその補佐役殿が、どのようなご用件で？」

「もちろん、旧皇宮の宝物庫から奪われた数々の美術品に関する調査です」

　レインは、使用人がテーブルに置いていったクッキーをすごい勢いで頰張りながら言う。まるで子供だ。隣となりに座るユリエルのほうが恥はずかしくなってくる。

　向かいのアルブレヒトも、緊張していた顔を一気に緩ゆるめた。

　さっきの発言も合わせて、完全にバカだと判断したのだろう。

「あの件は、すでに報告書をまとめ、政府に──帝室美術総監のエドゥアルト閣下にお渡ししております。これ以上何を語れと？」

「よふぃふぇいふぁふなふぉーふぉふふぇふふぉ」

「は？」

「飲み込んでから喋しやべりなさいっ」

　ユリエルは思わず叫ぶ。

　レインは喉のどが詰つまったらしく、紅茶をゴクゴク飲んで、胸をドンドン叩いてから、やっと話を再開する。

「より正確な報告です」

「ほう？　なにか不明確な点がありましたかな？」

「ええ──宝物庫の収蔵品の行方ゆくえは三つに分けられますね」

　と言いながらレインは指を三本立てた。

　その先にクッキーの欠片かけらが付いているのを見つけ、それをペロリと舐なめる。ユリエルはもうツッコむ気力が失せていた。

「──一つ、移送計画によって運び出されたが、鉄道が使えなくなったため、兵士たちが山中を運ぼうとした品。これは報告書によれば、途中で同盟軍に奪われた。

　二つ、皇宮から運び出すことができず、直後攻め込んできた同盟軍によって収しゆう奪だつされたもの。

　三つ、皇宮から運び出すことができなかったが、同盟軍によって奪われずに済んだもの。この三つ目は、今でも当美術館にありますが、まあ、あまり価値の高くないものばかりです」

「……ええ、そうですな」

「一つ目の問題です。兵士──つまり、あなたの部下が山中を運ぼうとした品。これらは本当に同盟軍に発見されたのですか？」

「どういう意味でしょうか」

　アルブレヒトは片かた眉まゆを持ち上げて怪け訝げんな表情をする。

　レインは笑みを浮かべて続けた。

「いやー、単純な疑問ですよ。だって、同盟軍が帝都を包ほう囲いしたって言っても、子供が手をつないで輪わっかを作るみたいに、隙すき間まなく取り囲んでいたわけじゃないでしょう。なのに、山の中を逃げていた兵士全員を発見したというのは、ちょっとねえ？」

「そう仰おつしやられても……事実なのだから仕方ないでしょう。実際、包囲外の乗じよう降こう場じようだったカリナル駅まで収蔵品を持ってこられた兵士は一人もいなかったのですから」

「そうですか。まあいいでしょう」

　レインはあっさりと引いた。

「二つ目の問題に行きましょうか。皇宮に残っていて、同盟軍によって収奪されてしまった品々です」

　ユリエルは、黙ってレインの話を聞いているしかない。

　彼が話をどこに持って行こうとしているのか、彼女にはまるでわからなかった。ただ──レインの表情がいつの間にか、真剣なものになっていることにユリエルは気づいていた。

　レインがスッと目を細める。それが、彼が思考を進めるときの癖なのかもしれないとユリエルはなんとなく思った。

　レインは話を続ける。

「〈帝都市街戦〉のクライマックス。皇宮攻防戦において、帝国軍と同盟軍は正面からぶつかり合いましたね。その陣じんは、帝国軍が皇宮の裏手側、同盟軍が正面玄関側……間違いありませんね？」

「ええ、そのとおりです」

「んで、その後、皇宮内でも戦闘が発生しますが、それは長くは続かない。なぜなら、当時の陸軍大将、現在の帝国軍総司令官ヴァイン元げん帥すいが、皇宮の上に白しろ旗はたを掲かかげたからです」

　皇宮──皇帝の居城が白旗を掲げるということは、現在の戦闘のみならず、帝国すべての敗北を認めるということだ。

「そこで戦闘は停止した。このとき、同盟軍の兵士は皇宮の中間部分までを制圧していました。そこには宝物庫も含まれます。ただし、裏門側は戦闘停止時まで帝国軍が確保していた。これも間違いありませんね？」

「そうですが……いったいなにが言いたいのですか？」

　アルブレヒトは怪訝な表情で問う。

　ユリエルも同じ気分だ。しかしレインはさらに目を細めて、気にせず言葉を続けた。

「皇宮から運び出せず同盟軍に奪われた、という品の中に、ルーベンスの歴史画がありましたね」

「え？　あ、ああ。そうですね」

「ファーラント・ヨハネス・ルーベンス──かつてオストブルク帝国領だったニールラント共和国出身の、バロック期きを代表する大画家。その傑けつ作さくとも言われる『マルガリータ・ド・マイヤールのローランツ上陸』。マルガリータ王妃が初めて帝国の地を踏んだ場面を描いた大型の絵です」

　と、そこでレインは突然ユリエルのほうを向いて言ってきた。

「この絵はね、昨日君が酷こく評ひようした俺の絵と、ほぼ同じサイズなんだよ」

「え……？」

「縦三九四セルチに横二九五セルチ。ついでに言うと、制作年は今から二一七年前の、一六二三年だ」

　普段はやる気の感じられないレインの口から、つらつらと数字が流れ出てくる。

「ちなみに、収蔵品で同じサイズの絵は、連作になっている『マルガリータ・ド・マイヤールの生しよう涯がい』の残り二十三枚と、あと他に二十二枚。計四十六枚だ」

　ユリエルは思い出す。たしかにレインが描いた──風景画だと主張する──あの落書きはそのくらいのサイズだった。だが、それがいったいどうしたというのだろう。

「アルブレヒト伯爵」

　と、レインが自分の鼻の頭の前に人差し指を持ってきながら告げる。

「その四十六枚、すべて同盟軍に奪われた。そうおっしゃるんですね？」

「そ、そのとおりです。なにが問題なんです？　先ほどからあなたはいったい──」

「それはありえないわ」

　ユリエルは、思わず伯爵の言葉を遮さえぎって呟いていた。

「どうやら気づいたみたいだね」

　レインが隣でニヤニヤしている。一方アルブレヒト伯爵はわけがわからないらしく、ポカンとしている。

「な、なにがありえないのですか、クルツシルト侯こう」

「正面玄関を通れないんですよ、それらの絵は」

　答えたのはレインだった。

「は？　なにを──」

「同盟軍が制圧した正面玄関は、決戦前の新型爆弾の砲撃によって破壊され、ひどく手狭になっていました。宝物庫の収蔵品の移送が開始されたのは、その砲撃以降です。そして皇宮攻防戦が行われたのは、さらに後だ。同盟軍がそれらの大型絵画を持ち出すことは不可能なんですよ」

　そう──。

　昨日、額縁を運び込んだように、裏門側から回りでもしなければ──。

「しかし、裏門側は帝国軍が確保していた。そちらから同盟軍が絵を運び出すこともまた、不可能でした。であれば──」

　レインはゆっくりと立ち上がった。




「収蔵品の大型絵画を運び出せたのは帝国軍だけだった──それが事実でしょう」




「なっ」

「小さい品なら兵士個人が持ち出したかもしれません。停戦後のどさくさに紛れれば、どちらの陣営の兵にも、それは可能だったでしょう。ですが──」

　レインは、大げさな仕草で、手で枠わくを表現する。

「ルーベンスの歴史画はこのくらいのサイズです。これを一兵士がちょろまかしたってのはちょっと考えづらい。ってことは、移送部隊の隊長だったあなたが怪あやしいってことになっちゃうんですが、ねえ、アルブレヒト伯爵？」

「ぐっ……」

　気づけば伯爵の顔は真まっ青さおだった。

「し、しかしですな」

　引きつった笑みを浮かべながら、アルブレヒトは両手を広げる。

「い、今のはあくまで推測でしょう？　そんなもの、同盟軍のバカどもが、絵の価値もわからず周まわりにぶつけながら正面玄関から運んだのかもしれないし、砲撃で焼けてしまったのかもしれない。私はたしかにそれらを無事移送することができなかったが、盗難の罪にまで問われる覚えはありませんよ」

「そんな言い逃れが通ると思いますか!?」

　ユリエルも立ち上がり、アルブレヒトに迫る──が、そんな彼女を、レインは手で制した。

「わかりました」

「え？」

「は？」

「そんなに言うならしかたがない。これ以上は時間の無駄だ。さっさと退散しよう」

　レインはそう告げると、客間を出ていってしまった。

　ユリエルは慌ててそれを追いかける。

　廊下の途中で追いつき、レインの袖そでをひっつかむ。

「どういうつもりよ？　なんでここまで追いつめて、見逃すのっ」

「追いつめてなんかいないよ」

　振り向いたレインは、いつもどおりニヘラっとしたやる気のない笑顔だ。

「俺の発言は、伯爵が言うとおり、すべて推測だからね。それを否定されたら、こっちはなす術すべなし」

「なっ」

「あー残念だなー。でもないならしょーがないよなー。さっさと帰ってご飯食べて寝ようそうしよう」

「待ちなさいっ」

　ユリエルは逃げようとするレインの襟えり首くびをひっつかみ、小声で問う。

「……ひょっとして、こうして油断させておいて、キリエにこっそり屋敷を調査させてるとか？」

「え？　なんで？」

「…………まあ、そうだと思ったけど」

　ユリエルはため息をついた。

　そこへ、アルブレヒト伯爵が追いついてくる。

「あの、それで、結局どうなさるのですか。もうお帰りに？」

　かなり余裕を取り戻した様子で、そう問う。

「ええ、そうですねむがもが」

「では──」

　頷きかけるレインの口を塞ふさいで黙らせてから、ユリエルは伯爵に向き直る。

「──あなたが潔けつ白ぱくだというのなら、この屋敷を捜そう索さくさせていただきます」

「なっ……なんの権限でそのような──」

「権限などありません！」

　勢いよく告げて、ユリエルはレインを引きずって歩き出す。

「収蔵品があれば、あなたの罪は明らかです。もしなにも見つからなければ、我々を訴うつたえるなり処しよ罰ばつするなり、好きにすればよいでしょう」

「あ、ちょっと──」

　声をかけてくる伯爵を無視して、ユリエルは廊下の奥へと進んでいく。

「……どうしたんだい、急に」

　レインが訊きいてくるが、ユリエルは即答できなかった。

　美術館長補佐としての責せき務む？

　帝国の財産を奪還するという使命感？

　もちろんそれもある。だが、それだけでこんな無茶はしない。

　強しいて言うなら──。

「あなたの顔が、真剣だったから」

「え？」

「あなた、アルブレヒト伯爵に向かって美術品のことを語っているときはとても真剣だった。いつもの寝ぼけヅラじゃなかった。私は──」

　ユリエルはレインを見て告げる。

「──どんなことであれ、真剣な人の言葉を疑うたがいたくないわ」

「…………」

　レインのほうは、相変わらず寝ぼけヅラのままだ。先ほどと本当に同一人物なのかと疑いたくなるほどである。

　レインは、ポリポリと後頭部をかきながら言う。

「まったく、しょうがないなぁ……」

　と、そこへ。

「おおおおお待ちください！」

　アルブレヒト伯爵が駆け足で二人の前に回り込み、大げさな仕草で頭を下げてきた。

「お、お、お二人とも、そう慌てずに、ま、まずは昼食などいかがですかな？　あ！　い、いえ、もちろん屋敷をお調べになって困るということはありませんよ？　しし、しかし、その、わ、私がですな、もともと持っていた収集品と、当時略奪された品と、よく似たものがあったりして、勘かん違ちがいされたりすると、お互い不幸な結果にしかならないと言いますかですね」

「…………」

　動揺しながら、どんどん言葉を重ねていく伯爵に、レインとユリエルは同じことを考えていた。

　あ、こいつ、黒だ──と。

　なにも言わない二人にさらに焦あせったのか、伯爵は近くの従者に命じ、小箱を持ってこさせた。伯爵は迷った末、それをユリエルのほうに渡してくる。

「……これは？」

「へ、へへ、まあ、お土産みやげでございます。わざわざ我が所領へ足を運んでくださったのですからね」

　ユリエルが開けると、中にはまばゆい宝石がいくつもつまっている。

「っ──こんなものでっ！」

「ひ、ひい！　お、お待ちください！　も、もちろんこんなもの、ちょっとした手付けでございますので、後日もっときちんとしたご挨拶の品をですね──」

「そういうことではないわよ！」

　ガシャン！　と宝石の入った小箱を床に叩きつけるユリエル。

「あ、あああっ」

　かがみこんで、それを拾い集めようとするアルブレヒトに、ユリエルは怒りのままに言い放つ。

「こんな品で、このユリエル・クルツシルトが、帝国の利り益えきを損そんする不正を見逃すと思われたことが屈くつ辱じよくだわ。栄光ある皇帝陛下より爵位を授さずかり、帝国騎士としての任に就つきながら、私腹を肥こやし真実をねじ曲げようとするその不ふ埒らちさ、恥はじを知りなさい！」

「くっ……もはやこれまでか。おい！　衛えい兵へい！」

　ユリエルの口調に当てられたか、アルブレヒトまでお芝しば居いじみた態度で声をあげる。

　武器を持った部下たちがどこからかわらわらと現れる。

「我が屋敷をうろつきまわる不届き者だ。ただちに捕とらえろ」

「はっ」

　剣だの槍やりだの斧おのだの、不ふ揃ぞろいな得え物ものを手に、男たちが二人を取り囲む。

「この、往おう生じよう際ぎわの悪い……」

　ユリエルは腰の軍刀を抜こうと手をかける。

　数は圧倒的にこちらが不利だが、兵たちは構えからして見るからに練れん度どが低い。怪け我がは免まぬかれなくとも、この程度なら──。

　す、と眼前に手をかざされた。

「あーあ、そういうことね」

「……レイン？　どうしたの」

「手出し無用だよ、ユリエル。彼らを殺しちゃ寝覚めが悪い」

「え──」

　ふっ──とレインの姿が消えた。

「ぐっ」

「うがっ」

「はうっ!?」

　直後、うめき声と、小さな風がユリエルのところまで届いた。

「は？　な……え？」

　気がつくと、部下たちは全員床に倒れ伏していて、レインは、部下の一人が持っていた剣を、アルブレヒト伯爵に突きつけていた。

　なにがどうなっているのか、その場にいた誰もが理解できなかった。

「──抵抗は無意味です。投とう降こうしてください」

　レインは、静かにそう言い放った。





　　　　　○






（なに、今の……？）

　ユリエルは息をのんで周囲を見回す。

　伯爵の部下たちは生きていた。レインは「寝覚めが悪い」との言葉通り、十人はいる男たちを、たった一人で、武器もなしに無力化してしまったのだ。

　ユリエルも、軍人としての戦闘訓練は受けているが、レインの動きはそれとはまったく異い質しつに見えた。

（前にもこんなことが……）

　そう、レインに出会った日、ユリエルが思わず軍刀を抜いたときの彼の動きも、同じように感じた。

「どうかした、ユリエル？」

　振り向いたレインに、ユリエルは思わず後ずさってしまう。

　が──レインは、いつもどおりやる気の感じられない、ニヘラっとした笑顔だ。

「い、いえ……」

　ユリエルは今の光景を振り払うように首を振ると、言った。

「ただちに屋敷を捜索しましょう」

　レインの足元では、いまだにアルブレヒト伯爵が、ネズミのような顔を真っ青にして固まっていた。







　結果──屋敷の地下から、大量の宝ほう物もつが発見された。

　そこはアルブレヒト伯爵家が代々収集してきた美術品の保管庫だったが、納おさめられている品の半数以上が、旧皇宮の宝物庫から失われた品だった。

「こ、これはですな、一時預かりということで、む、無論かならず皇帝陛下のもとへお返しするつもりであったもので、戦後の混乱で、そのタイミングを逸していたと申しましょうか──」

「いいかげんにしなさい！」

「ひぃぃ！」

　言い訳を重ねる伯爵を、ユリエルは一いつ喝かつする。伯爵は叱しかられた子供のようにちぢこまり、もはや威い厳げんのかけらもない。

「これらは略奪品リストと照合し、すべて没収よ。その上で、伯爵、あなたには帝室法廷へ出廷してもらいます。おそらく、叛はん逆ぎやく罪ざいは避さけられないでしょうけれど」

「そ、そんな……」

　青を通り越して、蠟のように白い顔でうめく伯爵。

　国家叛逆罪となれば、本人は死刑の上、家の爵位は剝はく奪だつ、全財産は没収となる。だが帝国の財産たる品を隠いん匿とくしていたとなれば、仕方ないことだろう──。

「いやいや、ちょっと待ちなよ、ユリエル」

　トコトコと、彼女の傍そばを通って保管庫に入りながらレインが言った。

　彼はだらしなくあくびをしながら、美術品を手に取ったり、横から縦から眺め回したりし始める。

「ちょっと、なにやって──」

「同盟軍に奪われた品は、あなたが取り戻していたんですね、伯爵」

「え？」

「は？」

　ユリエルとアルブレヒトは、さっきとまったく同じ呟きをもらしていた。

　レインは二人に向き直ると、芝居の口こう上じよう役やくのような大げさな口調で語り出す。

「美術品移送部隊の隊長であったあなたは、与あたえられた任を果はたせず皇宮収蔵品の多くを奪われてしまったことを大変悔くいていた。そこであなたは戦後、手を尽つくしてそれらの品々を取り戻した。そして、のちのち帝国に全てを返却するつもりだったのですね。ああ！　なんと献けん身しん的てきな方だ。まさに帝国騎士の鑑かがみ！」

「ちょっと……レイン、そんなはずないでしょう!?」

　ユリエルはレインに詰め寄りながら叫ぶ。

　もしそんな事実があったのなら、アルブレヒトはとっくにそう言っていたはずだ。

　しかし──レインはユリエルを無視して続ける。

「さて、ここで提案なんだけど、アルブレヒト伯爵？」

「は、はぁ」

　伯爵は惚ほうけた顔でレインの言葉に反応する。

「わが美術館はいまだ修復中で、これほどの品を適てき切せつな形で保管する能力がない。一方ここは非常に美術品保管に適している。置かれている品の状態を見ればわかります」

「れ、レイン、あなた、なにを──」

「伯爵。一部の品は返してもらうとして、これらの収蔵品は、引き続き、ここに保管しておいてくださいませんかね。帝国政府へは、先ほどの話を報告します。要求があれば保管している品を返却していただく、ということで──いかがでしょう、ねえ？」

「そ、そんなこと許されるわけないでしょう!?」

　ユリエルはレインの襟首をつかんでガクガク揺する。

　つまりそれは、アルブレヒトの罪を、一緒になって隠いん蔽ぺいするということだ。

　それどころか、事実を歪め、彼を美術品奪還の英雄に仕立て上げることですらある。

　そんな欺ぎ瞞まんがあっていいはずが──。

「な、な、なにも問題ありませんんん！」

　アルブレヒトが、ユリエルを押しのけるようにして、レインの脚あしにすがりついた。

「そ、そのとおり！　あなたの仰ったとおりなのです！　一部の品を預かると仰いましたね？　どうぞ、お好きな品をお持ちください！」

「うーん、それじゃ、あれとあれと──」

　ニコニコと楽しそうな笑みを浮かべながら、レインはいくつかの品を指差していく。

　アルブレヒトは、そんな彼にペコペコ頭を下げながらついていく。

　そんな二人を眺め、ユリエルはブルブルと拳を震ふるわせ、気づけば全力で叫んでいた。

「ふ、ふ、ふ────ふざけるなー!!」





　　　　　○






「ユリエル、いいかげん、機嫌なおしなよ」

「…………」

「そんなにアルブレヒト伯爵を見逃したのが気にくわないのかい？」

「当然でしょう!?」

　ユリエルは声を荒らげて言う。思わず馬車の中で立ち上がりそうになった。

　伯爵の所領から旧帝都に戻る馬車の中である。

　ユリエルの隣に座るキリエは、すました顔で言う。

「ですが、収蔵品のいくつかは確保でき、残りも管理下に置けることになったのですから、美術館の任務としては成功ではありませんか？」

「そうそう。結果よければすべてよし、ってね」

「よくなぁい！」

　調子に乗って頷くレインに、ユリエルは大声を浴びせる。

「伯爵は、帝国の宝を不正に略りやく取しゆしたばかりか、長年隠匿し続けていたのよ。そんな大逆人を見逃すなんて……」

「でも、事実、そのおかげで収蔵品が国外に散さん逸いつせずに済んだんだよ」

「それは結果論でしょう？　あの男が、帝国の利益を損することを行った逆賊であることに変わりはないわ」

「本当にそうかな」

　レインは、お得意の、頭の後ろで手を組むポーズで言う。

「……どういう意味よ」

「伯爵の屋敷にいた男たち、見たでしょ？」

「あなたが倒した部下のこと？　それがどうかした？」

「あれは全員、平民だ。下級騎士ですらない」

「っ！」

　言われてみれば──不揃いな武器に、見るからに練度の低い構え。服装も皆バラバラで、貴族の屋敷に仕つかえる者の格好ではなかった。

「……でも、それがどうしたの？」

「たぶんね、伯爵は〈帝都市街戦〉の際に、多くの住民を、美術品を運ぶ予定だった馬車で自分の領地に避ひ難なんさせたんだ。屋敷にあった収蔵品は、そのついでに運べた品だったんだと思う」

「え……」

「旧帝都は、いまだ復旧のめども立っていない。北の新帝都の整備が優先されているからね。そんな状況で、伯爵は彼らを追い出さずに、自分の領地で雇やとっていたんだよ」

「まさか、じゃあ彼は……」

「真意はわからないよ。情なさけ深ぶかいのか、追い出したあとの民衆の復讐を恐れたのか。けど、ひとつ言えることは──」

　レインは、盛せい大だいにあくびをしてから言う。

「もし伯爵が捕らえられれば、行き場を失う人が大勢いるだろうってこと。それは果たして、帝国の利益になるのかな。損失になるのかな」

「それは……」

　ユリエルは言葉を返せない。

　住民の保護と、美術品の隠匿は別の問題だ。だが、今回このふたつは切り離しがたく結びついている。それに少なくとも、ユリエルやレインには、住民たちを伯爵の代わりに保護する力はない。

「……あなたは、初めからわかっていたの？　収奪品のことも、住民のことも？」

　ユリエルの問いに、レインは苦笑した。

「まさかぁ。推測、推測、アンド推測さ。確信があったなら、わざわざ自分で出向いたりしないって。帝都に報告すれば、勝手にいいようにしてくれただろう」

「でも……それじゃ住民は救われない。だからあなたは──」

　なぜ自分はこんなに必死になっているのだろう。そう思いながら、ユリエルは追及を止められない。

　が──レインはそんなユリエルの勢いをかわすように言う。

「考えすぎだって、ユリエル」

　鼻から息を漏もらしながら、

「誰もが一貫した信念に従したがって行動してるわけじゃないんだよ。少なくとも俺はね、なんとなーく伯爵のところに行ってみて、なんとなーく思ったことを話して、なんとなーく丸く収まりそうな提案をしただけ」

「…………」

　わからない。

　きっと、自分とこの男とでは、同じものを見ても、見えているものがまるで違う。

　ユリエルはなぜかそんなふうに感じた。

　レインは肩をすくめて言ってくる。

「もういいでしょ。なんだかんだで収穫はあったんだし。〈三種の帝宝〉のうちの一つもあるみたいだったし」

「………………え？」

「あれ？　言ってなかった？」

「聞いてないわよっ！」

　叫びながら、今度こそ立ち上がってしまい、ユリエルは馬車の天てん井じように頭をぶつけた。
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　美術館に戻った三人は、馬車のうしろの荷台に積んでいた美術品を下ろしていく。

「絵画が五点、宝飾品が十二点、調度品が二点──なかなかの成せい果かでございますね」

「ええ……でも、アルブレヒト伯爵の屋敷には、まだ大量に残っているのよね。いずれ美術館を修復して保管態勢を整えたら、それらも取り戻さないと」

「仕事熱心だなぁ、ユリエルは」

　と、館の奥のほうから歩いてきたレインが言ってくる。

　見かけないと思ったら、いつの間にかサボっていたらしい。

「あなたに比べれば、世界中の人間が仕事熱心よ！　人に運び込みをさせて、自分はなにをやってるの」

「いやいや、これを取りに行ってたんだ」

　と、レインは手に持った釘くぎ抜ぬきを掲げて見せてきた。

「？　なにに使うのよ、そんなもの」

「まあ、すぐにわかるよ──ああ、それそれ」

　レインは、キリエが運び込んできた絵画を指差した。

「はい？　なんでございましょう」

「その絵、ちょっと貸してくれるかな」

「はあ、ご自分は動かず人に命令とは、いいご身分でございますね」

「俺、いちおう館長だから、それくらいの権限はあると思うんだけどな……」

　ぼやきながら、レインは絵を受け取る。

「これが〈三種の帝宝〉のひとつ？」

　ユリエルはそれを覗のぞき込こんで首を傾げる。

「絵ということは〈大たい帝ていの肖しよう像ぞう〉でございますか？　しかしこれは……」

　キリエも不思議そうな顔だ。

　画が布ふに描かれているのは、旗を掲げ持つ勇ゆう壮そうな女騎士である。

　新古典主義を代表する、タニキス・アングルの歴史画だ。

「これのどこが〈大帝の肖像〉なのよ？」

　ユリエルの問いに、ニヤリと笑みを浮かべてから、レインは言う。

「この絵だけさ、やけに重たくなかったかい？」

「……言われてみれば、そうでございますね」

　キリエが頷く。

「それに、額縁をよく見て。絵を一枚収めるには分厚すぎる」

「本当ね……え、じゃあ？」

　レインは頷くと、手にしていた釘抜きで、額縁を分解しにかかる。

　スムーズな手つきで、絵も額縁自体も傷つけることなく取り外された。

「さてお立会い」

　芝居じみた口調で言うと、レインは絵を持ち上げ、横にした。

「これは……」

「どうやら、本当に当たりのようでございますね」

　結果は明らかだった。

　どう見ても、二つの絵が重ね合わされている。

「アングルの歴史画すらダミーにして隠す──となれば、後ろの絵は〈大帝の肖像〉と考えていいだろうね。ま、それでどっちも奪われてちゃ世話はないけど」

　言いながら、レインはそれを二つにわけようとして──。

「えいー……ん？」

「どうしたのですか？」

　レインは、絵を置いて苦笑する。

「どうやら、糊のりかなにかで貼り合わせてあるみたいだね」

「え？　そんなことして、絵は大丈夫なの？」

「適切な溶よう剤ざいを使えば、絵を傷つけずに糊だけをはがせるはずだよ。もちろん、無理すれば絵の具が剝はがれてえらいことになるだろうけど。少なくとも、貼り合わせた本人はどう処理すればいいか知っていたはずだ」

「でも、あなたは知らないのよね？」

「もちろん」

「じゃあ、どうするの？」

「そりゃ、糊の成分を調べて、どの溶剤を使えばいいかひとつひとつ確認するしかないね。面倒くさいなぁ……」

　レインは憎らしげに、画布上の女騎士を見つめる。

　至宝を拝おがむのは、まだしばらくお預あずけらしかった。













【オストブルク帝国立美術館記録】




　旧皇宮宝ほう物もつ庫こより受うけ継つぎし美術品・工芸品等、総数二万八四九二点。

　うち、〈帝都市街戦〉の混乱で散さん逸いつした品、二万六五三〇点。

　アルブレヒト伯爵家屋敷より発見された品、五三九六点。

　残る美術品は──二万一一三四点。







「……果はてしないわね」

　記録をつけていたユリエルは、思わず呟く。

　ここに来る前、指令書と一緒に受け取った、美術館の散逸品リストと、アルブレヒト伯爵家で保護されていた品とを照合し、数をチェックし、残数を算出──そんな作業をしていたら、夜もすっかり更ふけていた。

「伯爵家で美術品を見つけたときは、これでほとんど揃そろったんじゃないかなんて思ったけど──まだ半数にも達してないのね」

　ふぅ、と息をつくと、彼女は風にでもあたろうかと部屋を出た。

　人ひと気けのない、暗い廊下を歩く。

　中世には城じよう塞さいだったこの建物は、防ぼう衛えい拠きよ点てん、政治の中ちゆう枢すう、市街戦の戦場を経へて、美術館となった。増築につぐ増築によってかなり複雑な構造になっているが、ユリエルは迷うことなく階下の中庭にたどり着く。この美術館の見取り図はすでに頭に入っていた。

　中庭はすっかり荒あれ果はてている。

　皇宮であったときには、皇族や訪れた国こく賓ひんの目を楽しませる見事な庭園であっただろう。しかし、今は見る影もない。

（虚むなしいわね……）

　なんとなく、世界中がこうして荒こう廃はいしているような錯さつ覚かくを、ユリエルは感じる。

　それは、悲しみに胸を引ひき裂さかれるような、それでいて、どこか安あん堵どをもたらすような、不思議な感覚だった。

　そうして、しばらく庭を眺ながめていると、

「ユリエルさま」

　不意に声をかけられて、ユリエルは驚く。

　回廊の向こうから、メイド服姿のキリエが歩いてくるところだった。

「どうしたのですか、このようなところで」

「い、いえ。作業をしていて、ちょっと疲れたので、休きゆう憩けいに来たの」

「ははあ、なるほど。レインさまに押しつけられたのでございますね」

「押しつけられたというか、あいつは初めからやる気がないわね」

　言いながら、ユリエルは苦笑する。

　収蔵品の照合という作業自体、ユリエルが必要だと主張し、自分から始めたのだ。

　レインは、それぞれの品に最適な保管場所を考えるのには熱心だが、この美術館にあるべき品が揃っているかどうかには、まるで関心がない様子だった。

　美術品に対する考え方が、ユリエルとはまるで違うのだ。

　その違いはなんだろうか……。

　思いにふけっていたユリエルに、キリエが声をかけてくる。

「ユリエルさま。お風呂の準備が整っております。よろしかったらお入り下さい」

「……そう、ありがとう」

　答えて、ユリエルは風呂場へ向かうことにする。

　考えごとをしていたので、続けてキリエが言ったことは聞き逃してしまった。
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　風呂場は、裏門近くにある、美術館の建物本体とは独立した木造の小屋である。建物内にあった風呂は、同盟軍の砲撃で破壊されてしまっていた。現在使っているのは、もともとは使用人用の風呂場だ。

「…………」

　ユリエルは考えごとをしながら風呂の小屋に入る。

　美術品について。

　レインについて。

　帝国の現状について。

　クルツシルト家について。

　亡き父と、自分がなすべきことについて。

　今の自分を取り巻く様々な要素が、ユリエルの頭の中を駆かけ巡めぐる。

　そのせいで、気づかなかったのだろう。

　服を脱ぬぎ、風呂場の戸を開けるまで。




　そこにレインがいることに。




「あ」

「え……？」

　思わず短くあげた声に、湯ゆ煙けむりの中でレインが振り向く。

　軍服の上からだと、ひょろりとした印象だったが、彼の身体からだは意外にも筋肉質で、その引きしまった体たい軀くを湯が濡ぬらしている。

　そして、ユリエルは自分も、同じように裸ら身しんを晒さらしていることに気づいた。

　彼女のほうも、人がいるなどと思っていなかったので、どこも布で隠したりしていない。その上、レインと違って、正面から向き合っている。

　普段は軍服に収まって目立たないが、意外と大きな両胸も、無駄な肉のない腰こしのラインも、うっすらと生えた金色の茂しげみも、引きしまった脚あしも──。

　湯ゆ気げがないぶん、丸見えだっただろう。

「──っきゃあああああああ！」

　自分が出したとは信じられない悲鳴をあげて、ユリエルは戸を閉じた。レインがなにか言っているようだったが、聞く耳を持たず服を着て、風呂場を飛び出した。

　そのまま自室に逃げ帰る。

　ぼすん、とベッドに飛び乗り、枕まくらに顔を埋うずめて視界を閉ざす──と、さっきの光景が自然と浮かび上がってきて、たまらずゴロゴロと身体を転ころがす。

　あんな失しつ態たいを──まさか、裸を見られるなんて──違う、裸を見られたくらいであんなに取り乱したことが軍人として──いやそうじゃなくて──。

「…………あー」

　少しずつ落ち着いてきた。

　すると、また新たな困惑が生まれてくる。

　湯煙の中のレインの裸身。その背中に無数の傷跡があったのだ。

（あれは……）

　戦争中についた傷なのだろうか。だが、五年前の終戦時に、レインは十五歳前後だろう。その年齢で、あれほどの傷を負おう戦いに参加するだろうか。

　彼は『戦争中の上官がエドゥアルト公爵と知り合いだった』と言っていた。ならば兵士であったことは間違いないのだろうが──。

　ユリエルは、レインが伯爵家で見せた戦闘を思い出す。

　どう考えても、普通の兵士ではありえない動き……。




「レイン……あなたは何者なの？」
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　翌朝。

　ユリエルが食堂へ行くと、珍めずらしくレインがすでに起きていた。

「ふぁや、おふぁよう、ふひえふ」

　口にパンをつめこんだ状態でレインが言ってくる。

　なにを言っているかわからないが、おそらく挨あい拶さつだろう。

「お、おはよう」

　ユリエルはギクシャクしながら答える。ギクシャクしたまま壁際を通り、ギクシャクした動きでレインから一番遠い席に座る。

「おはようございます、ユリエルさま」

　控ひかえていたキリエがミルクを入れてくれた。

　この美術館での食事は、主にキリエが作ってくれている。ただ、レインの生活が不規則なので、決まった時間に食べるということがほとんどない。そのため、シチューやスープといった、温あたためて簡単に食べられるものが作り置きされていることが多い。他にはパンやハム、燻くん製せいの魚など、そのまま食べられるものも用意されている。食材は、主にマルティンが届けてくれるし、こちらから近所へ買いに行くこともあった。

　食堂と厨ちゆう房ぼうは、自分が使うスペースということでキリエが掃そう除じしているため、この美術館では例外的にきれいな場所である。

「ふぅ……」

　温かいミルクで、ユリエルは心を落ち着かせる、そう、なんでもない。私は意識なんか、していない──。

「そういえばユリエルさま。昨夜は結局お風呂にはお入りにならなかったのですか？」

「ぶふっ──げほ、ごほっ」

　不意打ちで思わずむせた。

　キリエのほうは相変わらず無表情で言ってくる。

「大丈夫でございますか？」

「だい、じょうぶ、よ。そうね、昨日はちょっと、その、うん、なんかね──っ！」

　と、意味のない言葉を重かさねている間に、向かいに座るレインと目が合ってしまう。

　一番遠い席と考えて対面に座ったのは失敗だった。

　ユリエルは慌あわてて目を逸らす。

（くうっ……なによこの体ていたらくは！）

　たかが裸を見ただけ、見られただけだ──。

　ユリエルは、そっとレインを窺う。レインはユリエルを見て、心底不思議そうな顔で首を傾げていた。

（くっ……あっちはまるで気にしていないっ!?）

　それはそれで腹が立ち、かぁっと顔が熱くなる。

　そもそも男性の上半身の裸など、剣術の訓練場などで普通に目にする。そんなものを見て照れていては、帝国騎士などやっていられない。

　だが、女の肌は人目にさらすものではない。同じ裸を見られたとしても、立場は同じではないのだ。ここはレインのほうから謝ってくるのが筋というものではないか。

（いや。でも、あれは明らかに私の責任なのだし……）

　では自分が詫わびるべきか。それもおかしい気がする。だいたい、なんと言って謝るのか──。

「ユリエル、本当に大丈夫かい？　顔が赤いけど」

「っ！」

　レインに呼びかけられ、思わず椅い子すを蹴け立たてて立ち上がる。もう限界だった。

「な、なんでもないわよ！　私、もう行くわね」

「え、でもまだなにも食べてないでしょ？」

「いいの！」

　ぴしゃりと言い放って、ユリエルは食堂を出ようとした。




「それは残念です。せっかくですから、ご一緒しようと思ったのですが」




　柔やわらかい声と共に、長身の男が入室してきた。

「おや、これはヨハンさま」

　キリエがその名を呼ぶ。

「ヨハン……って、まさか、ヨハン・エドゥアルト宰さい相しよう閣かつ下かっ？」

「そうですよ。初めまして、ユリエル・クルツシルト侯こう」

　にっこりと浮かべた笑みは、政治家のそれだ。

　明るい色の三みつ揃ぞろいのスーツを着た、上品な雰囲気の男。年齢は五十を超こえているはずだが、それを感じさせない若々しさがある。帝国でも特に歴史ある大貴族であり、〈大陸戦争〉以前より代々、帝国宰相を務つとめているエドゥアルト公爵家の当主。

「あの、は、初めまして。お会いできて光栄でありますっ」

　ユリエルは慌てて敬礼する。

　彼女がこの美術館に配属になったのは、宰相エドゥアルトの指令によってだが、エドゥアルト本人と対面するのは初めてだった。

「ふぇ、これふぁこれふぁ公爵。いっふぁいなんのご用事ふぇ？」

　レインが立ち上がって言った。

　緊張するユリエルと対照的に、彼はまったくいつもと変わらない態度だ。

　ユリエルはヒヤヒヤするが、宰相は気にする様子もない。

「なに、たまに様子を見にきても良いでしょう？　帝室美術総そう監かんとして、国立美術館の様子をね」

「こんふぁ──こんな朝っぱらにですか」

　ようやく口の中のものを飲み込んでレインは言う。

「ええ。だって、そうでもしなければ、君は姿をくらましてしまうでしょう？」

　エドゥアルトは肩をすくめた。

　レインは皮肉げに唇くちびるを吊つり上あげながら答える。

「それはしかたない。俺はあなたに会いたくないですからね」

「なっ、ちょっとレイン!?」

　恐るべき発言に、ユリエルは悲鳴のような声を上げる。

　が、当のエドゥアルトは平然としたままだ。

「それは悲しい。私はもっと君と仲良くしたいのですけれどね」

「冗じよう談だんじゃないですね」

　今度はレインがひょいと肩をすくめる。

　ユリエルはハラハラとしながらその様子を眺めているしかない。とても、口を挟める雰ふん囲い気きではなかった。

「クルツシルト侯」

「え、あ、はいっ」

　唐突に自分の名を呼ばれ、ユリエルは身を硬くする。

「こちらの仕事で、なにか不便はありません？」

「あ、いえ……」

　不便といえば、いろいろ不便ではあるが、その最さいたるものはレインが上司であるということだ。しかしこれは簡単に解消できることでもあるまい。

　などと考えている間に、エドゥアルトは流れるように言葉を続けてくる。

「こちらに来たときは驚かれたでしょう？　国立美術館と名乗っておきながら、このような有あり様さまで。できれば着任の前にお会いして、伝えておきたかったのですが、時間が取れなかったもので、申し訳ありませんでした」

「い、いえ！　そんな、恐れ多いことです。宰相閣下のお手を煩わずらわせるなど」

「終戦から五年経たった今も、帝国の財政に、というより、それを扱う人々の心に余裕がないのです。そのためにどうしても実用的なものに予算が動きがちでしてね。しかし、収蔵すべき品が戻れば人々の目も美術館に、ひいては帝国の栄光を証する芸術の価値というものに向くことになるでしょう。そのときには、この皇宮は帝国の美の殿堂としてよみがえる──そのためにも、どうか力を尽つくしていただきたい、クルツシルト侯」

「は、はい！　もちろんですっ」

　高こう揚ようした気持ちでユリエルは頭を下げる。

　そう。やる気のない館長がつねに目に入るせいで忘れそうになるが、これは本来そういう、やりがいのある職務なのだ。帝国軍人として、誇ほこりを持って取り組むべき──。

「あーやめなやめな、ユリエル」

　──と、盛り上がるユリエルの意識に、レインのだらけた声が割って入ってくる。

「こんな人に頭を下げたってね、いいことはないよ」

「なっ、はぁ!?」

　無ぶ礼れいを通り越して、正気のさたとは思えない態度だ。ユリエルはもういっそ、この場から逃げ出したくなってくる。

　しかし、レインの本領はむしろ、ここからだった。

「そもそも、美術品を帝国の栄光の証あかしとするなんて発想がおかしいんだ。それはつまり、帝国が他国を侵略して、金目のものをブン捕どった強ごう盗とうだってことを諸しよ国こくにアピールするって話かな？」

　と、いつの間にか口調まで普段のものに変わっていた。

　たしか──とユリエルは思い出す。レインは前にも似たようなことを言っていた。

　ただし、ここまで過激な言い方ではなかったはずだ。

「また君はそのようなことを」

　対するエドゥアルトは、あくまで態度を崩くずさない。

「たしかに、オストブルク帝国は他国を侵略し、支配権を広げてきました。しかしそれは結果として、二千年の長きに渡わたり、この大陸のあらゆる時代の文化芸術に影響を与えたということでもあります」

「それは俺も否定しないよ」

「文化とは形なきもの。時を経へれば失われてしまいます。誰だれかが護り、後世に伝えていかなければならない。その役割を担になうべきは、オストブルク以外にないでしょう。大陸を統すべた帝国であればこそ、大陸全土にとっての美の価値を、その証たる至宝を、保ほ持じし、管理するための基準を持ちうる。これは統とう治ち者しやとしての義務です」

「あんたのその主張は聞き飽あきたよ。そして俺の答えは変わらない」

「『美に基準などない』ですか」

　嘆たん息そく交まじりに言うエドゥアルト。

　レインは逆に力を込めて言う。

「権力と結びついた芸術なんてまっぴらだね。基準だの義務だの、そんな野や暮ぼったい言葉を『美』に近づけることさえおこがましい。何度でも言っておくよ、宰相閣下。そうやって外側から整えようとすればするほど、文化は腐くさって、溶とけて、しまいにはがらんどうになってしまう」

「…………」

　ユリエルは息をのむ。

　レインが、これほどまでに強い言葉を口にするのを、彼女は初めて聞いた。

　いったいなにが──彼をここまで反発させるのだろう。

「そうして──君は誰にも理解できない絵を描き続けるというわけですか？」

　エドゥアルトは、やれやれというように首を横に振った。

「文化とは、より多くの人間が価値を認め、その価値観を共有するから文化たりうるのです。作った本人しか理解できないものに、文化的価値はありません」

「それならご心配には及びません。ユリエルはあの絵を理解してくれましたからね。きっと若い人向けなんですよ。ね、ユリエル？」

「え？」

　突然話を振られてユリエルは目を丸くする。レインの絵というのはつまり──。

「それって回廊にあるあの落書きのこと？」

「…………」

　気まずい沈黙が流れた。

　沈黙を破ったのは、エドゥアルトの吐と息いきだった。彼は皮肉げな笑みを浮かべながら、

「──まあ、いいでしょう。絵はともかく、君には知識がある。その知識に価値を認めたからこそ、私は君にここの館長を任せたのです」

　そう告げると、エドゥアルトは身を翻ひるがえした。

　去さり際ぎわ、彼は内ポケットから封筒を取り出すと、ユリエルに渡してくる。

「閣下、これは？」

「〈三種の帝宝トライ・レガリア〉についての情報です」

　エドゥアルトはユリエルの肩に軽く手を置くと、ささやくような声で言った。

「お願いしますよ、クルツシルト侯。彼は優秀だが、帝国への忠誠心は皆かい無むだ。あなたが頑張らねば、帝国の至宝は失われるかもしれない」

　そのまま、ユリエルの返事を待つことなく、彼は立ち去った。

「あーぁ」

　と、宰相の姿が見えなくなるやいなや、レインはだらけた声をあげて席に戻る。

「朝っぱらからあの人の顔を見るなんて最悪だ。今日はなにもやる気がしないよー」

「それはいつものことでしょ」

　ユリエルは適当に返事をしながら、エドゥアルトから受け取った封筒を開封する。

「あ、ユリエル、ひどいなぁ。だいたい、さっきのはないよ。あの場は空気読んで、俺の絵をべた褒ぼめするところでしょ？」

「宰相閣下に対して偽ぎ証しよう行為を働くなんて、帝国騎士としてありえないことだわ」

　そう答えつつ、便びん箋せんを取り出して文面を読む。

　レインがまだブーブー言っていたが、聞き流した。

「これは……」

「なにが書かれているのですか？」

　問うてくるキリエに、ユリエルは封筒を渡すと、レインに向けて言い放った。

「出かけるわよ、レイン。すぐ仕度を」

「えー。今日はもう一日空を眺める仕事をしようと──」

「それは仕事とは言わないわよ！　いいから。緊急事態よ」

　そしてユリエルは、便箋に書かれていたことを、端たん的てきに告げた。




「〈三種の帝宝〉の一つ、〈白はく銀ぎんの聖せい剣けん〉の行方がわかったわ」













「……また止とまったわね」

「そうだねー」

「……駅じゃないわよね」

「山しかないねー」

　列車の個室客席コンパートメントで外を眺ながめながら、ユリエルとレインは呟く。

「……さっき動き出したのはいつだったかしら」

「十分くらい前かな？」

「……止まってたのは？」

「三十分くらいかな」

「……もうっ」

　ユリエルは憤いきどおりの声をあげる。先ほどからずっとこんな調子だった。

　宰さい相しようエドゥアルトから〈白はく銀ぎんの聖せい剣けん〉に関する情報を受け取った二人は、鉄道で港こう湾わん都市マルーセルに向かっていた。

　ちなみにキリエは、片づけなければいけない作業があるとかで美術館に残っている。

　オストブルク帝国において鉄道は、〈大陸戦争〉時、軍事物資の輸送のために発達した。だが、戦時中に急ピッチで進められた線路の敷ふ設せつ工事は「とにかく今使えればいい」という間に合わせのものだったため、すでにあちこちで不具合が生しようじている。戦後その整備が行われているが、思うようには進んでいない。結果、そこかしこで列車は緊急停止し、ダイヤは乱れるのだった。

「──ま、馬車ならマルーセルまで、山道を迂う回かいして一週間はかかるんだ。列車なら早くて半日、遅くても三日。早いほうじゃないか」

　あくびまじりに言ってくるレインに、ユリエルは指先で髪をいじりながら答える。

「その一番遅いパターンが困こまるのよ。もし〈白銀の聖剣〉が国外に持ち出されたら、そう簡単には行方を探れなくなるわ」

　マルーセルは帝国最大の商業都市だ。

　陸りく路ろと海かい路ろ双方の中心地で、新帝都についで人口が多い。それだけ非合法な取引も裏で行われることになる。そのマルーセルの裏市場で開催されるオークションのために運ばれていた品の中に〈白銀の聖剣〉があったという噂うわさ話ばなしがマルーセル周辺で流れている──というのが、エドゥアルトがもたらした情報だった。

　聖剣がまだ国内にある（かもしれない）というのは朗ろう報ほうだ。しかし、ここを逃せば聖剣は闇市場へ流れ、その後探し出すのはひどく困こん難なんになるだろう。動いては止まってを繰り返す列車に苛いら立だちもしようというものだ。

　──なのにレインは、頭の後ろで手を組んだだらしないポーズで言う。

「べつにいいじゃない。どっか行っちゃったら行っちゃったで。手に入れた人だって、きっと乱暴に扱あつかいはしない──というか、もともとは武器なんだから、多少保管状態が悪くても、劣れつ化かしたりはしないでしょ」

「そういう問題じゃないわよ。〈三種の帝宝トライ・レガリア〉に関しては、ただちに奪だつ還かんせよ、と命令を受けているんだから。それに、あれが他国に渡ったら……」

　と不安げに口を閉ざすユリエルに、レインはポカンとした顔で言ってくる。

「まさかユリエル、君、聖剣にまつわる伝説を本気にしてるのかい？」

「な、なによ。いいじゃない。可能性としては否定できないでしょう」

　──〈白銀の聖剣〉は、オストブルク帝国の初代皇帝たるヨーゼフ大帝が、大陸を統とう治ちする唯一絶対の権力者の証として神より与えられたと伝えられる大剣であり、帝国に仇あだなすものすべてを、神の力により斬きり裂さいたという。

　ちなみに、もうひとつの帝宝〈赤せき玉ぎよくの帝てい笏じやく〉は、ヨーゼフ大帝が、二千年の昔〈統一戦争〉において用もちいたとされ、笏の頂点に輝く赤い宝玉が、昼となく夜となく戦場を照らし、兵士たちを鼓こ舞ぶし続けたと伝えられる。この〈統一戦争〉の勝利によってヨーゼフ大帝は、オストブルクという大帝国の礎いしずえを築きずくことになる。

　三つ目の帝宝〈大たい帝ていの肖しよう像ぞう〉には、この帝笏を持ち、神の使徒より聖剣を受け取るヨーゼフ大帝の姿が描かれているのだという。

　この三宝が、ヨーゼフ大帝の偉い業ぎようを讃たたえるものであり、ひいては帝国の歴史の始まりの証言者なのだ。

　だが──世には、そこにさらに『裏側の意味』を見出そうとする者もいる。

「……〈統一戦争〉の時代よりさらに遡さかのぼり、約三千年の昔、この大陸には超古代魔法文明があった。オストブルクの皇帝とはその文明の統治者の末まつ裔えいであり、帝宝とは、その文明の遺産である魔法兵器である──って、さすがにこれはねえ」

　レインの苦笑しながらの言葉に、ユリエルは思わずむきになる。

「超古代文明の存在は、いまだに否定されていないじゃない。大陸各地で見つかる、明らかに同タイプの遺跡群や、そこから発掘される赤い石──〈巨人ネフイリムの破は片へん〉が、現行とは違う文明の存在を示し唆さしているのは事実でしょう？」

「けど、それが魔法文明であるという証拠はない」

「それは──っ」

「魔法文明ではないということも証明されてないよ、たしかにね。けど『ない』ことを証明するのは基本的に不可能だからねぇ」

　レインはため息まじりに言った。

「魔法が存在したのかどうか──それはわからない。でも〈三種の帝宝〉がそんなすごい兵器じゃないということは、簡単に説明できる」

「……どうやってよ」

　ユリエルは不満げに問う。

　もちろん彼女だって、本気で魔法など信じているわけではない。ただ、レインの態度に思わず反論したくなっただけだった。

　レインはニヤリと笑みを浮かべる。

「もし帝宝がそんなすごい力を持っているなら、なぜ皇帝陛下はそれを〈大陸戦争〉のときに使わなかったんだい？」

「あ……」

「帝室に代々、魔法兵器としての帝宝の価値が伝えられていたなら、その使用法も伝わっていないはずがない。でもそれらは使われなかった。そして、戦争に負けて五年経たった今ごろになって、散さん逸いつしたそれらを集めようとしている。これは、帝室も〈帝宝〉を、帝国の権けん威いを証するものとしか見ていないということだと思うよ」

　だからさ、とレインはさらに深く座席に寝そべった。

「奪われたからといって、どうしたってこともないよ。取り戻せるなら取り戻せばいいし、できなきゃそれはそれでしかたなふぁあああああ──ふぅ」

「ちょっとレイン！　…………もうっ」

　言葉の途中で大あくびをして、レインはそのまま眠ってしまった。





　　　　　○






　ユリエルは客室を出ると、列車後部のデッキへ向かった。

　列車はまた動き出したが、速度は遅い。

（なによ。まったく、他ひ人と事ごとみたいに……）

　憤るが、その感情は山中の風に溶けるように消えていく。

　実際、レインにとっては他人事なのだろう。

〈三種の帝宝〉も、帝国の栄光も。

　そのことは出会って数日しか経っていないユリエルにも、充分わかっていた。だが、かといって、それが上官の考えなのだと素直に受け入れるわけにはいかない。

　帝国軍人として。否いな──クルツシルトの名を受うけ継ついだ者として。

（父上……）

　ユリエルの父、ミヒャエル・クルツシルト侯は、〈大陸戦争〉終戦の直前、何者かに暗殺された。

　帝国軍総司令官の地位にあった彼は帝国の政情安定のため奔ほん走そうしていた。当時、国内は二つの派は閥ばつ──〈終戦講こう和わ派〉と〈徹底抗戦派〉──に割れ、内乱に近い状態にまで陥おちいっていた。父は〈終戦講和派〉だったが、戦争を終わらせるには、まずは両派の和解が必ひつ須すと考え、橋渡し役を担になおうとした。

　しかし──両派の溝みぞは、深まることはあっても、埋うまることはなかった。

　次第に、内乱も、長引く戦争も、軍総司令官の彼がどっちつかずの態度を取り続けているせいだとでもいうような空気が、帝国中枢部に生まれた。

　そのことと、暗殺と、なにか関連があったのかはわからない。

　しかし、結果として父は殺された。

　戦争末期の混乱を助長させたという汚名だけを着せられたまま。

　事件の真相は、戦後の混乱の中でろくに調査もされず、暗殺であったことすら、家族と一部の軍関係者しか知らない。毒殺だったこともあり、公式には病死とされているのだ。そのせいで「自殺だった」「責任から逃げた」と揶や揄ゆする者までいる。

（そして私は……）

　ユリエルは、汚名にまみれた家を継いだ。

　この青い軍服と共に。

　戦時中、父に賛同していた者も、今ではクルツシルト家と距離をおいている。国賊と罵ののしってくる者すらいる。

　だからこそ、この任にん務むは全まつとうしなければならないのだ。

　クルツシルトの名めい誉よを取り戻すために──。

（あれ……？）

　ふと、ユリエルは違和感を覚えた。

　父の死。毒殺という事実。ごく一部にしか知られていないはずの──。




「──失礼」




　不意に呼びかけられて、ユリエルは思考を中断する。

「あ、はい。なんでしょうか？」

　いつの間にか、デッキに長身の男が現れていた。

　メガネをかけたスーツの男。銀行経営者や資本家といった風体である。ただ、必要以上にブルジョアであることをアピールしようとしている──そんな演出過か剰じような雰囲気を感じた。

「中に戻ったほうがいいですよ。もうすぐトンネルに差しかかりますから。せっかくの綺麗な服が汚れてしまう」

「あ、そうなんですか。ありがとうございます」

「いえいえ。さあ、どうぞこちらに」

　男は微笑ほほえみながら、ユリエルの背中に手を回し、車内へ連れ込もうとする。が、そちらはユリエルの客室とは逆の車両だ。

「すみません。私はこっちで──」

「いえ、あなたにはこちらにおいでいただきます」

「っ！」

　男の手には、銀色にきらめくナイフが握にぎられている。

　それが、ユリエルの首筋につきつけられていた。





　　　　　○






　一方──レインは、列車が動き出した揺ゆれで目を覚ました。

「また動き出したね。けど、いつまで持つことやら、ねえユリエル──ユリエル？」

　向かいの席を見ると、彼女の姿がなかった。

「そういえば、なにか話をしてる途と中ちゆうだった気がするなぁ。えっと……」

　まあ、戻ってきたら聞けばいいか。そう勝手に判断して、レインはふたたび目を閉じる。が──なにやら廊下が騒さわがしい。




　──いたか？

　──どこに逃げた！

　──探せ！　列車から逃げたはずはないんだ！




　そんな不ふ穏おんなセリフが聞こえてくる。

「まったく、落ち着いて昼寝もできないな」

　レインは鼻から息を吐き出す。

　と──ごとっ、と向かいの座席の中から音がした。

　コンパートメントの座席は、荷物や布団を入れるためのスペースにもなっていて、座板が蓋ふたになっている。今回、荷物は二人分まとめて、レインが座っている側に入れていたので、向かい側には隙すき間まがあったはずだ。

「…………」

　レインは一瞬にして意識を切り替える。

　そこに潜ひそむ者が、レインの命を狙ねらっていたとしても、即座に対処し、相手を無力化できる──それだけの集中力を伴ともなって、レインは座席の蓋を開けた。




　──そこにはひとりの少女が隠れていた。




「は？」

「く、苦しゅうないぞ」

　そんな第一声とは裏腹に、少女は窮きゆう屈くつそうに納まっていた。

　年齢はユリエルより少し下──十五歳くらいだろうか。鳶とび色いろの瞳。大おお鴉がらすの羽のように美しい黒髪。雪のように白い肌に、紅べにを引いたように赤い唇くちびる。

　その顔を、レインは見たことがあった。

　レインは、自分の記憶を疑うたがいながらも口にする。




「皇帝アダルベルト四世陛下のご息女──エリザベート皇女殿でん下かであらせられる？」




　彼の問いに、少女は小さく、しかしはっきりと頷いた。













「……で、皇女殿でん下かがなにゆえ、このような場所に？」

　レインは、廊ろう下かのほうに注意を向けながら問う。先ほど騒さわがしかったのは、間違いなく彼女を探していたためだろう。

　レインが皇女の顔を憶おぼえていたのは偶然だった。以前、新帝都で、彼女の国民へのお披ひ露ろ目め式しきが行われていた際に見かけたのだ。

　エリザベートは、レインの問いに小さく頷うなずきながら答える。彼女は窓側に座り、ユリエルの荷物にあったストールを頭からかぶっている。

「うむ。妾わらわは世せ間けん知しらずなのだ」

　見当はずれなことを言うエリザベートだったが、レインは口を挟はさまず先を促うながす。

「なにしろ、生まれてから十年ほどは、父上の居きよ城じようから一度も出ることなく育ち、帝国が危機に瀕ひんしている戦争のことなど、物語のような伝え聞きでしか知らなんだ。戦争が終わってからは、皇帝となった父上のもとに集まった多くの者と顔を合わせ、社交の場には多少聡さとくなったが、それ以外のことはまるでわからぬ」

　エリザベートは小さく息をつく。その顔にはしかし恥はじるような感情はなかった。かといって、逆に尊そん大だいに振ふる舞まうでもない。あくまで冷静に自分の生い立ちを語る彼女には、強い意志が感じられた。

　エリザベート皇女は現皇帝アダルベルト四世の息女だ。そのアダルベルトは、前皇帝ルドルフ三世の弟である。〈大陸戦争〉末期の二大派は閥ばつのうち〈終戦講こう和わ派〉の軍人を率ひきいたのがアダルベルト、〈徹底抗戦派〉の大貴族たちを率いたのがルドルフだった。

　最終的に、アダルベルトが勝利し、ルドルフは退たい位いさせられる。

　アダルベルトが帝位に即つき、それに伴ともない帝国の首都は、市街戦が行われ荒こう廃はいしたオストニアから、アダルベルトの居城がある北の都市ベルターブルクに遷うつされた。

　エリザベートが育ったというのは、そのベルターブルクの城のことだろう。たしかに彼かの地は〈大陸戦争〉で戦場となることはなかった。幼少期の彼女は、戦いとは無む縁えんに育ったのだ。

「そこで妾は、父上に頼み、私的に帝国各地を見て回ることにしたのだ」

「え、なにその行動力……」

　レインは思わず口に出して呟く。新皇帝の娘であるエリザベート皇女がまだ幼い少女だということは知っていたが、そんなおてんばな性格だとは思わなかった。

「……はぁ、でも、わかりましたよ。それで、そのお供とものかたが過か保ほ護ごでうっとうしくなり、彼らから逃げ出してきた、とそういうわけですね」

　強い意志もいいが、変に実行力があるのも困りものだと嘆たん息そくしながら、レインは告げる。

「冗じよう談だんじゃありません。すぐ供の人に引き渡します。皇女殿下を誘ゆう拐かいしたなんて言いがかりでもつけられたらたまりませんからね」

「ま、待て、違うのだっ」

　立ち上がろうとしたレインを、慌あわてた様子で止めるエリザベート。図星をつかれた、というのともちょっと違う態度だ。レインは廊下に出ようとした足を止めた。

　そこへ──。

「──ことはそう単純じゃないようよ」

　ユリエルが戻ってきた。





　　　　　○






　ユリエルは、手に大きな荷物──ではなく、縛しばり上あげたメガネ男を引きずってコンパートメントに戻った。

「な、なんだいそいつは？」

「突然私に襲いかかってきたのよ。この車両から引き離そうとして、ね」

　ユリエルは、男を室内に投げ込みながらレインに答える。

　男は完全に気き絶ぜつしていた。軍人ではない。だから少女であるユリエルを見て、自分で対処できると判断したのだろう。舐なめてもらっては困る。

　レインの隣となりでは、ストールを被った黒髪の少女がこちらを見ていた。

　見るからに高貴なその姿に、ユリエルは内心の興奮を抑おさえながら、床に片かた膝ひざをつく。

「このような場で略式の礼をすることをお許しください、皇女殿下。私は、帝国騎士、皇帝陛下より侯爵位を賜たまわりし、ユリエル・クルツシルト陸軍大たい尉いであります」

「おお、そなたが──噂うわさは聞きき及およんでおるぞ。若き身で武の名門クルツシルト家を継いだ才さい媛えんとのこと。会えて嬉うれしいぞ」

「はっ、ありがたきお言葉です！」

　ますます深く頭を下げるユリエル。

　なんという僥ぎよう倖こうだろう。このような緊急事態であるのに、ユリエルは嬉しさで口元に笑みが浮かぶのを抑えられなかった。

　そこへ、レインがふにゃふにゃとあくびをしながら、やる気のない声を出してくる。

「面倒な挨拶がすんだら、状況を教えてくれないかなぁ」

「あなたは……！　皇女殿下に対しなんと無ぶ礼れいな！　この場で処刑するわよ！」

「良い、クルツシルト侯。緊急事態であるからな」

　エリザベートに言われ、ユリエルはしかたなく軍刀から手を離すと、足元のメガネ男を見やりながら事態を説明する。

「この男と、他に何人かが、皇女殿下の御おん身みを狙ねらっているわ。前の駅で殿下ご一行がこの列車に乗り込んだ直後に、お供の者たちと入れ替わったみたい」

「なるほど。お姫さん、心当たりは？」

　レインの問いにエリザベートは小さく息をついた。

「心当たりというなら、ありすぎて数えきれぬほどだ。退位した伯お父じ上うえとその一族。あるいは役職を失った大貴族たち。彼らと結びつき、地位を保っていた者は皆、妾を恨んでおるだろう。簒さん奪だつ者しやの娘、とな」

「そんなっ……！」

　ユリエルは心苦しい声を上げる。

　レインのほうは、さしたるショックを受けた様子もなく言った。

「──相手が何者かを決めつけて動くのは危険だね。足をすくわれる可能性がある。とにかく、安全な場所に移動することを考えましょう」

「おお、そなた。妾に手を貸してくれるのか」

「ま、そうしないと、俺が殺されかねないので」

　とレインは、ちらりとユリエルのほうを見てくる。

　ユリエルは首を傾かしげ、

「なにをおかしなことを。帝国軍人として、皇女殿下のために身を尽つくすなんて、当然のことじゃない」

「俺は軍人じゃないんだけどなー……」

「それで？　安全な場所に移動って、どうやるのよ」

「それはもう、逃げるが勝ちって言うじゃない」

　レインはニッと笑みを浮かべると、親指で背後の車窓を指差した。

　鉄てつ橋きようを走る列車のその下は──青い青い海だった。





　　　　　○






「いやあああああああああああああ！」




　ユリエルは絶叫しながら、海へ向けて落下していた。

「あんまり暴れると危ないよー」

「え!?　なに！」

　レインがなにか言っているが、よく聞き取れない。

「なるべく身体からだを小さくまとめるんだ。じゃないと、水面に叩きつけられて痛いよ」

「っ！」

　身体を小さく、水面、痛い、あたりが断片的に聞き取れて、ユリエルは慌てて言われたとおりにする。

　エリザベートは大丈夫だろうか、と目を向ければ。

「あははははははは！」

　下からの風に長い髪を持ち上げられ、額ひたいも耳もうなじもあらわにしながら、満面の笑みを浮かべていた。

　歳とし相そう応おうの少女の顔だ。先ほどの高貴な立ち姿とは別人かと見まごうほど。

　なぜか、見てはいけないような気がしてしまい、ユリエルは慌てて目を逸らした。

　そうしている間に、水面みなもはもう迫っていた。

　ばしゃあああん！　と激しい音と共に水しぶきが立ち上る。

「……ふぅ」

　ユリエルは、エリザベートの身体を支えながら海面に顔を出し、息をつく。

「殿下、私におつかまりください」

「うむ、世話になる」

　鉄橋のほうを見れば、黒い煙を噴き出しながら列車が遠ざかっていく。

　──と。

　その窓から人影が顔を出し、直後、銃声が響ひびいた。

「っ！」

　ユリエルはとっさにエリザベートを自分の背後へかばう。

　が、レインが言ってくる。彼のほうは荷物を抱かかえていた。

「大丈夫。この距離なら届かないよ。行こう」

「──ええ」

　岸へ向かって泳ぎだすレインに、ユリエルはエリザベートを支えて続く。

　銃を撃ってきた男の顔は記憶した。黒い中なか折おれ帽ぼうを被かぶった、チンピラ風の男──あれが、雇やとわれた殺し屋だろうか？





　　　　　○






「はぁ、はぁ……殿下、大事ありませんか」

　海から船着場に上がり、ユリエルはエリザベートに問う。












「うむ、問題ない。助かったぞ、クルツシルト侯」

「も、もったいないお言葉です！」

　ユリエルは即座に片膝をつき、頭をさげる。

　荷物を持って上がってきたレインが言ってきた。

「そういうのいいから、早く着替えようよ」

「レイン！　あんたはなんでそんなに──」

「でも、二人ともひどいことになってるよ？」

　言われて自分の様子を確認する。服が濡れて、ぺったり身体に張り付いている。軍服は厚手とはいえ、これはたしかにちょっと恥ずかしい。見ればエリザベートも同様だ。布が薄手であるぶん、体型はより顕あらわだった。

「ぶ、無礼よ！　うしろを向いてなさい！」

「はいはい」

　レインは気にする様子もなく背を向けた。

　ちょっと腹立たしく思いながら、ユリエルはレインから荷物を奪うばい取とる。

　船着場はすでに使われていない場所らしく、打ち捨てられた船が浮いている。そこを借りて、着替えを行った。レインとユリエルは目立たない平服姿。エリザベートには、少々サイズが大きかったが、ユリエルの服を着せた。

「それで、これからどこに向かうのだ」

「マルーセルの帝国軍駐ちゆう屯とん地ちに向かうのがよいのではないでしょうか？」

　歩き出しながら問うエリザベートにユリエルが答えると、横でレインが不満げに唸うなった。

「なによ」

「いや、たしかに軍人には、現皇帝陛下の味方についた〈終戦講和派〉が多いからね。お姫さんを悪いようにはしないと思う。けど、もし基地の司令官なりが〈徹底抗戦派〉だったら、安全とは言えないよ」

「帝国軍人が皇女殿下を害がいするとでも言いたいの？　当時どの派閥に属していたかなんて関係ないじゃない」

「ユリエル、戦争が終わってもね、遺い恨こんはきれいさっぱりなくなるわけじゃないんだ。現に今お姫さんは狙われている。その相手が誰かわからない以上、預あずけるなら、確実に味方と言える人物のところだ」

「それは、そうだけど……」

　そんなふうに言われれば、ユリエルは反論できない。

　ユリエルが困っていると、エリザベートがレインに向かって告げた。

「マルーセルの陸軍支部のトップは、オットー・シグナム中佐であるな」

「え？」

「シグナム中佐は現帝国軍総司令のヴァイン元げん帥すいとも親しく、共に父上に尽つくしてくれている。ならば、レインの言う『確実に味方と言える人物』の条件を満たすのではないか？」

「そう、ですね」

　レインは頷く。

　それから、頭をポリポリかきながら言った。

「名前を知ってるってことは、そのシグナムさんって人とはお知り合いですか？」

「む？　いや、支部を預かっているくらいの主おもだった帝国騎士の名は皆憶えている。シグナム中佐と直接顔を合わせたことは、まだないな」

「は？　支部を預かっている──全員ですか？」

「うむ。それくらいは皇女として当然の務めであろう」

「いやいやいやいや」

　レインは大げさに首を振った。

「軍の支部なんて千は軽く超しますよ。それを全部？」

「ふむ」

「えっと、ちなみに他にもなにか、ご記憶あそばしていらっしゃったりするんでしょうかね？」

「なんだその口調は」

　とエリザベートは口をへの字に曲げながら答える。

「他には──侯爵以上の貴族の家名と、皇帝の名において直じかに叙じよ勲くんされた伯爵の家名。主要都市の人口と税収と主だった産業──」

「わかりましたもういいです」

　レインは自分で訊きいておきながら、呆あきれ顔でエリザベートの言葉を遮さえぎった。

　今彼女が挙あげた条件に当てはまる貴族は五百をくだらない。主要都市もおそらくは百や二百ではきかない。新帝都で権力争いに明け暮れる大臣連中で、そんなものを憶えている者は皆かい無むだろう。

「──さすがでございます皇女殿下！」

　ユリエルは思わず声をあげていた。

「それほどに臣しん下かの者と民に心を傾かたむけていらっしゃるとは！　私はそのような方が治める帝国に騎士として仕えることができ、幸せであります」

「よ、よせクルツシルト侯。この程度は、皇女として当然の務めぞ」

　などと言いながら、どことなく照れくさそうなエリザベート。

　その顔は、歳相応の少女のものだった。

「わ、妾のことはよい。それより、そなたたちのことを聞かせてくれ。オストニアの国立美術館にはまだ行ったことがないのでな。どのような展示品があるのだ？」

「う、そ、それは」

　ユリエルは口ごもる。

　と、横からレインが口を出してきた。

「風景画が見ものですよ」

「ちょっとレイン！　殿下に落書きを見せる気!?」

「あ、ひどいなぁ。あれ、あの美術館の目玉だからね」

「冗談じゃないわ！」

　ユリエルはレインの口を塞ふさぎながら告げる。

「殿下。こいつの与よ太たは全部聞き流してください。当美術館の本当の目玉は──そう、〈三種の帝宝トライ・レガリア〉です」

　その予定です──とユリエルは最後に付け足した。





　　　　　○






　三人がマルーセルの市街地にたどり着く頃には、日が傾きつつあった。

「──なるほどな。エドゥアルト公がそのような捜そう索さくを依頼していたのか」

「ご存知なかった？」

　レインの問いかけに、エリザベートは神しん妙みような表情で頷く。

「当たり前の話だが、妾も父上の政せい策さくをすべて把は握あくしているわけではないのでな。とはいえ、そのような重要な話ならば、伝わってくると思うのだが」

「そうですか……」

　考え込むような仕草をするレインに、ユリエルは問いかける。

「なにか気になるの？」

「いや……もしエドゥアルト公爵が、独自に〈三種の帝宝〉を探してるんだとしたら、なんか不自然だなーと思って」

「皇帝陛下のご下命や政府の決定ではなく、エドゥアルト閣かつ下かが個人的にということ？　それくらいはありそうなことだと思うけど」

「自分が彼の立場だと考えてみなよ。帝国のために至宝を集めるなら、費用やらなんやらのために皇帝や政府の同意を得るほうがいいだろう？　自分一人で金を出すなんて、そんなバカな話はない」

「閣下は仰っていたじゃない。終戦から五年経っても財政には余裕がないって。きっとこのままでは帝宝を取り戻せなくなるとお考えになったのよ。それで、自ら動いて国のために尽くしていらっしゃるんだわ」

「そうだった。君はそういう考えをする人間だった」

　というレインの発言はため息まじりだ。

「なによ。バカにしてるの？」

「いやいや、素直だなぁと思っただけさ」

「レインがひねくれているのよっ」

　まあまあ、とエリザベートが割って入ってくる。

「エドゥアルト公の考えがどうであれ、〈三種の帝宝〉が戻ってくることは帝国にとって喜ばしいことだ。妾も期待しているぞ」

「はっ、ありがたきお言葉です！」

　敬礼を返すユリエル。

　その横でレインは、やれやれと首を振りながら、周囲に視線を向ける。

「ところで──軍のマルーセル支部へは、この道をまっすぐだっけ？」

「そうよ。街の入り口で地図を見たじゃない」

　そこは、マルーセルでは二番目に大きな通りだった。商店は少ないが、銀行などの建物や公官庁が立ち並んでいて、人通りも多い。

「──ここは迂う回かいしよう。この道は危険だよ」

「どういうことだ？」

　問いかけるエリザベートに、レインは頷きながら、

「まずこの人の量が危ないです。簡単にターゲットに近づいて暗殺し、騒ぎが起こる前に現場を離れられる。それに、周りの建物も、狙そ撃げきに適てきしたものが多い。命を狙われてる人間がこんなところを歩くなんて、殺してくれと言っているようなもんですよ」

「そ、そうなのか」

「そうなんです。一いつ丁ちようずれて隣の道を行きましょう」

　レインは交差点で道を折れた。

　エリザベートとユリエルは慌ててついていく。

「レイン、そなた美術館の館長であろう？　なぜそれほど暗殺について詳くわしいのだ？」

　エリザベートの言葉に、ユリエルは思わず身を硬くする。

　彼女が気になりつつ訊けずにいたことを、この皇女はあっさりと口にした。

　ユリエルは息をのみつつレインの背中を見る。

　彼は、かるくこちらを振り向きながら答えようとして──。

「あー、それはですね──っ、お姫さん、伏ふせて」

　レインがエリザベートの頭を押さえた直後──その頭上を銀色のきらめきが走った。

「くそっ、なんでわかっ──ぐぁ！」

　ナイフで襲ってきたその男を、ユリエルは蹴けりを放って牽けん制せいする。

　そのまま腕をつかんで投げ飛ばそうとしたが、男はバックステップでそれを逃のがれた。

　ラフな黒のジャケットに、黒い中折れ帽を被った、チンピラ風の男──列車の窓から三人に向かって銃を撃ってきた男だった。

「ユリエル、下がって」

　レインが言いながら、彼女の横を通り抜けた。

　またしても、ユリエルにはレインの動きが見きれない。瞬まばたきの後には、レインが男を地面に押さえつけ、腕をひねりあげている図ができあがっていた。

「……ユリエル、周りを警けい戒かいして。まだ仲間がいるかも」

「わ、わかったわ」

　ユリエルはエリザベートをかばうように傍かたわらに立った。

　レインはうなずき、男に向き直る。

「さて──ねえおっさん？　あんたは何者？　誰だれに頼まれてこの子を狙ってる？」

「あ？　知らねえなぁ。俺はおめえらが金持ってると思ったから襲っただけでいででででで折れる折れる！」

　レインが腕を押すと、男は悲鳴を上げた。

「このままナイフどころかスプーンも持てない腕になるのと、素直に話すのと、どちらがマシだろうね」

「ぐ、て、てめえ……」

　男はレインを睨みあげて、直後、恐怖に顔を引きつらせる。

「わかった、話す……」

　あっさりと、うめき声を発した。

　やけに物分かりがいい。雇われた殺し屋ならこんなものだろうか？

　と、そのときだ。

　ユリエルの思考をさえぎるように、周囲でどよめきが起こる。交差点の中央で争っている自分たちに対するものかと思ったが──。

「危ないっ！」

　レインがそう声をあげ、男を立ち上がらせる。

　そこへ、四頭立ての荷馬車が、土つち煙けむりを上げて突っ込んでくる。なにがあったのか、馬は興こう奮ふんしきっていて、御ぎよ者しやの言うことをまるで聞いていない。

「ユリエル、お姫さんを！」

　レインに言われるまま、ユリエルはエリザベートをかばう。

「っ！」

　全員が馬車に意識を奪うばわれている隙に、男が緩ゆるんだレインの拘こう束そくを逃れ、ユリエルたちのほうへ飛び込んできた。ユリエルはエリザベートを守るべく立ちはだかるが、そこへひっくり返った荷馬車から木箱が次々と転げ落ちてくる。

「──ユリエルっ！」

　激しい混乱の中、エリザベートが自分の名を呼ぶ──直後。

　ユリエルは頭部に激しい衝撃を受けた。

　意識を失う寸すん前ぜん、中折れ帽を被った男の顔が、彼女の視界を横切った──。





　　　　　○






（…………）

　ユリエルが目を覚ますと、汚れた床が視界を満たしていた。

　手足が動かない。縄で縛しばられ、どこかに転がされているようだった。

　視界の端はし、すぐ横にはエリザベートが同じように倒れている。彼女はまだ目覚めていないようだ。

「どうするんだ、こいつら」

「ばっか、お前、殺さず連れてきたってことはアレだよ。死ぬ前にいい思いさせてやるぜうへへ、ってやつに決まってんだろ」

「おう、やっぱそうかゲヘヘ」

「どっちもちょっとガキだがなかなか上玉だぜイヒヒ」

　そんな、下品な会話が頭の上で聞こえる。

（この……好き勝手なことを）

　ユリエルはそっと身体を動かす。足のほうの縛りがゆるい。抜けるかもしれない。

「黙だまれ、バカども」

　盛り上がる会話を静かな声が一いつ喝かつした。聞き覚えのある声──あの中折れ帽の男だ。

「この稼か業ぎようで、役やく得とくなんか求めんじゃねえ。足すくわれて死ぬぞ」

　カチリ、と拳銃の撃鉄を起こす音が聞こえた。

（ここで殿下を始末するつもり!?）

　そんなことをさせるわけにはいかない。

　足が縄から抜ける。

　両足が自由になったユリエルは一気に身をはね上げた。

　声で当たりをつけていた場所に、足払いをしかける。

「ぐぉっ」「ぬ!?」「このっ！」

　男たちが次々と身を崩くずしていく。

　ユリエルは立ち上がって、さらに蹴りを放とうとしたところで──。

「動くな！」

　斜ななめ後うしろに立つ中折れ帽の男が、拳銃をユリエルに向けていた。

「この距離で外しはしねえぞ、嬢ちゃん。両腕縛られてここまでできるのは素直に感心するが、あきらめろ」

「あきらめろ？　誰にものを言っているのかしら。帝国軍人が、この状況で投とう降こうするとでも思っているの？」

「逸はやるなよ。その小娘が、自分の命をかけるほどのもんか？　俺らのターゲットはそっちの娘だけだ。もし抵抗しねえんなら、嬢ちゃんのほうは助けてやってもいいんだぜ」

　──そんな選択はありえない。

　反射的にそう言いそうになって、ユリエルはギリギリでこらえる。

　エリザベートを見捨てれば、自分は助けてもらえる──それはおそらく噓うそだろう。

　目撃者を生かしておく理由など、彼らにはない。

　だが──その提案自体がひとつの事実を示し唆さしている。

「あなたたち、この方の正体を知らずに狙っているの？」

「…………」

　中折れ帽の男の表情が揺れる。

　どうやら推すい測そくは当たっていたらしい。それならば──。

（交渉の余よ地ちはあるかもしれないわね……）

　ユリエルは、深呼吸をする。

　ここはどうやら廃屋らしい。街の喧けん騒そうは聞こえない。とすれば、表通りからは距離があるのだろう。助けがすぐにくることは期待できない。

　ならば──賭かけに出るしかない。




「この方は、皇帝陛下のご息女、エリザベート殿下よ」




　ユリエルの言葉に、男の部下たちがざわつき出した。

「お、おい、マジかよ」

「バカ、皇族さまがお供ふたりだけで街中歩いてるわけねーだろ」

「だよなぁ……おい、適てき当とうなこと言ってんじゃ──」

　口々に言う部下を手で制して、中折れ帽の男はユリエルを睨みつけてくる。

「証拠はあるのか？」

「それは……」

　ユリエルは口ごもる。

　今のエリザベートはユリエルの服を着ている。荷物はレインのところだ。皇族であることを証明するものを持ち歩いているのかはわからなかった。

「いや、ちょっと待ってくれ、兄貴」

　と部下のひとりがしゃがみこんで、横たわるエリザベートの顔をじろじろ眺める。

「殿下に無礼よ！　ひかえなさい」

「黙ってろ」

「っ……」

　中折れ帽の男が銃口を向けてくる。

　部下は、エリザベートをさんざん眺め回したあと、立ち上がって言う。

「俺ぁ前に新帝都でエリザベート皇女のお披露目式を見たことがある。間違いねえぜ、兄貴。服装と髪型が地じ味みだから気づかなかったが、こいつぁ本物の皇女殿下だ」

「本当か？」

「ああ。ほれ、見ろよ。これがそんときの新聞だ」

　と、部下は懐から新聞の切り抜きを取り出して男に渡す。

　男は新聞とエリザベートを見比べて、

「……そのようだな。んで、ラパスよ。お前、なんで皇女殿下の写真が載ってる新聞なんか持ち歩いてるんだ？」

「え？　いや、それは……」

　廃屋に気まずい沈黙が流れる。男は咳せき払ばらいをして場を仕し切きりなおした。

「──ま、ともかくだ。この娘が皇女殿下だとして、それがどうした？」

「あなたたちがマズいことになるのよ」

「あ？　どういうことだよ」

　ガラ悪く声を上げる部下にちらりと目を向けながら、ユリエルは言葉を続ける。

　ここで自分と、エリザベートの命運が決まってしまう。しくじるわけにはいかない。

「……私と一緒にいた男に、あなたは顔を見られている。もしここで殿下を殺したら、私を殺して口を封じたとしても、確実にあなたたちが疑われるわよ。帝国政府は威い信しんをかけて、皇族殺しの犯人を皆殺しにするでしょうね」

「…………」

　男は無言でユリエルを睨んでくる。

　いっぽう部下たちの間には動どう揺ようが広がっていた。

「おいおい、マジかよ」

「政府を敵に回すのはマズいだろ」

「けど、オルソンさんは一度受けた依頼は断らねえ……」

　全員が息をのんで、男──オルソンを見る。

　オルソンは、小さくため息をついた。

「……やめだやめだ。皇族殺して帝国に命狙われるにしちゃ、報酬が安すぎだ」

　部下たちはその言葉にあからさまにホッとした様子だった。

　ユリエルも顔には出さないが同じ気分だ。今彼女が言ったことは事実だったが、それにこの男が納得するかどうかは賭けだったのだ。

「でも、いいんですかい、オルソンさん。前金もらっちゃってるでしょう？」

　部下のひとりが、心配そうに言う。

「俺ぁな、ターゲットは某貴族の娘としか知らされちゃいねえ。皇女殿下だなんて知ってたら、初めから断ってたぜ」

　ユリエルに向けていた銃を下ろすと、オルソンはそれを懐ふところにしまった。

「あのクソメガネ野郎、俺たちを捨すて駒ごまにするつもりだったんだ。こっちはあいつの素性を知らねえし、ターゲットが誰かも知らないはずだった。拷ごう問もんされたって、なにも吐けやしねえ」

　クソメガネ野郎というのは、列車でユリエルに襲いかかってきた、あの男だろう。

　おい、とオルソンが部下に言う。

「縄を解といてやれ」

「ちょっと、あなたは殿下に近づかないでちょうだい」

　さっき新聞の切り抜きを出した男がエリザベートの縄を解こうとしたので、ユリエルは慌てて止める。

　少し残念そうにしている男を睨みながら、ユリエルはエリザベートの縄を解いた。

「んで、嬢ちゃんはこれからどうする？」

「マルーセルの陸軍支部に向かうわ。あなたたちの邪魔がなければとっくについているはずだったのに」

　とユリエルはオルソンを睨みつける。

　オルソンは、へっ、と笑みを浮かべた。

「そいつぁすまなかったな。すまないついでに商談だ。俺たちを雇やとわねえか？」

「なんですって？」

　耳を疑う発言に、ユリエルは目を丸くした。

　しかし、オルソンのほうは、いたって真ま面じ目めだ。先ほどまで暗殺対象だった相手に対して平然と言ってくる。

「ここから陸軍支部までの道案内だ。皇女殿下を狙ってるクソメガネの部下はまだいるんだぜ。俺たちはマルーセルの裏通りは知しり尽つくしてる。そいつらに見つかることなく安全に送り届けてやれる」

「帝国軍人が、あなたたちのような犯罪者に依頼などするはずがないでしょう──」

「おっと、そう反射的につっぱねねえで、よく考えな嬢ちゃん。嬢ちゃんにとって、今優先すべきはなんだ？　軍人のメンツか、皇女殿下のお命か？」

「…………」

　痛いところを突かれ、ユリエルは言い返せない。

　本当にこいつらを信用してよいものか。

　意識せず、指先で髪の毛を弄もてあそんでいたが、そうしたところで答えはわからない。

「──ここは頼ろう、クルツシルト侯」

「殿下！」

　いつの間にか、エリザベートが目を覚ましていた。

　彼女は起き上がると、服についたホコリを払い落とす。その仕草しぐさひとつひとつが丁てい寧ねいで、こんな場でも落ち着きを感じさせた。

　ユリエルは、彼女にすがりつくように駆け寄って、

「どこか痛むところなどはございませんかっ？」

「嬢ちゃん……殿下に対して態度が変わりすぎだぜ」

　呆れた顔で呟つぶやくオルソンに、ユリエルは冷たい視線を向ける。

「はぁ？　あなたたちこそ、お目覚めになられた殿下に対して、頭ずが高いわよ。今すぐひれ伏してまずは無礼を詫わびなさい」

「良い、クルツシルト侯、妾は大事ない。それに、今は急を要するのだろう」

　エリザベートは苦笑しながらそう告げた。

　そして、彼女は優雅に、まるで閲えつ兵ぺい式しきで兵たちを見るように、オルソンたちひとりひとりを見る。

「この者たちはマルーセルの者たちなのだろう？　マルーセル・マフィアは法に背そむいても契約には背かない、と聞く」

「詳しいっすね、皇女殿下。俺らはマフィアってほど大した規模じゃねえが、まあそのとおりだ。相手が裏切らねえんなら、こっちも裏切らねえ。報酬を約束してくれるんなら、全力で二人を護るぜ」

「いくらだ？」

「そうさなぁ、あのメガネ男から取りっぱぐれた分、最低でも八千万マルルク」

「一億だそう。貴族たちがご機き嫌げん伺うかがいに送ってよこした、似合いもしない装飾品を売れば、それくらいにはなる」

「決まりだな」

　オルソンはニヤリと笑みを浮かべて、部下たちに告げる。

「聞いたなおめえら？　今からこのお二人が雇い主だ。死ぬ気で護れ」

　一斉に雄お叫たけびのような返事をする男たち。

「で、殿下、本当によろしいのですか？　このような者たちに……」

　ユリエルは困こん惑わく気ぎ味みに問う。

「よいのだ。というか、やっと面白くなってきたではないか！」

「は──？」

「これでこそ、視し察さつというものだ。これまでは、どこぞの貴族の屋敷だの街の役所だのばかりに連れて行かれ……そんなものいくら見たところで、なんの役にも立たんわ」












「…………」

　ユリエルは返す言葉もない。

　これが視察？　いや、こんな視察があってたまるか。

　どうやらこの皇女、ユリエルが思い描いていた皇族のイメージとはずいぶん違う。

（いえ……そうではないのかしら）

　先ほどオルソンたちを見回したときの立ち姿などはユリエルの想像そのものだった。

　だとすれば、間違っているのは、ユリエルのイメージのほうなのだろうか……。




「──なんだてめえら!?」




　ユリエルの戸と惑まどいを断ち切るように響いたその声は、廃屋の外から聞こえてきた。

　扉のほうに目を向けると、オルソンたち以上にガラの悪そうな男が数人、廃屋へ踏ふみ込こもうとしていた。

　しかし、オルソンと部下たちがユリエルとエリザベートを守るように立ちはだかる。

「あのメガネ野郎の仲間ってわけじゃなさそうだな……」

　オルソンが呟いた。

「まあいい。報酬分はきっちり働いてやるぜ」





　　　　　○






「うはははは！　それは一大事じゃな、えーと、カーリタス少佐！」

「ええ、その、少佐相当官ですが」

「おお、そうじゃった！　すまんすまん！」

　言いながら、帝国陸軍マルーセル支部司令官のオットー・シグナム中佐はレインの背中をバシバシ叩く。

　レインは逃げるように前に進みながら、思わず咳き込んだ。

　シグナム中佐は二メトルルを超す長身だった。横にも幅広い。しかし太っているという印象は受けない。ひたすらに大きい。

　二人は、マルーセル中心街の交差点に立っていた。

　あたりには、まだ壊れた木箱や、そこからこぼれ落ちた宝飾品が転がっており、兵士がそれを馬車に積つみ込こんで片付けている。暴走馬車の御者は青い顔で拘束されていた。

　レインが通行人に頼み、陸軍支部に通報してもらったのだった。

　この規模の街なら自治警備組織もあるだろうが、今は軍のほうが都合がいい。

　そして、なぜか直じき々じきに部下を引き連れて現れたシグナムに、レインはあらかたの事情を説明したというわけだ。

（小さな基地なら、人員が少ないから、たいていの事件に司令官が出で張ばるというのはわかるけど……）

　なんでも自分でやっておきたい性格なのか、たまたま手が空すいていたかだろうと、レインは思っておく。

「それでですね、シグナム中佐。この人から聞いたところによると」

　と、レインは御者を指差しながら、

「この人は、闇オークションの品物を運んでいるところだったようです。その途中で不幸にも馬が暴走したというわけですね。ただ──彼が持っていくのは中ちゆう継けい地点の廃屋までで、そこから会場までは、さらに別の人間が運ぶ予定だったそうです」

「なるほど……その中継地点ってのはどこだ、おい！」

「ひぃぃ！」

　シグナム中佐に睨みつけられ、御者の男はその場所を告げた。

　中佐は部下に命じ、数人を中継地点に向かわせる。

「──そっちはなんとでもなるじゃろ。闇オークションなどこの街じゃ日常茶飯事、今回摘てき発はつしてもどうせすぐまた行われるじゃろうけどな。ま、要はバランスじゃな！　うはははは！」

　ひとしきり笑ったあと、シグナムは続ける。

「で、問題は皇女殿下の方じゃな」

「そうですね……心当たりはありませんか？　黒コートに黒い中折れ帽の男」

「んー、似たような格好しとるやつは、たくさんいるからな。殺しの依頼を受けるとなると、ルワジーマ・ファミリーかロシオッソ・ファミリー、あるいはオルソン一味か」

　少し考え込み、シグナムは頭を振ふった。

「……わからんな。しらみつぶしに探すしかないじゃろう。自警団とも連れん携けいして人海戦術だな。皇女殿下であることは知らせないほうがよいかな」

「いえ……こうなったら公開してしまったほうがいいでしょう。大事だと知れたほうが手を下さない可能性は高くなるので」

　ポリポリと頭をかきながら告げるレインに、シグナムは大げさなそぶりで頷いた。

「ふむ、委い細さい承知した！　それで、カーリタス少佐はどうする？」

「俺は待機させてもらいますよ。土と地ち鑑かんのない街で動き回っても無む益えきだし、無駄に体力を消しよう耗もうしたくない。ただし──もし、殿下とクルツシルト大尉の居場所がわかったら、すぐに知らせてください。救出には俺も同行します」

　そう答えるレインに、シグナムは怪け訝げんそうに長く伸びた口くち髭ひげを指でねじる。

「ほう？　文官の君がなぜ？　我々だけでは不安かね」

「いえ、そういうことではないんですけどね──」

　とシグナムの問いに返しながら、レイン自身も疑問を覚えていた。

　救出活動なら軍に任まかせたほうが確実だ。自分が加わるメリットは特にないだろう。なのに、まるで当然のように、同行するという言葉が口をついた。

（焦あせってる……二人がさらわれて？）

　自分らしからぬ考えに内心苦笑しながらレインは適当な答えを告げた。

「──なんていうか、そう、乗りかかった船、ってやつですよ」

「ほう……普通の人間は、嵐に向かう船からは逃げ出すものだがね」

「…………」

　レインの視線とシグナムの視線が絡み合う。

　──オットー・シグナム中佐。

〈大陸戦争〉時は、現帝国軍総司令官マクシミリアン・ヴァイン元げん帥すいと共に武勇に名を馳はせた。

　戦争末期の内乱では、アダルベルト──エリザベートの父親──の〈終戦講和派〉につく。

　ヴァインが交渉ごとや策さく謀ぼうに長たけていたのに対し、シグナムは武闘派だった。敵対する〈徹底抗戦派〉の大貴族の汚職や戦犯行為が発覚すると、屋敷に乗り込み、自ら剣で貴族を叩き斬って断罪したという。

　戦後は、もっと上のポストにつくことも可能だったはずなのに、自分から一支部の司令官におさまったとも聞く。マルーセルという場所を選んだのは、マフィア相手に暴れるためだったのかもしれない。

（俺と似ている──いや）

　レインは否定する。

　この男と自分とでは、根本の部分が違う。

　結果として為なした行動が同じでも、そこが違うなら、すべてが違ってくる。

（……本当にそうかな？）

　自分の中の皮肉な声を聞き流す。

　自分は、戦いを求めているわけではない。

　言われたはずだ。

　銃と剣を捨てろと。

　信じたはずだ。

　戦争のない時代が来る、という彼の言葉を。

　だから、レインは──。




「おい、なんだ貴様は！」




　声が、レインの思考を遮る。

　兵士たちが、ひとりの男を取り押さえようとしていた。

「待て、待ってくれ！　レインって男に伝えたいだけだ。皇女殿下と、ユリエルって娘が大変なんだよ。オルソンの兄貴たちが頑張ってるが、このままじゃ──」

　自分の名前と、聞き慣れた名前を耳にして、レインは男に注目する。

　なんということもないジャケット姿。ただ、銃で撃たれたらしく、腕のあたりの布は裂けて、血がにじんでいる。

「頼む！　このままじゃみんな殺されちまう！」

「落ち着いて。俺がレインだよ。状況を説明してくれ」

　レインが話しかけると、男は救われたように脱力して膝をついた。







　ラパスと名乗ったその男の案内で、レインとシグナム中佐は、十名ほどの兵士を伴ってその廃屋にやってきた。

　そこは、先ほど御者の男が吐いた、闇オークションの中継地点でもあった。ラパスはそのことを知らなかったようだが──。

「誰もいないねー」

　警戒しつつ覗き込んでから、レインは呟く。

　家具が壊され、あちこちに赤黒い血の跡もある。争いがあったことはたしかだ。

　シグナムの指示で、兵士たちが銃をかまえて踏み込んでいく。

　少しして、奥から声が聞こえた。

「こっちに死体が……！」

　レインたちが向かうと、柱の陰かげに男がふたり倒れていた。どちらも床に血の海をつくり、絶命しているのは明らかだった。

「ラック！　クルシュ！」

　ラパスが名を叫びながら、ふたりに取りすがる。

「おめえさんの仲間か」

　シグナムの問いに、ラパスは力なく頷いた。

　シグナムは建物の中を見回しながら、

「──ここに死体を放置して、生き残ったやつは連れ去ったってのか？　そりゃ不自然だな。おい、おめえさんの仲間は十人はいたんだろ？」

「ああ……そうだ。けど、相手が何人いたかもわからねえし……」

　ラパスの話によると、最初に廃屋にいたオルソンたちを襲ってきたのが、五人くらいの男たち。雰囲気からして、オルソンたちと同じようなチンピラ集団だったという。

　そいつらと争いになった直後どこからか突然狙撃を受けたのだそうだ。

　そのせいで場は完全に混乱した。誰と戦っているのかもわからない状態になり、ラパスはオルソンに命じられて、なんとか裏口から逃げ出した──。

「ここがその裏口だよねー」

　レインは廃屋を突つっ切きって、裏の戸を開ける。

　そちらにはひとり分の足跡しかない。ラパスのものだろう。ということは、ここで争っていた他の者たちは、この戸から出ていったわけではない。

「…………」

　レインは目を細めながら、廃屋内を見回す。

「どうしたのかね？」

　シグナムに問われ、レインは言った。

「彼が言う、最初に襲ってきたチンピラは闇オークションの関係者、その後狙撃してきたのが皇女殿下暗殺犯、だと思われます」

「ふむ、そうじゃな。わしもそう思うぞ」

「狙撃という強硬手段に出たなら、暗殺犯たちはチンピラの区別なんてしないで殺したでしょう。けど、ここにはふたり分しか死体がない……」

「持ち去ったのではないのか？」

「だとしたら、表と裏どっちかの出口に血の跡があるはずです。しかしそこまでの痕跡はありませんよね」

「では、逃げのびたということになるが──」

「ええ。彼──ラパスひとりが脱出するのにやっとだったのに、十人以上がうまく逃げられたというのもおかしい。とすれば……」

　レインは視線をあちこちへ彷徨さまよわせながら、うろうろと室内を歩き回る。

　が、やがて細めていた目を不意に開くと、まっすぐ死体に歩み寄っていった。

「ちょっと失礼」

「お、おい、なにを」

　ラパスを押しやるようにして、ふたりの死体を移動させる。

　その下には、取っ手のついた蓋があった。取っ手を引き開けると、地下へと向かう階段が姿を現す。

「なるほどねぇ」

　レインは例の御者の話を思い出す。闇オークションの品は、廃屋に運び込み、そこからさらにオークション会場へ運ばれるということだった。

「なんだか……事態がどんどんややこしくなってくなぁ」

　レインはため息まじりにそう呟いた。





　　　　　○






「ふたりとも無事かい」

　暗闇の中、オルソンの声が小さく響いた。

「ええ、私は大丈夫。殿下はお怪け我がなどありませんか？」

「妾も大事ない」

　この場にいるのは三人だけだった。

　地下水道である。

　例の廃屋で乱戦になり、ユリエルたちは偶然見つけた床の扉から地下に逃げ込んだ。夢中で走るうちに、気づけば水道に出ていた。敵からは逃れられたが、オルソンの部下とは逸はぐれてしまっていた。

「そもそも、なんで廃屋の地下が水道とつながってるのよ」

「さぁな。けどマルーセルの地下水道は街じゅうに広がってるからな。なんか隠したりこっそり移動するにゃ悪くねえ手段だ。あの廃屋を誰かが利用してたってことだろ」

　オルソンは、俺らも今度使ってみるか、などとのんきなことを言っている。

　エリザベートが口を開く。

「先ほど襲ってきたのは何者なのだ？　妾を狙っている者もいたように思うが、ほかにも勢力があったな」

　皇女があの状況でそこまで観察していたことにユリエルは驚く。

　オルソンは面めん倒どう臭くさそうな口調で言う。

「最初に襲ってきたのが、あの廃屋を利用してるやつら──まあ、服装からして、マフィアの使い走りってとこだろ。その次に銃撃してきたのが殿下を狙ってる暗殺犯だな」

「最初の者たちは、どうして私たちを攻撃したのかしら？」

「運ぶ品を横取りされると思ったんだろ。なんにしろ、俺らが逃げなきゃならねえことに変わりはねえ」

「逃げるのは賛成よ。けど、どうやって？」

　ユリエルが問うと、オルソンは唸り声をあげた。

「……まずは地上に出ることか。ただ、下手なところだと待ち伏せされてるかもしれねえし、少し離れたところから……いや、ラパスが軍に助けを呼びに行ってるから、それを待つか？」

　小声で呟きながら考えをまとめているらしい。

　ユリエルは歯は嚙がみする。自分はなにもできない。レインに対して、帝国軍人だなんだと偉えらそうに主張しておきながら、皇女殿下を護るのに、マフィアの手など借かりている。

　情けない。なにがクルツシルト家当主だろうか。

（こんなことで、お父さまの名誉の回復など……っ！）

　と、そこへ──。




「こっちのほうはまだだったな？」

「ああ」




　闇に反響して、そんな会話が聞こえてきた。

　三人は身を硬くする。

　足音が少しずつ大きくなる。ゆるくカーブする水道の先から、明かりが近づいてくるのもわかった。

　ユリエルは背後を見る。先は排水用の穴につながっており、金網で閉ざされている。そちらに逃げることはできない。

　前に少し進むと分かれ道があるが、そちらに向かえば確実に相手に気づかれる。

（だったら──）

　ユリエルは意を決し立ち上がった。

　その気配を察さつしたのか、オルソンが言ってくる。

「どうした嬢ちゃん。下手に動くなよ」

「私が敵をひきつけるわ。その間にあちらの通路から殿下を連れて逃げて」

「おいおい、それはつまり……」

　オルソンが息をのむ。

　エリザベートも小声でユリエルを引き留めてきた。

「ならんぞ！　クルツシルト侯っ、そんなことをすればそなたは……」

「そのお心遣いだけで充分です、殿下」

　ユリエルは、声の震えを無理やり抑えつける。




「──帝国騎士とは、そのための存在です」




　腰に提さげた軍刀の柄に手をかけながら、二人をおいて飛び出す。

　バシャバシャと、わざと水音を立てながら駆けた。

　ランプの明かりが見える。石積みの地下水道。黒々とした水で分断された両脇の通路を、数人の男たちが歩いていた。

「はぁああああああ！」

　迷いを振り払うように叫びながら、ユリエルは軍刀を抜き放った。

　手前にいたひとりが気づくより早く、切きっ先さきを男の腹に突き込む。服を破り、肉を裂さき、骨を削けずる感触が手に伝わってくる。

　かっ、と熱い熱が全身に流れるような感覚。

　他の男がこちらに目を向けてくる。ユリエルはすぐに剣を引き抜き、続けざま斬りつける。

　悲鳴やうめき声をあげて、男たちが倒れていく。

　初めて人を殺したことに、怯おびえる余裕も、悩む時間もありはしなかった。

　ただ訓練で学んだとおりに、夢中で軍刀を振るう──。

「っ──か、はっ」

　一瞬、なにが起こったのかわからなかった。

　脇腹に走った焼けるような痛みに耐えきれず、ユリエルは軍刀を落としその場に膝をつく。

　銃声が響き渡ったことに遅れて気づいた。

　バカな。自分はこの程度で動けなくなるのか。致ち命めい傷しようではない。なのに、身体はちぎれそうなほど痛み、行動の停止を要求してくる。

　なんとか、軍刀を拾おうと手を伸ばす。

「くっ!?」

　その手がブーツに踏みつけられた。

「またお会いしましたね、お嬢さん」

　声に顔を上げれば、逆光で影になったメガネの男の姿があった。

「手間をかけさせてくれます。雇ったチンピラは裏切るし、妙みような邪魔は入るし……」

「おめえらが、ターゲットが皇女殿下だってことを隠してたからだろうがよ」

　メガネ男の後ろから、拘こう束そくされたオルソンが連れてこられる。エリザベートも一緒だった。

「殿下っ！」

「すまぬ……そなたの行為を無駄にした」

　エリザベートは悔くやしげに言う。どうやら、分かれ道のほうからも追っ手が来ていたらしい。三人はすでに追いつめられていたのだ。

「おめえら、いったい何者だよ？　皇族を暗殺しようなんて、まあだいたい想像はつくが──がはっ」

「勝手に喋しやべるな」

　オルソンは、拘束する男に殴られ、言葉を止める。

　メガネ男が笑みを浮かべながら言う。

「そいつは殺してはいけませんよ。役割がありますからね」

「あぁ？　んだよ。もうてめえの依頼を受けるつもりはねえぞ」

「はっ、おめでたいことを言う」

　メガネ男は鼻を鳴らした。

「皇女殺害事件となれば、未解決というわけにはいきませんからね。あらかじめシナリオを用意しておくのですよ。皇女を誘拐して身代金を手に入れようとしたバカなチンピラが仲間割れをして互いに殺しあった──とかね」

「てめえ……！」

　メガネ男はユリエルのほうに視線を向けてくる。

「あなたも死んでいただきますよ、お嬢さん。皇女殿下を護ろうとして命を落とした悲劇のヒロインとしてね。と、その前に──」

「あぐっ……！」

　ユリエルの手を踏む力が強められた。

「あなたと一緒にいたあの男はどこです？」

「っ……」

　どうやら、レインがユリエルたちと逸はぐれたことを、この男は知らないようだ。

　うまくすれば、レインが軍を連れて助けにきてくれるかもしれない。それまでエリザベートの命をつなぐことができれば……。

「さあ、知らないわね──ぐぅっ!?」

「時間稼ぎなど考えないほうが楽に死ねますよ？」

「このっ……」

　ユリエルは、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべるメガネ男を睨みつける。

　ダメだ……この男たちは、エリザベートを殺せれば目標達成なのだ。それ以外は『より面倒ごとを少なくする』ためのおまけでしかない。いざとなれば、彼らはユリエルたちを殺してさっさと撤てつ退たいするだろう。

（どうすればいいの……）

　自分はここで死ぬしかないのか。エリザベートを護ることも〈三種の帝宝〉を探し出す任務を全うすることもできず。クルツシルトの血を、汚名を残したまま、ここで途と絶だえさせることになるのか。

（そんなのって……）

　ブーツに踏まれた手が力を失う。脇腹から、血と共に気力まで流れ出ているようだった。メガネの男がなにかを呟き、銃口を向けてきた。もう、顔を上げているのも辛い。視界がぼやけ、狭まっていく。やけに静かに、銃声が、響いた──。




「悪い悪い、遅くなった」




　状況にまるでそぐわない、緊迫感のない声。

　同時に、うめき声が響く。メガネ男が、銃を取り落として手を押さえていた。

「レ、イン……？」

　助けに来てくれたのか。

　喜びに顔を上げ──直後、ユリエルは目を見開く。

　なにか『死の気配』のようなものがユリエルの周囲で乱舞していた。エリザベートとオルソンを捕らえていた男たち、そしてその周りにいた男たちも次々に倒れていく。ある者は首から血を噴き出し、ある者は胸を押さえながら水の中に沈しずんだ。

　そして──。

「あんたは何者だ」

「ひっ」

　気づくと、ユリエルのすぐ横で、レインがメガネ男にナイフを突きつけていた。

　血まみれのナイフ。レイン自身も返り血を浴びている。

「答えろ。皇女殿下の暗殺は誰の意志だ？」

　それは、ひどく冷たい、いつもとは別人のような口調だった。

　メガネ男を見据えるレインの顔は、驚くほどに無表情だ。ランプに照らされたその顔は、死神じみている。怖い。ユリエルは素直にそう感じた。

「まずは右目」

「っ！　やめてレイン！」

　ユリエルは思わず制止の声をあげる。しかし──レインの手は止まらず、赤黒く汚れたナイフが、メガネ男の顔に向けて振り下ろされ──。

「ヴィンケルマン！」

「──!?」

　メガネ男の叫び声に、不自然なほどはっきりと、レインの動きが鈍った。

　次の瞬間、黒い影がレインに襲いかかる。

　黒ずくめの服に身を包んだその男が持っているのは、レインと同じようなナイフだった。

　キィン、と刃同士がぶつかり、音を立てる。その間にメガネ男はレインから逃れた。

　男がナイフを持つのと反対の拳を放つ。

　レインは数歩引いて、それをかわした。ナイフを構え直し、彼は男と対たい峙じする。

　その顔は、かつてないほどにこわばっていた。

（レインが、押されてる……？）

　ユリエルはその事実に息をのむ。

　男がナイフを突きながら踏み込んだ。レインはそれを手で受け流し男の右に回る。

「しっ──」

　短い、気合いのような呼吸音。

　レインの折りたたまれた腕が伸び、ナイフが男の身に迫る。が、男はそれをしゃがみこんでかわし足払いをしかけた。体勢を崩したレインの身体にナイフが走る。

　ギン！　と音が響いた。レインがナイフで防いだのだ。だが、体勢は崩れたまま。このままでは──。

「殺さなくていいっ。私を援護しろ。撤退するぞ」

「…………」

　不意に割り込んできたメガネ男の言葉に、黒ずくめの服の男は動きを止め、無言で頷いた。

　ユリエルの目に、やっと男の姿がまともに映る。

　深い傷跡の残る頰ほおと、左目を隠す眼帯。

　だが、そんな目立つ特とく徴ちようよりも、その男から立ち上るような不可解な気け配はいにユリエルは背筋を寒くする。

　生気の感じられない、しかし凍りつくような圧迫感。

　黒ずくめの男は、レインから離れ、メガネの男を追って去っていった。しかしレインは、まるで目の前にあの男がまだ立っているかのようにナイフを構かまえたまま動かない。

「はっ……はっ……」

　短く小さな呼吸を繰り返している。

　そんな彼を、オルソンと、エリザベートと、そしてユリエルは、呆然と眺めていた。

　残されたランプに照らされたレインの視線はどこか虚うつろで、ここではない場所、いまではない時間を見ているようだった。

「なぜ隊長が…………？」

　レインがそんなふうにつぶやくのを耳にしながら、ユリエルは意識を失った。





　　　　　○






「では、これが〈白はく銀ぎんの聖せい剣けん〉だ」

「はい、たしかに受け取りましたよっと」

　シグナム中佐から木箱を受け取ったレインが、蓋を開けて中身を確認する。

　ユリエルも隣となりから覗き込んだ。反対側からはエリザベートも同じようにしている。

　箱の中身は、鞘さやのない大剣だ。

　直刀の表面には、解読不能の奇妙な文字が刻きざまれている。柄には赤い宝石が埋め込まれていた。儀式用の模も造ぞう刀とうのようである。

　刻まれた文字は『神の言葉』であり、皇帝に仇あだなすものを神の力により斬きり裂さいたと言われる。

　これが、オストブルク帝国初代皇帝ヨーゼフが、大陸を統治する唯一絶対の権利者の証として神より与えられたと伝えられる大剣であった。




　聖剣は、闇オークションの押収品の中にあった。

　馬車を暴走させた御者は、あの廃屋まで荷物を運び、次の運び屋が地下水道を通ってオークション会場まで運ぶ手はずだった。

　その運び屋がユリエルとエリザベート、オルソン一味と鉢はち合あわせし争いになっているところに、さらにエリザベート暗殺を狙うメガネ男たちが乱入し、あの混乱状態が生まれたのだった。

　シグナムたちは運び屋を捕らえ、オークション会場の場所を吐かせ、闇オークションの運営者を一網打尽にした。

　オークション会場には、すでに各地から運ばれていた品が集められており、その中に聖剣があったのだった。




　大剣を確認したレインは木箱の蓋を閉じて、積み込み作業をする男に渡した。

　マルーセル駅舎の、軍専用のプラットホームである。

　まもなく出る臨時列車でレインたちは旧帝都の美術館へ戻ることになる。もっとも、往おう路ろと違い、途中下車して馬車に乗り換えるなどの目くらましをする必要はあるだろうが。というのも──。

「本当についてくるおつもりなんですか、お姫さん？」

「もちろんだ」

　呆れ顔で問うレインに、エリザベートは大おお仰ぎように頷いてみせる。

　そう。この皇女殿下は、あんな目に遭あっておきながら、帝都に帰ることもせず、美術館を視察したいと言い出したのだ。

「どうせ、もともとあちらこちらから狙われておる。それを承知での旅路なのだ。も、もちろん、そなたたちが嫌というのであれば、再考するがな……」

　やや気まずげに、レインを見上げるエリザベート。

　レインはため息をついて、

「俺がそう思ってたとしてもね、彼女は承知しないですよ。ね、ユリエル」

「皇女殿下が望むなら、それを全力で叶えるのが帝国騎士の役目よ。あなたも自分の役目を果たしなさい、レイン」

「いや、だから俺は文官で、ただの美術館長なんだけど……」

　まあいいけどさ、と言いながら、彼は頭の後ろで両手を組んだ。

（噓ばっかり……）

　ただの美術館長──そんなわけがないと、ユリエルはすでに気づいている。レインもそれをわかっていて、あえてそう主張してくるのだ。

　触れられたくないのだろうか。だとしたら、それはなぜ──？

　と、そんなユリエルの物思いを壊すように、

「兄貴！　姐あねさん！　荷物の積み込み終わりましたぜ──ぶへ」

「姐さんはやめてって言ったでしょう!?」

　呼びかけてきたオルソンに、ユリエルは容よう赦しやなく蹴りを食らわす。

　レインが呆れ顔で言ってくる。

「ま、俺のほうはいいんだけど、あんたたち、本当についてくるの？」

　黒い中折れ帽のオルソンの後ろには、彼の部下が十五人、ずらりと並ぶ。

　オルソンは「へっ」と笑みを浮かべ、言った。

「俺ぁレインの兄貴に命を救われた。このご恩はきっちり返させてもらいます」

「…………」

　レインにしてみればわけがわからないだろう。

　もともとあのメガネ男に雇われ、エリザベートの命を狙っていた者たちだ。それがいつの間にかエリザベートに雇われて彼女の護衛になり、気づけばこの有様である。

　レインはポリポリと頭をかきながら言う。

「……まあ、美術館は人手不足だから、手伝ってくれるのはありがたいけど、給料は出ないよ？　あと、旧帝都じゃここみたいに裏の商売もできないだろうし」

「それはかまいません。しばらく食うに困らねえだけの金は殿下からいただけるので」

「ふむ、そなたたちがいなければ妾の命はなかった。働きにはしっかり報むくいたい」

　エリザベートは、まるで長年仕える臣下に接するようにそう告げた。

　ユリエルはその姿に息をのむ。

　迷いのない立たち居い振ふる舞まい──それは見かけだけではないのだろう。この皇女は、行動を決断するときも、誰かを信じるときも惑まどわない。無む鉄てつ砲ぽうなのではない。世間知らずなのではない。ただ──自分の選択に殉じゆんじる覚悟があるのだ。

（それに比べて、私は……）

　ユリエルは、指先で髪を弄もてあそぶ。

　自分は──迷っている。

　時折──戦いのときになると現れる、自分が知らないレインに、手を伸ばし、触れていいのかどうか。レインはきっと、それを望んでいない──。

「どうしたの、ユリエル。そろそろ汽車が出るよ？」

「あ──ちょっと、待ちなさいっ」

　呼びかけられ、ユリエルは慌ててシグナム中佐に敬礼してから、車両に乗り込んだ。
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　エリザベート皇女一行を乗せた列車がホームから走り去っていくのを見送ってから、オットー・シグナム中佐は部下と共にマルーセル駅舎を出た。

　待機していた馬車に乗り込み、発進させる。

　小さくため息をついてから、向かいの席に座っていたメガネにスーツの男に言う。

「失しつ態たいだったな、ルチアード」

　シグナムは普段とまるで雰囲気が変わっていた。

　メガネの男──ルチアードは小さく舌打ちをする。

「エリザベート殿下にあんな護衛がついていたとは聞いていませんでしたからね」

「あれは我々にとってもイレギュラーだった」

　シグナムは腕を組む。

　本来の計画では──列車内でルチアードたちがエリザベートを殺し、その列車がマルーセル駅に到着し次第、シグナムの部下が事態を処理するはずだった。

　それが完全に狂ったのは、偶然乗り合わせたユリエル・クルツシルトとレイン・カーリタスのせいだ。

　クルツシルトのほうはいい。噂の若き女当主。愛国心に燃え、皇帝に忠誠を誓う、わかりやすい小娘だ。

　だが、男のほうは何者か。

　元軍属だと言っていた。ルチアードの部下をひとりで皆殺しにした腕──そのような軍人が〈大陸戦争〉時にいたなら、名前くらい知っていそうなものだ。

　だが──考えたところでわかるものでもない。

　シグナムは話題を転ずる。

「……例の死人の使い心地はどうだった？」

「ああ、なかなかでしたよ」

　ルチアードは今度は、引きつるように口を持ち上げて笑みを作った。

「さすがは《暗殺のヴィンケルマン》ですね。生前と違わぬ動きです」

「ふむ、そちらは朗報となるか。〈赤せき玉ぎよくの帝てい笏じやく〉は有用であったと……」

　なんにせよ、とシグナムは重々しい声で告げる。

「閣下には、早々に伝えねばならんな」

「わ、私の処しよ遇ぐうは──」

「起こったまま報告するしかない。処遇は閣下が判断されることだ」

　冷酷とすら言える口調で告げるシグナムに、ルチアードは気落ちしたようにうなだれる。

　シグナムはそんな相手を冷ややかに眺めながら、ひとりごちた。




「なによりもまず考えるべきは、エドゥアルト閣下の御ご悲ひ願がん──正統なる帝位継承者による統治を取り戻すことだ」













「どういうことよ!?　聖剣が偽にせ物ものだったって！」

「まあまあ、落ち着いて」

　思わず叫んだユリエルに、レインは大げさに耳を押さえる。

　旧帝都の国立美術館へ向かう馬車には、ユリエルとレイン、それにエリザベートが乗っていた。オルソン一味は、もう一台馬車を借り、後ろからついてきている。

　レインは、膝ひざに載せた木箱の蓋ふたを開けた。中にはマルーセルで手に入れた〈白はく銀ぎんの聖せい剣けん〉が入っている。

「──そのままの意味だよ。馬車を借りた街で時間があったからね。ちょっと鑑定の道具を借かりて調べてみたんだ」

「どういうところから偽物だと判断できるのだ？」

　エリザベートが、興味深そうに訊きく。

　レインは頷うなずきながら答えた。

「例えば柄つかにはまってる赤い宝石ですね。本来の聖剣ならなにが使われてるはずかな、ユリエル？」

「え？　ええと──」

　ユリエルは記憶を探る。

「〈巨人ネフイリムの破は片へん〉よね。大陸各地で発見されている、超古代の魔法文明とも言われる遺跡群で見つかる、謎なぞの物質だわ」

「そう。〈三種の帝宝トライ・レガリア〉が魔法兵器だなんていう与よ太た話ばなしの根拠になっている赤い石だ。けど──この剣に使われてるのはそれじゃない。これはルビーだよ」

「ルビー？」

　言われてユリエルは剣の柄に埋め込まれた宝石を眺ながめる。

　当然、彼女には判断がつかない。

「それも、東方でごくわずかにしか産出されないピジョン・ブラッドっていう種類だ。産出国でも王族しか持つことを許されないらしいね」

「ということは、それだけでかなりの価値を有するというわけだな」

「そうなりますね」

　エリザベートの言葉にレインは頷く。

「それと、刀身に刻まれたこの文字」

　レインは剣の腹をなぞる。そこには、現代では解読できない奇妙な文字列がある。

「──これも本来なら、例の遺跡群で見つかる文字じゃなきゃいけないんだけど、違うんだ。これは十五世紀くらいに流は行やった魔法書で使われた人造文字らしい。魔法書っていうのは『古代魔法文明の隠された知識を記しるす』っていうのがお決まりの文句だけど、当時はそれに説得力を持たせるために、わざわざ付属の魔法の道具まで作ったそうだ」

　もちろんそれで魔法なんか使えないけどね──とレインは言いながら苦笑する。

「じゃあ、この剣もその魔法書のおまけだったっていうの？」

「それにしちゃ手が込んでるし、金がかかりすぎている。俺は、どこかの金持ちの王様が、魔法文明に憧あこがれて作らせた模も造ぞう品ひん、ってところだと思うね」

「なるほどな──」

　エリザベートは、人差し指を小作りなあごに当て考え込んでいたが、やがて言った。

「しかしレインよ。それだけの品なら、美術品として高い価値を有するだろう？」

「価値という話をどうしてもするなら、そうなりますね。下手をすると本物の〈白銀の聖剣〉より高値がつきます。上う手まくすると、というべきかもしれませんけど」

　ユリエルは思わず口を挟んだ。

「どういうことよ。〈三種の帝宝〉はオストブルク帝国の至宝よ。それより高価なんてありえないわ」

「そのオストブルク帝国の至宝というのが曲くせ者ものなのさ」

　レインは肩をすくめる。

「〈三種の帝宝〉はどれも、初代皇帝ヨーゼフ一世の逸いつ話わと結びついている。〈赤せき玉ぎよくの帝てい笏じやく〉は、ヨーゼフが〈統一戦争〉で用もちい、昼も夜も輝きを放ち兵士を鼓こ舞ぶしたと言われるね。〈白銀の聖剣〉は彼が、ひいてはオストブルクが大陸を統すべる権利を有することを証明するため、神が授さずけたものとされる。〈大たい帝ていの肖しよう像ぞう〉は、帝笏を持ち、聖剣を神の使いから拝受す大帝の姿が描かれている」

「そんなことは言われなくても知っているわ。どれも、この帝国の礎いしずえを築きずいたヨーゼフ大帝陛下の権けん威いを示しめすものよ」

「そう、そのとおり！」

　レインは珍しくユリエルの言葉に同意して、膝を叩たたく。

「〈三種の帝宝〉はある意味、ヨーゼフ大帝の、ひいてはオストブルク帝国の権威そのものだ。逆に言えば、その『国の宝』としての価値は、帝国の権威に依存している」

「それって……」

　ユリエルは口ごもった。

　レインが言いたいことはなんとなくわかる。だが、それを口に出したくなかった。

　しかし、エリザベートがそれをためらいなく告げる。

「つまり──帝国の権威が弱まれば、帝宝の価値も下がるということか」

「そういうことです。それよりは、ピジョン・ブラッドという物質的な価値のほうがまだ安定してますね」

「け、けど、帝国の権威はそう簡単に弱まったりしないわ」

　ユリエルはなんとか反論する。しかしレインはあっさり答えてくる。

「うん。百年くらい前まではそうだった。けど〈大陸戦争〉がそんな人々の世界観をガタガタに崩してしまったのさ」

〈大陸戦争〉以前、オストブルク帝国は大陸全域に支配圏を広げていた。直接の支配下にない国も「帝国の権威のもと統治の権利を与えられている」という構図が暗あん黙もくのうちに生まれていた。

　帝国は神によって大陸を統べる権利を与えられた──そんな神話が事実として機能していた時代だったのだ。

　だが〈大陸戦争〉の百年は、神話に引いん導どうを渡すのに充分な長さだった。

　帝国は敗戦し、多くの領土を失った。

「──それはつまりね、神という『この世あらざる絶対者が与えてくれる権威』という価値観の崩壊だ。誰もが無条件で信じ、素直に共有できた、客観的な基準の喪そう失しつだよ。帝国の権威はもはや過去のものだ」

「そんな……」

　ユリエルは信じられなかった。

　否いな──帝国の敗戦という歴史を目まの当あたりにしながら成長してきたユリエルにとってそれは周知のことだ。ただ、自分の目指すもの──クルツシルト家の再興──にとって都合が悪いその事実を、見ないようにしていただけだ。

「そ、その話には欠けつ陥かんがあるわね」

　ユリエルはなんとか反論を試こころみる。

「へぇ、なんだろうね？」

　レインは面白そうに口をひん曲げてくる。

「権威が過去のものだって言うけど、人はその過去を背せ負おって生きるものじゃない。帝国民は、自分たちが数千年も続く偉い大だいな帝国の国民であるという過去を、私だってその帝国に仕つかえてきたクルツシルト家の歴史を背負っているわ。だったら、その過去が記録や記憶として残っているかぎり、権威もまた、現代でも価値を持つんじゃないかしら」

「そうだね」

　レインは、今度は思いの外ほかまじめに頷いた。

「だからこそ、エドゥアルト宰相は〈三種の帝宝〉を集めることにしたんだろうね。過去を論ろん拠きよにして、現在の帝国の権威を証明したいんだ。人は、これまで積み上げてきたものを簡単に捨て去ることはできない。だから、その過去にまつわる美術品には、品そのもの以上の価値が生まれる」

「それが、権威による価値ということか」

　エリザベートが呟くように言う。

「そういうことです。かつてはそれは、帝国の権威が神から与えられたものだという、大陸中の誰もが共有していた『客観的事実』によって支ささえられていた。しかし今は、それは事実ではなく『一国家の建国神話』でしかない。価値を支えていた客観性がなくなってしまったんです」

「時代によってなくなってしまうなら、それは客観性とは言えないのではないのか」

「客観性は、普ふ遍へん性せいとは違いますよ、お姫さん。例えばこのピジョン・ブラッドだって『物質的な希き少しようさ』という客観性によって価値を保たもっていますが、どこかで大量の鉱こう脈みやくでも発見されれば、その客観性は崩くずれ、希少価値は消え去ります。鉄だって、製造が難しく希少だった時代には、金より高価だったんですよ」

「どんな客観性も、絶対ではないということか」

「〈三種の帝宝〉は、歴史の証言者としての価値もあります。しかし、この大陸においてこれまで歴史は、オストブルク帝国史を軸じくとして語られてきた。これからは、そうした見方を考え直す研究が進むでしょう。そんな中で『帝国の権威』の証たる〈三種の帝宝〉に、どれほどの客観的価値があると見なされるでしょうね？」

「難しいの……」

　エリザベートは再び人差し指をあごに当て、考え込む。

　ユリエルには、抽象的な議論は、正直よくわからなかった。

　ただ、それでも、浮かんでくる疑問はある。

　──自分が今やっていることには、意味があるのだろうか？

「…………」

　もちろん、考えたところで、簡単に答えが出るはずもない。

　馬車は、旧帝都──かつては帝国の中心であり、今はなにものでもない町へ向かっていく。
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「おかえりなさいませ、皆様」

　大所帯になって戻ってきたレインたちを見ても、キリエは表情ひとつ動かすことなく一礼して迎えた。彼女に聖剣──の偽物──が入った箱を渡すと、レインはさっさと自分の部屋へ向かおうとする。

「あー疲れた！　もうやだ。もう寝る。俺は寝るよー！」

「待ちなさい、レイン！」

　ユリエルはレインの腕をひっつかんで止める。

「なんだい。俺はもう限界なんぐー」

「会話の途と中ちゆうで寝ないで！　エリザベート殿でん下かの居室はどうするのよ！　あと、ついでにあのチンピラたち」

「あー……まあ、適当に空いてる部屋を使えばいいんじゃない？」

「あなたはここの館長なのよ！　もっと責任感ってものを──」

「んじゃ、館長として館長補佐の君に命令。みんなの部屋を用意してね。──よし、これで館長としての仕事は果はたした！　じゃねー」

「あ、ちょっと！」

　レインはするりとユリエルの手を逃れ、今度こそ立ち去ってしまった。

「……もうっ」

　ユリエルは憤いきどおる。が、命令されたならば、部下として従わないわけにはいかない。

「キリエ。私の部屋を殿下の居室にするわ。荷物を運び込むのを手伝って」

「かしこまりました」

　続けて、オルソンたちに告げる。

「廃はい墟きよみたいなこの建物でも、殿下の居室は、それにふさわしいものにしなければならないわ。まずはそこを完璧に整えるわよ」

「「「「かしこまりました、姐あねさん！」」」」

「だから姐さんはやめてって言ったでしょう！」

　ユリエルは叫ぶが、オルソンたちは聞く耳を持たない。

　しかし彼らは仕事は早かった。分担して馬車から荷物を運び出し、キリエの案内に従ってユリエルの部屋へ向かう。

「あとは……美術館自体の掃そう除じね。あと食材も、これからはもっといい品を確保して、周辺地域の安全も確認する必要が──」

　自分が今やるべき仕事──それが課題として積み上がっていくことで、落ち着く気がした。浮かんだ疑問も、いっときは忘れられる。

「クルツシルト侯こう」

　エリザベートがいつの間にか隣となりに立っていた。

「は、はい。なんでしょうか、殿下。なにかご要望などございましたら遠えん慮りよなく私にお申しつけください」

「いや、そう気を遣わないでくれ。むしろ、妾わらわにもなにかできることはないのか？　皆忙しそうに働いておるではないか……レインは違うようだが」

「い、いえ、殿下のお手を煩わずらわすようなことはありません！　万事、このユリエルが請うけ負おいますのでっ」

「むぅ……」

　エリザベートは頰を膨ふくらませ、なにやら不満げな様子だ。

　ユリエルは背筋が寒くなる。

「で、殿下!?　な、なにか私に至らぬ点が……？」

「そうではない……そなたらには感謝している。妾のわがままに付き合ってくれているのだからな」

「わがままなどと……とんでもありません！　殿下のお志こころざしには感かん服ぷくの至いたりで──」

「それだ」

　ぴしっ、とエリザベートは、ユリエルの顔に人差し指を突きつけてくる。

「たしかに志はある。妾は、帝国のさまざまな姿をこの目で見たいと思い、旅に出た。だがそれも、オストブルク帝国の皇族という立場だったから生まれた志に過ぎないのではないかと、先ほどのレインの話を聞いて思ったのだ」

「それは……」

「妾が皇女となったのは、本来は帝位につかないはずの父上が皇帝となられたからだ。それに不満を持つ者は帝国内にもたくさんいる。つまり、そこに普遍的な正統性などないということだ。ましてや帝国という権威そのものの客観性すら危ういなら、妾の皇族としての志など、ひとりの小娘のわがままとなんの違いがあろう」

「…………」

　ユリエルはエリザベートの言葉になにも返せない。

　それは、彼女自身にも生まれていた疑問だった。

「だがな──わがままならわがままでいいのではないか、と妾は思うのだ」

　エリザベートはすぐに言葉をつないできた。

「普遍的な権威という寄よる辺べがないのならば、自分ひとりで立てばいい。妾は、皇女であろうとそうでなかろうと、この美術館に興味がある。だから見ることにしたのだ」

　エリザベートは柔らかな笑みを浮かべ、ユリエルの顔を見上げた。

　鳶とび色いろの両眼が、まっすぐに彼女を見つめてくる。

「クルツシルト侯、ここにいるのはエリザベートというひとりの小娘だ。そなたより歳とし下しただぞ。だから変な気を遣わないでくれ。自分がしばらく世話になる場所だ。やることがあるならなんでも言ってくれ」

「殿下……」

　ユリエルは息をのんだ。

　エリザベートの言うことは理解できる。だが、これまで寄りかかっていた支えが幻想だと知らされて、そう簡単にひとりで立つことなどできない。なのにこの少女は、あっという間にそれを成なしてしまった。

　聡そう明めいだ。そして強い。

　ユリエルは拳こぶしを握りしめる。

「──わかりました。それでは、そうさせていただきます、殿下」

「まずはその殿下というのをなんとかしてくれ」

　エリザベートは苦笑する。

「は……では、エリザベートさま、で」

「『さま』もなくてよいのだが。それに敬語も」

「そ……それはもうしばらくご容よう赦しやください。私の心の準備がまだなので……」

「わかったわかった。その代わり、妾もそなたをユリエルと呼ばせてもらうぞ」

「そ、それはもちろん」

「ふふ、友達みたいよの」

「お──」

　恐れ多いことです、と言いかけて、ユリエルは言葉を止める。

　そんな態度も、彼女は望んでいないのだろう。

（ひょっとして、レインも──）

　レインが敬語を嫌う理由も、同じなのではないか。

　彼は言っていた──軍人の敬語が嫌いなのだ、と。それは軍の大元たるオストブルク帝国の、幻想のような権威に寄って立つのが嫌だということなのだろうか。

「それで、妾はなにをすればよいのだ」

「──は？　あ、そ、そうですね」

　ようやく最初の問いに戻ったエリザベートに、ユリエルは意識を戻す。周りを見回すが、馬車に載っていた荷物はあらかた運び終わったようだった。他に、今これといってやることは──。

「おー、帰ってきたのか──ってなんか人増えたな!?」

　そこへ、マルティンが牛を連れてやってきた。

　牛が引いている荷車には、食料や日用品が山と積まれている。

「そういえば、マルーセルを出る前にレインが手紙を出してたわね……」

　自分たちが帰ってくる頃に食料などを持ってきてくれるよう頼たのんだのだろう。

　それがわかっていながら、さっさと寝てしまうとは……。

「ん？　あれを運ぶのか？」

「あ、ええと──」

　仕事ができたと目を輝かせるエリザベートに、ユリエルは即答をためらう。あの荷物はけっこう重いし、土で汚れていたりもする。本当に皇女にそのようなことをさせてしまってよいのだろうか……。

　などと考えている間に、エリザベートは荷車のところまで駆かけていってしまう。

「これを運べばよいのか、少年」

「ん？　そうだけど。なんだよ少年って。変なの！」

「む、へ、変か？」

「変だよ。あとその格かつ好こうで仕事するとかおかしいぜ」

「お、おかしいかの？　妾の普段着なのだが」

「わ、妾っ!?」

　マルティンが腹を抱かかえて笑いだし、エリザベートはふくれっ面つらになる。二人の会話をヒヤヒヤして聞いていたユリエルだが、最後には彼女も笑いだしてしまった。

「なんだユリエル。そなたまで笑うことはあるまい！」

「も、申し訳ありません、エリザベートさま。その、まずはお召めし替かえをしましょう」

　エリザベートとマルティンの会話を聞いていると、手を伸ばすことは、案外簡単なのかもしれないと、ユリエルは思えてきた。





　　　　　○






　その後、食料や日用品を運び終えると、キリエがオルソンたちに指示をして食事を作った。残ったメンバーはテーブルなどを用意し、日が落ちる頃には、中庭がパーティ会場のようになっていた。

　気づけば、マルティンを呼びにきた母親や、それ以外の町の人たちも、食べ物や酒を持ち寄って参加していた。中央で焚たき火が焚かれ、皆がそれを囲んで好き勝手に踊ったり、楽器を演奏したりしている。貴族の屋敷で行われるような、お行儀の良い社交パーティではない。農村や小さな町の、飲んで騒ぐ庶しよ民みんのお祭りだ。エリザベートも同年代くらいの子供たちと輪をつくって踊っていた。その姿にはなんの違和感もない。

「…………」

　ユリエルはしばらくそれを眺めていたが、やがて持っていたカップを置いて、宴席から離れた。

　中庭を囲む建物の屋上に人影が見えた。よく見えないが、レインがなにかをしているようだった。ユリエルは建物の中を通り、そこへ向かう。

　レインはずっと寝ていたのだが、準備の途中でユリエルが呼んだのだった。布団に潜もぐり込んで逃げようとする彼に、手伝わなければ夕飯はなしだと言い、無理やり引っ張ってきた。パーティが始まってしばらくは、彼も皆と飲んでいたが、いつの間にか姿が見えなくなっていたのだ。

　そして今、彼は絵を描いていた。

　イーゼルを立て、画が布ふと眼下の宴会の様子とを交こう互ごに見ながら絵筆を走らせている。その筆致は素早い。まるでデッサンをしているようだとユリエルは思った。

　しばらく、彼女はその姿を眺めていた。

　やがて──レインは手を止めて伸びをし、パレットを傍らの台に置く。

　それを見み計はからって、ユリエルは声をかけた。

「レイン」

「やあ、ずっと見てたの？　声をかけてくれればよかったのに」

「邪魔しちゃ悪いと思ったのよ。いくらあなたの絵が落書きみたいにわけのわからないものでも──あら？」

　絵を覗のぞき込んで、ユリエルは思わず声をあげた。












　そこにある絵は、彼女にも理解できる、ちゃんとした絵だった。中央の焚き火を囲んで、楽しそうに踊る人々。エリザベートやキリエ、オルソン、マルティン、ユリエルの姿も見つけることができた。

「ああ、あまりじっくり見ないでほしいな。これは失敗作だから」

「失敗？　どうして？　この前額縁に入れていた絵より、よっぽどマシだと思うけど」

　絵画のよさなどユリエルにはわからない。けれど、少なくとも、キャンバスに絵の具を直接塗ぬりたくっただけのようなあの絵よりは、こちらのほうがいい気がした。

「少なくとも、なにが描いてあるかわかるわ」

　そう付け足すと、レインは渋しぶい顔をした。

「うーん、それじゃダメなんだよ」

「なにを描いているかわからないほうがいいの？」

　ユリエルは首を傾げる。

　絵画というのは、描かれるものの理想的なリアリティと、統制された構図が重視されるはずだ。神話の神々や歴史上の英雄を、理想とされるプロポーションで描き、それらを小物や背景も含め、完璧なバランスで配置する。

　観る者に完全なる世界を想起させる──それが絵画芸術だ、とされている。

　ユリエルがそう言うと、レインは頭をポリポリかきながら唸うなる。

「んー、まあ、ずっとそう言われてきたんだけどね。でもさ、その、いわゆる『美の基準』ってやつは、オストブルク帝国という権威のもとで育った考え方なんだよ」

「それって……」

　先ほどの話と同じだ。

　その権威は〈大陸戦争〉によって崩れ去った。

「それにね──最近、写真が出回るようになってきたでしょ」

「え、ええ。そうね。新聞にも普通に載るようになったし」

　以前は屋内で、肖像画代わりに家族写真が撮影されるくらいだったが、最近カメラが持ち運び可能なほどに小型化した。撮影にかかる時間も短くなっている。

　新帝都でのエリザベート皇女のお披ひ露ろ目め式しきなども、写真付きで大々的に報道された。

「写真があれば、その場にいなかった人間に、ものの外見的特とく徴ちようを伝えることが可能なんだ。絵画はもう、ものを、そのままリアルに描く必要はない」

　たしかに、とユリエルは思う。

　例えば戦場で敵陣地の様子をスケッチする役割というのがある。それだって、カメラがどんどん小型化して、撮影時間が数秒で済むなら、そのほうがいいだろう。しかも、絵より正確なのだ。

「じゃあ──絵を描く意味なんて、なくなっちゃうじゃない」

「そんなことはないよ」

　レインは、自分が描いた絵を見ながら、呟つぶやくように言った。

「外見的特徴を正確に描く必要がない、というのはね、絵にとっては解放だと俺は思うんだ」

「解放？」

「そう。リアリティから離れることで、絵は現実とは違うものを描く自由を手に入れられる。描き手が心のうちに捉とらえた印象をね」

　やっぱり失敗だなぁ、と呟きながら、レインは台の上のものを片付けていく。

　そこに、ユリエルは変なものを見つける。金属製の、小さなチューブだ。

「──ねえレイン。これはなに？」

「ん？　ああ、それは絵の具が入ってるんだ」

「絵の具？」

　ユリエルは首を傾げる。

　絵の具といえば、鉢に顔料と溶よう剤ざいを入れて、混ぜ合わせて作るものだ。

　レインは言う。

「昔ながらの作り方だと、時間がかかるし、すぐに乾かわいてしまうんだ。作業も屋内に限られちゃうからね。俺は外で風景を見て、それをその場で描きたいんだ」

「それで、この道具を考えたの？」

「そう。鍛か冶じ職しよく人にんの──ほら、あそこでマルティンのお母さんと一緒に踊ってる人ね──あのオヤジさんに作ってもらってる」

　ユリエルは呆あきれながらも感かん嘆たんする。

　この男は──自分が描きたいものを描くために、道具から発明してしまったのだ。

「ねえ、レイン。あなた、どうしてそこまでして絵を描くの？」

「……んー、そうだね」

　レインはイーゼルをたたみながら言う。

「このパレットとか筆とかをくれた人がいてね。父親代わりみたいな人なんだけど」

「父親、代わり？」

「ああ。俺、孤児院出身だからさ」

「っ……ごめんなさい」

「気にしないでよ。この時代、親がいない人なんていくらでもいるでしょ」

　レインは苦笑しつつ続ける。

「その人にはたくさんのことを教わった。それこそ、世の父親が教えてくれるようなことから、生きていく術すべ、戦い方──でも、今俺が一番ありがたく感じてるのは、絵の描き方を教えてくれたことだ」

「その人も、レインみたいな絵を描いていたの？」

　だとすれば──彼は絵を描くことで、その養父の影を追っているようなものだ。

　だが、レインは首を横に振る。

「いや、その人が描いていたのはごく普通の風景画だ。俺の絵はあの人とは全然似てない。ただ──そうだな。なんのために絵を描くのかってことを、俺はあの人の隣で知ったんだよ。あの人は──戦場にも絵の道具を持っていった。余裕があればいつもスケッチをしてたなぁ」

「…………」

　ユリエルにはわからなかった。

　そこまでして絵を描きたい理由。その情熱はどこからくるのか。

「なんのために描くって学んだの？」

「一言で説明するのは難しいな。けど、そうだね──」

　レインはユリエルのほうを見て、静かに告げた。




「──自分の知らない時代を生きるためだよ」




　たしかに、その一言では、ユリエルにはよくわからなかった。

　けれど、レインはそれ以上、なにも続けようとはしない。

　ただ、宴うたげの様子を眺める。

　慈いつくしむような、悲しむような、あるいは──羨うらやむような、眼まな差ざしで。













「なるほど……それが事実なら由ゆ々ゆしき事じ態たいだな」

　ユリエルの報告に、ヴァイン元げん帥すいはそう呟いた。

　現オストブルク帝国軍総司令官マクシミリアン・ヴァイン。

〈大陸戦争〉時には〈終戦講こう和わ派〉の急きゆう先せん鋒ぽうとして、策さく謀ぼうを駆く使しして反対派を追い詰めた。

　現在では軍の総司令官──軍事において、皇帝アダルベルト四世に次つぐ地位を有する人物である。

　短く刈った髪の間には、一本の縫ぬい跡あとがある──かつて、砲ほう弾だんの破は片へんが刺ささり、それでも指揮を続けたという。その跡なのだろう。

　小柄だが、全身から威い圧あつ感かんが溢あふれ出ているような迫力があった。

（だというのに……！）

　ユリエルは、自分の横の椅い子すに座るレインを睨にらみつける。座るというか、寝そべっていると言ったほうがいいくらいのだらしなさだ。まるで緊張感がない。

（注意したところで、どうせ無駄なんでしょうけどっ）

　新帝都ベルターブルクの軍本部。その、ヴァイン元帥の執務室だった。

　お祭り騒さわぎの宴うたげの翌日、陸軍本部から、レインとユリエル宛あてに指令書が届いた。エリザベート皇女暗殺未遂事件について詳細を報告するため、至急、新帝都まで出頭するように、とのことだった。ユリエルは渋しぶるレインを引ひっ張ぱり、安全のためエリザベートも共に、ここまでやってきたのだった。馬車で二日の道行である。

　エリザベートも同席していたのだが、先ほど迎えが現れ、皇宮へと連れて行かれた。本人は嫌そうな顔をしていた。きっと父に叱しかられるのだろう。

「レインくんは、なにか気になる点などはなかったかね」

　ヴァイン元帥は、ふと彼に話を振った。

　レインのほうは部屋に入ってからほとんど喋しやべっていなかったが、問われると、あくびのあとに答えた。

「くぁ……そうですね。襲ってきた人たちはみんな、多分なにかの戦闘訓練を受けてますね。素人しろうとじゃない」

「ほう……」

「軍人、元軍人、他国の兵、傭よう兵へい──そんな可能性がありそうですね」

「なるほどな。君が言うのなら、たしかなのだろう。調べてみよう」

「まあ、お好きに……」

　と言って、レインはまたあくびをする。

　ユリエルはそのやりとりを見て奇妙な気分になる。

　ずいぶんと親しげに感じられた。まるで旧来の友人のような雰ふん囲い気き。それに、ヴァイン元帥は、レインをかなり信頼しているようだ。レインのほうも、エドゥアルト宰さい相しようと会話していたときのような敵てき愾がい心しんを見せたりはしない。

（…………）

　エドゥアルトとヴァインは、共にアダルベルト四世の忠臣で、〈終戦講和派〉の人間だった。

　しかし戦後、帝国の方向性をめぐって二人は対立している。

　エドゥアルトは、皇帝の権力を強め、他国に対し帝国の威い信しんを示すべきだと主張する〈護帝派〉だ。帝国の権威を証する〈三種の帝宝トライ・レガリア〉を求めるのもそれが理由だろう。

　一方のヴァインは、皇帝への権力偏へん重ちようを改めるべきとする〈民主派〉である。他国に対しては、皇帝権の伝統ではなく、軍事力をもって対抗すべきと主張している。

　そして現在、帝国政府はエドゥアルト派とヴァイン派に分かれていた。

（けど──レインのことだから、エドゥアルト閣かつ下かの考えが気に入らないから、反対派のヴァイン元帥と仲良くしている、なんてことはないだろうし）

　と、ユリエルが考え込んでいる間に、レインと元帥の会話は終わっていた。

「ふたりとも手間を取らせてすまなかったな」

「い、いえ、とんでもありません！」

　ユリエルは立ち上がって敬礼する。

「ふぁ……じゃあもう行っていいですね」

　レインはそのままひょこひょこと執務室を出ていく。

「あ、ちょっと──」

　とユリエルは彼を追おうとしたが、途中で立ち止まった。

　振り向けば、元帥はすでに執務机のほうに戻って仕事をしようとしていた。

「あの……」

　ユリエルは、レインが出ていったのを見てから、ヴァインに呼びかける。

「どうしたのかね、クルツシルト大たい尉い」

「……元帥閣下は、レインと──カーリタス少佐とお知り合いなのですか？」

「そうかしこまらなくていい」

　ヴァインは仕事の手を止め、ユリエルのほうを見た。

「彼は……そうだな。私の古い友人の部下だった」

「！　もしかして、そのご友人というのは、ヴィンケルマンという名前ですか？」

「……そうだ。レインくんに聞いたのかね」

「その……ええ、そうです」

　マルーセルの地下水道での遭そう遇ぐうをどう説明すればいいのかわからなかったので、ユリエルはそう答えた。

　ヴァイン元帥は目をわずかに細める。

「レインくんが彼の話をするとは意外だな……そう、ハインリヒ・ヴィンケルマン。レインくんの育ての親であり、私の親友だった」

　ユリエルは息をのむ。

　育ての親──それは先日レインが言っていた、絵の描き方を教えてくれたという者のことではないか。

　だが、ヴァイン元帥はさらに衝撃的な言葉を口にした。

「君のお父上──ミヒャエル・クルツシルトも含ふくめて三人でね。軍学校の同期だった」

「父も……？」

　初めて聞いた話に、ユリエルは目を見開いた。

　父は、そういうことをユリエルに話す時間を持たぬまま、死んでしまったのだ。

　ヴァインはユリエルに向けて頷き、続けた。

「〈大陸戦争〉が激しさを増す中で育った我々は約束した。何があろうと、どんな手を使おうと、必ずこの帝国に平和をもたらそうと。我々はその目的に向けてそれぞれの道を歩んだ。私はとにかく戦争を終わらせるため動いた。ミヒャエル・クルツシルトは帝国の意思を統一するために権力を手に入れた。ハインリヒ・ヴィンケルマンは帝国内の腐敗を正すため行動した。我々は、それぞれの方法で帝国を救おうとしていた」

　だが──とヴァインはわずかに視線を落とした。

「残念ながら、あの時代の流れは個人の意志で動かすには速すぎた。意志は押し流されてしまった」

「それはつまり……」

「君の父は、時代の暗き淀よどみに呑のまれた。ヴィンケルマンは赤き血に染そめられた。どちらも、時代のうねりを乗り切ることができなかったのだよ。私は運良く岸きし辺べにたどり着けたに過ぎん」

　沈ちん痛つうな面持ちのヴァインに、ユリエルはしかし、別の思いを抱いだいていた。












「もしかして……父の死の真しん相そうをご存知なのですか？」

「あ……いや、そうではない。思わせぶりな言い方をしてしまった。戦時の混乱の中の出来事だ。分かっているのは、彼の死因が毒殺であったことくらいか」

　ヴァインの表情が、どこか気まずそうに動いた。

　しかしユリエルは、このときにはそれをさして気にせず、別の質問を重ねていた。

「……そうでしたか。あの、もう一人の、ヴィンケルマンという方は今どちらに？」

　無む駄だかと思いつつの質問だった。

　わからない、という答えが返ってくると思った。

　なにしろ、今その男は、エリザベート暗殺犯の仲間なのだ。それを知っていて、ヴァイン元帥が今のような口ぶりで彼のことを語るはずがない。

　しかし──彼の答えは、全く想定外のものだった。

「レインくんから聞かなかったのかね？」

　ヴァイン元帥は、今度は不思議そうな顔をして告げた。




「彼は亡くなったよ。〈大陸戦争〉終結の直前にね」





　　　　　○






　それ以上なにも問うことはできず、ユリエルはヴァイン元帥の執務室を出た。

（──すでに死んでいる？）

　だがエリザベート暗殺の一いち味みにいた男は、たしかにヴィンケルマンと呼ばれていた。レインも、彼を『隊長』と呼んでいたのだ。

　見間違いか？　それとも死亡したというのが誤情報なのか？

　それらの疑問をヴァイン元帥にぶつけることはユリエルにはできなかった。なにが起きているのか、わからない。余よ計けいなことを口にすれば、自分の身も危あやうくなるかもしれない。

「……レイン？」

　廊下に出て、彼の姿を探す。

　しかし、そこには見張りの兵士がいるだけだった。

「あの、カーリタス少佐は？」

「はっ。少佐殿どのから伝言を授さずかっております」

　兵士は敬礼すると、クソ真ま面じ目めにレインの口調を真ま似ねて言った。

「『ちょっと野や暮ぼ用ようがあるから先に行くね。ホテルに戻ってて。じゃねー』だそうでありますっ」

「あいつは……っ！」

　ユリエルはその場で地じ団だん駄だを踏みたくなった。

　訊ききたいことが山ほどあるというのに。野暮用と言ったって、どうせどこかで隠れて昼寝でもするつもりだろう。

　怯おびえた表情の兵士を置いて、ユリエルはその場を去った。

（いいわよ。だったら、自分で調べるから）

　荒い足取りで向かうのは、軍本部の建物内にある資料庫だった。

　軍の資料閲えつ覧らんは、階級による制限があり、上官の許可が必要なものもあるが、通常資料は誰でも閲覧できる。

　尉官以上の軍人の職歴などは、通常資料だ。

　ユリエルは膨ぼう大だいなファイルから『ＷＩＮヴイン』の項目を探す。

「ヴィンカ……ヴィンフト……ヴィンケルマン……あった」

　ハインリヒ・ヴィンケルマンの名を見つける。

『最終の階級は大尉。

　帝室直属特務部隊隊長。

　国家要人殺害の末自殺。戦後裁判で国家反逆罪』

　そんな味気ない文字列がユリエルの脳を叩いた。

「帝室直属、特務部隊……っ？」

　それは俗ぞくに『暗殺部隊』と呼ばれた帝国の暗部だ。

　帝室にとって都合の悪い人間を、正当な裁判を経へることなく葬ほうむり去さる闇の処刑人。

　ヴィンケルマンがその隊長で、レインが部下だったならば──。

（レインも、暗殺部隊に……？）

　ユリエルの脳裏に、戦闘時の彼の振る舞いが蘇よみがえる。あれは──軍人ではない、しかし確実に訓練を受けた人間のそれである動きは、暗殺者のものだったのか？

　それに、風呂場で偶然見てしまった彼の身体からだの傷──あれは、暗殺者としての訓練や戦闘の結果なのではないか。

　だが──。

（特務部隊は、〈大陸戦争〉の後期にはほとんど機能していなかったはず……）

　ユリエルはさらに文字を追った。

「事件の詳細については、資料［Ｂ‐５６７］を参照……」

　クラスＢの資料は、佐官以上でなければ閲覧できない。

　大尉のユリエルでは無理だ。

　ユリエルはファイルを戻し、資料庫を出た。

（機能していなかったはずの特務部隊……閲覧制限のある事件……あなたは、なにに関わっていたの？）

　頭の中で、無数の言葉が飛び回り、勝手に結びつき、想像を膨ふくらませていく。

　先ほど、ヴァイン元帥は『ヴィンケルマンは赤き血に染められた』と言っていた。

　それはきっと、この事件のことを言っていたのだろう。

　それでは、父のことはなんと言っていた？

「時代の……暗き淀み……」

　帝国の暗部──特務部隊。

　そして、そのことを口にしたときの、ヴァインの奇妙な表情をユリエルは思い出す。

　あれは──言うべきではないことを、言うべきではない相手に告つげてしまったときの顔ではなかったか？

　ヴァイン元帥が──帝国軍総司令官たる彼が、ユリエルになにを隠すのか。

　彼と自分との接点は、父を除のぞけば──一つしかない。

（そんなことって……）

　不意に、記憶が蘇る。




　──戦場ではない場所で毒殺され、その犯人の捜索もされないまま、まるで戦争が長引いた原因のような扱いを受けて──。




　レインは、ユリエルの父について、そう言っていた。

　だが、父が毒殺されたことは、クルツシルト家の人間、それにごく一部の軍関係者しか知らない。彼の死は、公式には病死となっている。

　──マルーセルへ向かう汽車で、違和感を覚えたのはこのことだ！

　父の死因を知る者は、家族と一部の軍関係者、そうでなければ──実行した人間だ。

　ヴァインの『暗き淀み』という特務部隊を示し唆さするような言葉。気まずげな態度。

　もしかして──。




　父を殺したのは、レインなのでは？





　　　　　○






　雑貨屋でタバコを買ってから、レインは郊外の墓地へ来た。

　黒いパッケージにはユリの花が描かれていて『ＢＬＡＣＫ　ＬＩＬＹ』と文字が並んでいる。アルビオン産のタバコらしい。

　草ぼうぼうの墓地を歩き、管理人に教えてもらった場所へ向かう。

　ここへ来るのは初めてだったが、ひどい荒れようだった。

「ま、仕方ないんだろうけど」

　ここは身寄りのない人間が葬られる共同墓地だった。本来なら軍が管理する墓に入れるような人間でも、国家反逆罪を適用されてはどうしようもない。

　目的の墓石はボロボロだった。

　ハインリヒ・ヴィンケルマンの名も、かろうじて読めるが、かなり削けずられている。自然に削れたという感じではない。誰かがいたずらしたのだろう。先ほど会った、腰の曲がった管理人では、それを止めることもできまい。

　レインはタバコの封を切ると、口にくわえ、マッチで火をつける。それから、吸い込むことなくそれを墓の前に置いた。

　レイン自身はタバコを吸わない。隊長が、絶対にやめろと言って吸わせてくれなかった。どういうつもりだったのか、いまだにわからない。

「……まさか身体に悪いからやめろってわけでもなかっただろうし」

　レインは苦笑する。

　死んだ人間のことなどわからないのだ。

　今はまだ、多くの人間があの事件の真相を知っている。しかし、やがて彼らも死に、ヴィンケルマンの情報は軍が管理する資料のみとなる。そこにある記録は、秘ひ匿とく資料ですら事実ではない。

　そうして主観が排はい除じよされたあとに、偽いつわりの記録が客観的真実として残される。そんな記録がさらに選別され、積み重ねられたものが歴史だ。

　結局のところ、歴史もまた主観でしかない。

「……さてと」

　しばらくしゃがんだままタバコから立ち上る煙を眺めていたレインは、おもむろに立ち上がった。

　ただ墓参りをしにきたわけではなかった。

　レインは、持ってきていたスコップで足元の石を持ち上げた。てこの原理で少し浮かせ、そのまま横に滑すべらせる。その下には空間があって、棺ひつぎが納められていた。

「これでピラミッドよろしく財宝でも出てきてくれりゃ楽しいんだけどなぁ」

　軽口を叩きながら、レインはスコップを木もつ棺かんの縁ふちに叩きつけた。すでに朽くちかけていた木の蓋は簡単に割れる。手を隙すき間まに差し込み、蓋をこじ開けた。

「…………どうやら」

　レインは目を細め、呻うめくように呟いた。

　棺の中は空からだった。

「偶然同じ名前のそっくりさん、なんて可能性はなくなったみたいだね」





　　　　　○






　ユリエルがホテルに戻る頃には、すっかり日が落ちていた。

　あれから、自分でも閲覧可能な範囲でさらに調べたが、ハインリヒ・ヴィンケルマンと暗殺部隊について詳しいことはわからなかった。ヴィンケルマン以外の部隊員はいないことになっており、レイン・カーリタスという名もどこにも見つけられなかった。

　ユリエルの中には疑問だけが残った。

（こうなったら、もう直接訊くしか……）

　自分の部屋に戻る前に、レインの部屋へ行く決心をする。

　あなたが父を殺したのか──その質問を口の中で何度も呟きながら、フロントへ向かう。自分の部屋番号と名前を告げ、キーを受け取ろうとしたところへ、フロントマンが言ってきた。

「ユリエル・クルツシルトさま、お連れさまからお手紙をお預かりしております」

「え？」

　封筒を渡される。その場で開けると、中には便びん箋せんが入っていた。




『急用ができたので先に美術館に戻る。君はもう少しゆっくりしていくといい』




　完全に肩すかしを食らって、ユリエルはその場に倒れそうになる。

　フロントに手をついて、なんとか持ちこたえた。ユリエルはキーをフロントに残し、ホテルを飛び出した。だが、外に出たところで、レインの姿があるはずもない。

　疑惑が渦うず巻まく。

　レインはなにかを察さつしたのでは？

　例えば──ユリエルとヴァイン元帥の会話を廊下で聞いていて、初めから逃げるつもりで見張りの兵士にあんな伝言をしたとか。

　だとすれば……。

（本当にレインが、お父さまを……？）

　根こん拠きよのない想像だ。

　そう思っても、止められるものではない。




「どうしたのだ、ユリエル。このようなところで」




　不意に呼びかけられ、ユリエルは顔を上げた。

　エリザベートがこちらへ歩いてくるところだった。道路脇には、馬車が止められている。どうやら、皇宮から戻ってきたらしい。そういえば、三人で夕飯を一緒にとる予定だった。

「なにがあった？　泣いているのか」

「え……」

　言われ、ユリエルは自分の頰に手を当てた。

　指の先が濡ぬれる。

　本当に、自分は泣いていたらしい。

　悲しいから？

　悔くやしいから？

　寂さびしいから？

　そのどれもが正解のようで、どれもが間違っている気がした。

「エリザベートさま……」

　姿勢を正せと心の中で声が上がる。

　片膝をつき、背筋を伸ばし、敬礼をしろ。

　ユリエルの中に染み付いた、軍人の本能のようなものが叫んでいる。

　しかし、彼女の身体は言うことを聞かない。

「ユリエル、聞かせてくれ。なにがあった？　レインのことか？」

「エリザベートさま……っ！」

　そのまま、歩み寄ってきた彼女に、ユリエルはしがみつくように触ふれた。







　エリザベートはユリエルを馬車へと連れ込んだ。

　ひとしきり泣いて落ち着いたユリエルは、ゆっくりと語る。父のこと、ハインリヒ・ヴィンケルマンという男のこと、暗殺部隊のこと、レインのこと──。

「ふむ……なるほどな」

「帝国騎士として恥はずべき態度でした。申し訳ありません」

「そんなことは気にするな。むしろ、妾わらわは嬉うれしいぞ。ほら、なんというか、友達みたいではないか」

　どこか、少し照れくさそうに微笑ほほえむエリザベート。

「殿でん下か……」

　ユリエルも、思わず笑みを浮かべる。

　エリザベートは満足げに頷くと、パンと手を打った。

「では、やることは決まっているな」

「は？」

「は、ではない。追うのだろう、レインを」

「お待ちください殿下！」

　声をあげたのは、馬車の外にいた護衛の兵士だった。

「まさか、また旧帝都へ行かれるおつもりですか？　そんなことをすれば、また陛下に叱られますよっ。殿下が、クルツシルト侯こうとカーリタス殿どのにお世話になったご挨あい拶さつをなさりたいと仰おつしやるから、外出をお許しいただいのでしょう？」

「なにを言う！　そのレイン・カーリタスがいないから追いかけると言っているのだ。観念しろ、ゴルティゴ。あまり文句を言うと、そなたが妾を誘拐したことにするぞ」

「そんなぁ……」

　情けない声を上げる護衛兵は、どうやら、しょっちゅうエリザベートの『わがまま』に振り回されているようだった。

　ユリエルは苦笑する。まったく、この皇女殿下にはかなわない。

「さあ、行くぞユリエル」

「はい、エリザベートさま」

　ふたりを乗せた馬車は、夜の帝都を出発した。













　早はや駆がけさせた御ぎよ者しやに多めに金を渡し、レインは美術館の門をくぐる。

　新帝都から一日、休みなく馬車を乗のり継ついで飛ばしてきた。

（変だな……）

　日が沈しずんで、あたりは暗い。なのに、館のどこかに明かりが灯ともっている様子がない。

　今ここには、キリエとオルソンたちが生活しているはずだが……。

　レインは無言のまま、足音を立てずに館内に向かう。

　意識せずとも、身体からだは状況に対応した。

（むしろ、だいぶ前からこうだよなぁ）

　初めにこの感覚を取り戻したのは、アルブレヒト伯爵家でのことか。だが、あのときは殺すどころか怪け我がを負おわせることもないように、自分の動きをかなりセーブした。

　きっかけは、やはりマルーセルの地下水道での戦闘だろう。

　久しぶりに人を殺した。

　そのときから、まるで自分だけが五年前に戻ってしまったような感覚が離れない。

　あの部隊では、作戦行動中も日常生活を送っているようなふりをすることがあった。逆に、普段の生活で戦闘時と同等の緊張を強いられることもあった。生きていることそのものが、常に死と隣となり合あわせにあったのだ。その感覚に、どうしても引っ張られてしまう。

　あらゆる行為が表面をなぞるだけのようになる。

　だから、先日の宴うたげの絵はあのザマだった。ユリエルは他の絵よりマシと言ってくれたが、それはあの絵が、あの光景の表面だけを描いたわかりやすい絵でしかなかったからだ。

　もちろんレインも、そういう絵が悪いとは思っていない。

　ただ、自分が描きたいのはもっと──。

（──これは）

　館の奥、回廊に取り囲まれた中庭の光景を見て、レインは舌打ちする。

　庭の中央に大穴が開いていた。生おい茂しげっていた草木が刈り取られ、その下の土が掘ほり返かえされ、さらに下に積まれていた石いし畳だたみもどけられ、洞どう窟くつの入り口のような穴が姿を現していた。

　その穴の傍かたわらに、縁の絵の具の剝はがれた絵が打ち捨てられている。

　レインは顔をしかめつつ、その絵をとりあえず屋根のあるところに移してから、保管庫に向かう。

　保管庫の扉も開け放たれていた。

（……美術品の管理はちゃんとして欲しいよなぁ）

　中庭にあったあの絵を持ち出した人物が杜ず撰さんだったのだろう。

　そして保管庫の床にも、一枚の絵が落ちていた。旗を掲かかげ持つ勇ゆう壮そうな女騎士を描いたタニキス・アングルの歴史画。アルブレヒト伯爵家で発見した絵だ。

〈三種の帝宝トライ・レガリア〉の一つである〈大たい帝ていの肖しよう像ぞう〉を隠すため、重ねて額がく縁ぶちにおさめられていた一枚。

　両者を貼はり合あわせていた糊のりは無理やり剝がされたらしく、後ろ側の絵の一部がこちらの画布に残ってしまっている。

「ひどいことをする……」

　レインは思わず呟くと、歴史画を元あった台に戻し、保管庫を出た。

　中庭に戻ろうとしたところで物音が聞こえることに気づく。離れになっている風呂小屋からだ。そちらへ向かい、警けい戒かいしつつ小屋の扉を開けると、人が転ころがり出てきた。

「んー！　んー！」

「なにしてるんだ、君たちは」

　オルソンたちだった。全員、手足を縛しばられ、猿さる轡ぐつわを咬かまされ、狭い小屋に押し込められていたのだ。

　レインが猿轡を外してやると、オルソンが嗄かれた声で言ってくる。

「すまねえ。全員なんの役にも立たずに、眠ってる間にこのザマだ。まさか──」

「キリエが裏切ったんだろう？」

　レインの言葉にオルソンは目を丸くする。どうやら当たりだったようだ。

「なんで知ってるんで？」

「裏切ったというか、初めからそのつもりだったのかな。まあ、この状況を見ればわかるよ。彼女は俺じゃなくて、宰さい相しよう閣かつ下かの部下だからね」

　宰相ヨハン・エドゥアルト。帝室美術総監である彼が、レインとユリエルに〈三種の帝宝〉を探すよう命じてきた理由。

「ユリエルには与よ太た話ばなしだなんて言ったけど、まさか本当に──」




「私がどうかしたの、レイン？」




　館のほうから声がして、レインとオルソンたちは視線を向けた。

　ウルトラマリンブルーの軍服をまとった少女が立っていた。

「ユリエル……」

「妾わらわもいるぞ」

　うしろからエリザベートも姿を現す。

　レインは呆あきれのため息をついた。

「けっこう急いで戻ったんだけどなぁ……」

「帝室お抱かかえの馬を見くびってもらっては困るな」

　エリザベートは得意げに胸を張った。

「なるほど……それで、なんでそんなに急いでたんでしょうかね──うわっ」

　軽口を叩くように言うレインに、ユリエルがつかつかと歩み寄ってきた。そのまま、すらりと軍刀を抜き放って、切っ先を突きつけてくる。以前──出会ったばかりのときよりは距離を取っていた。

　ユリエルは静かに言い放つ。

「……レインは、私から逃げるために急いで戻った、わけではないみたいね」

「なんの話かな？」

「ヴァイン元げん帥すいから聞いたわ。ハインリヒ・ヴィンケルマンという男──あなたの上官だった人のことを」

「…………」

　レインは動かない。

　ユリエルも、周りのエリザベートやオルソンたちも、まるで時が止まったかのように身じろぎひとつしない。

「聞かせて、レイン。あなたの過去を。いえ……すべて話してほしいなんて言わない。けど、これだけは教えてほしい。父を──」

　軍刀の切っ先がかすかに震ふるえた。




「父を殺したのは、あなたなの、レイン？」




　レインは──まっすぐにユリエルを見み据すえる。

　隙すきのない、正確な構かまえだ。こちらを見つめる青い両眼にも、迷いは感じられない。だが……それゆえに、かわすのは容易たやすいだろう。

「……前に、言ったよね。俺に武器を向けたりしないでって。さもないと、ひどいことになるからって」

「ええ、憶おぼえているわ。もちろん」

　ユリエルは答える。

「だから向けているのよ。あなたに武器を向けるのがどういうことかわかったからこそ、ね」

「なるほど……」

　以前向けられたときは不意打ちだった。身体が反射的に動いて、防衛行動をとった。

　だが、今回は──。

「そういうことなら、俺の答えはこうだ」

　そう言って、レインはユリエルに背を向けた。

「っ！」

「いちおう答えておくと、君のお父上──ミヒャエル・クルツシルト侯こうを殺したのは俺じゃない。帝室直属特務部隊の誰かでもない。だが、それを証明する手立ては今の俺にはない。君がこの答えで満足できなければ、その刃やいばをそのまま突き立てればいい。俺はそれを──受け入れよう」

　死にたいわけではない。償つぐないだの報むくいだの、そんなくだらないことを考えたわけでもない。ただ、レインが暗殺部隊の隊員だったと知ってなお、刃を向けて問うてくる彼女に、答える術すべは他にないと思っただけだ。

　ユリエルはレインの背中に声をかけてくる。

「……父の死因が毒殺だと知っていたのはなぜ？」

「ヴィンケルマン隊長が死因の特定のために呼ばれて、俺もそれに同行したからだ」

　レインは正直に答える。

　彼女がそれを信じる理由も、やはりない。

　だが、ユリエルは──。

「──いいわ。信じるわよ。今のところはね」

　軍刀を鞘さやに収める音。

「そりゃありがたい」

　レインは振り返った。

　ユリエルは気まずそうに視線を逸らし、金色の髪を指先で弄もてあそんでいた。

　先ほどの勇ゆう壮そうさは欠片かけらもない。まるで告白を終えた乙女おとめのようなその姿に、レインは思わず苦笑した。





　　　　　○






「──それで、どういうことなの、これは？」

　ユリエルは改めてレインに問う。

　掘り返された中庭。洞窟の入り口のような大穴。拘こう束そくされていたオルソンたちに、姿の見えないキリエ。これだけ状況がそろえば、ユリエルにもなにが起こったのか想像はできた。だが──詳細まではわからない。

　レインが口を開く。

「エドゥアルトは、帝位を『本来の継承者』に戻そうとしている。そして、そのために魔法兵器としての聖剣を欲していたんだ」

　魔法兵器という荒こう唐とう無む稽けいな言葉に、その場にいた者は戸と惑まどいを隠せない。しかしレインは苦笑しながら、

「信じられないかもしれないけどね。もう一つの魔法兵器である帝てい笏じやくがすでに彼のもとにあって、それが使われた痕こん跡せきがあるんだ。となれば実在を認めるしかないだろう？」

「魔法兵器が使われた痕跡……そんなのいつ……？」

「マルーセルの地下水道のときだ」

「え……」

　そう言われても、ユリエルにはわからない。

　だが、レインは話を先に進めていく。

「エドゥアルトがすでに帝笏を持っていて、この美術館には肖像がある。そして、マルーセルで確保した聖剣が偽にせ物ものであるとわかった時点で、エドゥアルトが動く条件は整ったんだよ。そしてここに来て、肖像も不要であると彼は判断した」

「なぜ肖像が彼にとって不要だとわかるのだ？」

　エリザベートが問う。

「それはですね、こんな扱あつかいだったからですよ」

　レインは苦笑すると、回廊のほうへ歩いていき、そこに立てかけてあった絵を示す。

「ひどい……」

　ユリエルは思わず悲痛な声をあげた。

　その絵は、縁の絵の具が剝がし取られたようになくなっていた。

「これが〈大帝の肖像〉なの？」

「そうだよ。タニキス・アングルの『国王の前の聖女』をカモフラージュにして隠されていた、初代皇帝ヨーゼフ一世の肖像画だ」

　場面は、洞窟の中のようだった。そこに、白い髭ひげをたくわえた、強きよう壮そうな男が立っている。出口があるらしい左から差し込む光で、その顔は輝いている。手には赤い宝石を乗せた笏しやく杖じようを持っていた。

　彼の背後にはもうひとり男がいる。淡い筆使いで描かれた翼を背に持ち、大帝に向かって大剣を差し出している。神の使いなのだろう。剣は鞘がなく、刀身には見み慣なれぬ文字が書かれている。それは、レインたちがマルーセルで確保した剣によく似ていた。

　絵全体には煙が立ち込めていて、それが差し込む光を反射させ、どこか幻想的な雰囲気すら生み出している。

　エリザベートが呟いた。

「──すごいな。肖像画というより、歴史画のようだ。大帝の権けん威い神しん授じゆの場面を見事に描いている」

「ええ。これは肖像画ではないでしょう。しかし、単純な歴史画ともまた違う。この絵は、あるふたつの明確な目的のもとに描かれている」

「どういうこと？」

「ひとつはあとで説明するとして、今大事なのは──この絵は〈白はく銀ぎんの聖せい剣けん〉の場所を示す暗号になっているんだ」

「え……」

　ユリエルは息をのみ、絵を眺ながめてみる──が、さっぱりわからない。

　横から、オルソンが絵を覗のぞき込こんで言ってくる。

「言われてみりゃあ……これ、地面の描き方が不自然じゃねえか」

「目ざといなぁ。そのとおりだよ。この洞窟の地面は地図になっている。そして表されているのはこの美術館、というより、旧皇宮だね」

「！　……たしかに」

「そして、天使らしき男が差し出している聖剣の切っ先に花びらが落ちているだろう？　そこはどの辺りだい」

「ここが入り口で、ここが裏手よの……だから」

　エリザベートが指で地図をなぞっていく。

　オルソンが結論を告げた。

「……この、中庭だな」

「そう。そして決定的なのがこれだ」

　と、レインは足元にあった石畳のひとつを足で軽かるく蹴けった。

　そこには、絵に描かれたのとそっくりな形の花びらが刻きざまれていた。

「連中は──これだけの穴を掘ったんだから、エドゥアルトとキリエ以外にも複数の人間がいただろうね──この絵を見て、聖剣を手に入れるためにここを掘ったんだ。絵自体の価値は彼には不要で、その情報だけがあればよかった。だからこんなことをしたんだ」

　そう告げるレインの顔に、一瞬だけ怒りが覗いたように見えた。

　だが、レインはすぐに、おどけるように両手を広げて告げる。

「さて──それじゃ、聖剣探索ツアーに出発しようか」





　　　　　○






　結局、全員がレインについていくことになった。

　中庭に開いた穴を降りると、すぐ下が階段になっていて、そこからさらに地下へと下る。美術館は小高い丘の上に建っている。その丘の中に、この洞窟があるということになるだろう。

「あの、レインの兄貴」

　と、ランプを持って先頭を歩くオルソンが、すぐうしろのレインに問う。

　ちなみに、ユリエルはエリザベートと並んでレインのうしろを歩き、さらにオルソンの部下たちが続いている。

「なんだい」

「聖剣と帝笏が魔法兵器って話でしたけど、マジなんですかい」

「うん。おそらくはね」

「俺も、ガキの頃にゃ信じてましたけどね。この大陸がオストブルク帝国に統一される前の戦乱の時代、それよりさらに昔の大昔、そこには魔法文明が栄えていて、巨人ネフイリムを使し役えきして、優雅な暮らしをする古代人がいた──なんて」

「『オストブルク記』に最初の記述がある皇元前千年より前のことだな」

　エリザベートが言う。

「とすれば、今から三千年以上昔の話だ。たしかに、その時代の遺跡は大陸各地から発見されておるし、そこから〈巨人ネフイリムの破は片へん〉と呼ばれる赤い鉱石が見つかるが──それがどのような文明だったのかは解明が進んでおらん」

「おっしゃるとおり。魔法文明なんて話がどこから発生したのかはわからないけど、普通に考えればそれは与太話ですよ。けど、実際にそれが使われたらしいとなれば、否定するわけにはいかないでしょう」

　レインが肩をすくめる。

　ユリエルは指先で髪をいじりながら言った。

「さっきも聞いたけど、いつそんなことがあったのよ。前は魔法なんてないって言ってたくせに」

「──死者の蘇そ生せい」

　レインは簡かん潔けつに答える。

　エリザベートとオルソンたちは、意味がすぐに理解できなかったのか、ぽかんとしていた。ユリエルだけは、即座にそれを理解する。

「それって、ヴィンケルマン……」

　呟きに、レインは頷いた。

「〈赤せき玉ぎよくの帝てい笏じやく〉が起こす魔法はおそらくそれだ。俺は、それで蘇よみがえった死者に出会っている。多分ね」

　それで──レインは魔法があることを認める気になったのだ。マルーセル行きの列車の中では完全に与太話としか思っていなかったのに。

　だが──その事実は、新たに別の事実を導いていないだろうか？

　ユリエルの疑問を置いて、レインは続ける。

「〈赤玉の帝笏〉について伝説はなんと称しようしていたかな。赤い宝玉が昼も夜も戦場を照らし、兵士たちを鼓こ舞ぶした。そしてヨーゼフ大帝は〈統一戦争〉に勝利し、帝国の礎いしずえを築いた──だったね。兵士たちを鼓舞？　そんな生なま易やさしいもんじゃない。帝笏は戦死者を蘇らせたんだ。死んだ敵も味方も叩き起こして、意思のない屍しかばねの状態で無理やり戦わせた。痛みも感じず、いくらでも供きよう給きゆうされる兵士たち……そりゃ負けるはずがないよ」

「それは……」

　エリザベートが息をのむ。

「そう、死者の蘇生なんて言い方は取とり繕つくろいですね。より正しく言うならば、帝笏の魔法の正体は『死体を操あやつること』だと思われます」

「待って！」

　ユリエルはたまらず声をあげる。疑問を棚上げにしておく気にはなれなかった。

「その帝笏をエドゥアルト閣下が持っているなら、つまりエリザベートさまを暗殺しようとしていたのは──」

「うん、エドゥアルトの部下ってことになるね」

　レインはあっさりとそう告げた。

「そこで俺たちが鉢合わせしてしまったのは、多分向こうも計算外だったんだろうね。おそらくだけど、部下は部下でお姫さんを追っていて、たまたまマルーセルに来てしまった。俺とヴィンケルマン隊長を出会わせる予定は、彼らにはなかった」

「なんで宰相閣下が、皇女殿下の命を狙ねらうのよ？」

　ユリエルは困こん惑わくする。エドゥアルトは〈護帝派〉の代表だ。その彼が、皇族を暗殺しようとするのは理り屈くつに合わない。

　だが──レインは皮肉げな笑みを浮かべて言った。

「だから、初めに言ったじゃない。彼の目的は、帝位を『本来の継承者』に戻すことだって」

「それって……つまり、前皇帝のルドルフ三世陛下に──」




「危ねえ！」




　オルソンがユリエルの言葉を遮さえぎった。

　同時に、キィン、と金属音が響く。レインが、いつの間にかナイフを構えていた。足元には、たった今弾はじいたらしい別のナイフが落ちている。

　ゆらゆらと揺ゆらめくランプの明かり──その圏けん外がいの暗闇から音も立てず、黒い塊かたまりが飛び出してきた。

「──っ！」

　ッギィン！　と先ほどよりも派手な金属音。

　レインと黒い服をまとった男が向き合っていた。男が振り下ろしてきたナイフを、レインが横向きに受けたのだ。

　硬そうな髭ひげに、傷の入った頰と、左目を隠す眼がん帯たい。それはマルーセルでレインと対たい峙じした相手だった。

　──ハインリヒ・ヴィンケルマン。

　彼はわずかに身を引くと、反対の手に握にぎったナイフをレインに突き込んだ。横にかわすレインを追うようにナイフは走る。レインはかろうじてそのナイフを弾いた。

　やはり──レインがわずかに押されている。

　死してなお、ヴィンケルマンのほうが、戦闘技術が上なのだ。

「レイン……」

「ぐ……離せっ」

「っ!?」

　ふたりの戦いに注視していたユリエルは、傍らの声に視線を向ける。

　エリザベートが、いつの間にか現れたメガネ男にうしろから拘束されていた。

　それを見て、ヴィンケルマンは即座にレインから離れる。どうやら、皇女を確保するための奇襲だったらしい。

　そして──。

「殺さないでくださいよ。どうやら今の我々には、彼女が必要なようですから」

　洞窟の奥から、明るい色の三みつ揃ぞろいのスーツを着た、穏やかな笑みの男が──。

　帝国宰相ヨハン・エドゥアルト公爵が、キリエを伴ともなって姿を現した。













「いざとなれば、この人質を使えるかと思ったのですが、必要なかったようですね」

　あくまで落ち着いた口調で告げるエドゥアルト。その横に立つキリエの腕には、拘こう束そくされたマルティンが抱かかえられていた。

「──！　──！」

　猿さる轡ぐつわをされている彼は、こちらの姿を見てもがく。

「キリエ！　あなた、どうして……裏切ったの!?」

「奇妙なことを仰おつしやいますね、ユリエルさま。わたくしは初めから、ヨハンさまの使用人でございますよ」

　なんでもないことのように告げるキリエに、ユリエルは歯は嚙がみする。

「さて、殿でん下かはこちらへお越し願いましょうか。他の者たちも来るといい。歴史の目撃者になれる」

　エドゥアルトがそう告げ、背を向けて歩き出す。メガネ男がエリザベートを引き立てるように続いた。

「レイン……なんとかならないの？」

　ユリエルが問うと、レインは肩をすくめて答えた。

「残念ながら俺は、人を助けるために戦うような訓練は受けてないんだ」

　いつもの口調。だが、どこか悔くやしげな声にユリエルには聞こえた。







　洞窟はさらに下り坂が続き、左右に湾わん曲きよくしながら伸びていた。

　ユリエルはずっとメガネ男の隙すきを窺うかがっていたが、その横にヴィンケルマンが付つき従したがっていたため、余よ裕ゆうはまったく生まれなかった。さらに、途中で待機していた兵士たちが合流し、レイン、ユリエル、オルソンたちに銃じゆうを突き付け、全員が監視付きで連行される形となった。

　ヴィンケルマンを操あやつっている〈赤せき玉ぎよくの帝てい笏じやく〉は見当たらない。兵士の誰だれかが持っている様子だったが、それを探れるほど自由に行動させてはもらえなかった。

「──どういうつもりだ、エドゥアルト公」

　エリザベートが口を開いた。

「そなた、妾わらわの命を狙ねらっていたのではなかったのか？　殺すならば、一思いにやればよかろう。他の者を巻き込むなど……」

　エドゥアルトは薄く笑みを浮かべた。

「偽にせの血筋といえど、潔いさぎよさは皇族ですか。ですが、その偽物の薄汚い血が、今は必要なのですよ」

「偽の……？　どういうことだ。たしかに父上は前皇帝ルドルフ陛下の弟だ。だが、歴史上、兄弟が帝位を継ついだことなど幾いく度どもある。そもそもそなたは父上の派は閥ばつについたであろう。なぜ、今さら父上を裏切るようなことを──」

「違うんですよ、お姫さん」

　と、レインが横から彼女の言葉を止めた。

「この男は、もっと大きな意味で語ってる。まさに与よ太た話ばなしだ」

「ほう……さすがですね。君は、私の目的を察さつしているようだ」

　面白そうに唇くちびるを曲げるエドゥアルトを、レインは睨にらみつけていた。

「ええ、宰さい相しよう閣かつ下か。帝国で皇帝に次つぐ地位を持つあなたが、なぜ魔法兵器などというおとぎ話を信じ、欲するのか。答えは簡単。その話が事実だと確信できる理由があなた自身にあったからだ」

「どういうこと？」

　思わず呟つぶやいたユリエルに、レインは目を細めながら答えてくる。

「〈大たい帝ていの肖しよう像ぞう〉を思い出しなよ。あれには、聖剣のありかを示すことのほかに、もうひとつ目的があるって言ったでしょ。それはね、『帝てい位い簒さん奪だつ者しやの告発』だ」

　ユリエルはその意味がわからず、なにも返せない。他の皆も同様のようだ。

　ただ、エドゥアルトだけが、興味深げにレインを見ている。

　レインは続ける。

「あの絵は、現存するものでは唯ゆい一いつ、大帝──オストブルク帝国初代皇帝ヨーゼフ一世の姿を見た人間が描いた絵とされている。とすれば、描かれたのは二千年近く前。けどそれじゃおかしいんだ」

「なにがよ？」

「その時代にはまだ、全身肖像画を描く習しゆう慣かんも、屋外を舞台にした肖像画を描く習慣も存在しない」

「！」

　レインは目を細めながら言葉を続ける。

「全身肖像画を初めて描いたのはザイゼネッガという肖像画家だ。時期は十六世紀。そして、屋外を肖像画の背景にしたのは、例の『マルガリータ・ド・マイヤールのローランツ上陸』を描いたルーベンスだ。こちらは十七世紀。どちらのタイプの肖像画も、それ以降に急増するんだけど、それ以前には一切存在しない。ならば、二千年近く前に描かれたあの絵は肖像画ではないと考えるのが自然だ。作者はそれ以外の意図をもってあの絵を描いたんだ」

「それが、聖剣のありかを示す暗号であり、『帝位簒奪者の告発』というわけか」

「け、けど、どういうことよ」

　頷くエリザベートの横で、ユリエルは困こん惑わくして声を上げる。

「簒奪者って……だって、あの絵に描かれているのは──」

「だから、つまりそういうことさ。そもそも、あの絵には、そのための図像が示されている」

　言いながら、レインはますます目を細める。

　まるで、眼前にあの絵が浮かんでいるかのように一点を見つめながら。

「──あの絵では、洞窟の入り口が左にあって、そこから光が差し込んでいただろう？　絵画において、洞窟での光の差す方向は、右が聖を、左が俗ぞくを表す。つまり、左からの光に照らされた大帝は、聖なる者──神より大陸統治の権けん威いを与えられた存在ではないということになる」

「…………」

「さらに言えば、図ず像ぞう学がく的てきに花は儚はかなさを表すし、絵全体に立ち込めていた煙けむりは虚むなしさを表す。どちらも、その帝位が永遠に続くものではないと言っている」

「なるほど、そのような意味があったのですか」

　エドゥアルトは感心したように言った。

「だとすれば、もったいないことをしましたね。ただ聖剣のありかを示すものでしかないと思っていたので、乱らん雑ざつに扱あつかってしまいました。ヨーゼフ一世の罪を告発するものであれば、美術館に飾る価値もあったものを」

「そんなだから、あんたに美の基準なんか語る価値はないって言ってるんだ」

　レインは吐き捨てるように言った。

　それを遮さえぎるようにユリエルは叫ぶ。

「待ってよ！　だって……あの絵には神の使いが描かれていて、大帝陛下に剣を差し出してるじゃない。それは──」

「あれは神の使いじゃない。ヨーゼフ大帝の部下だ。よく見れば翼つばさだけ筆使いが違ってて、後から描きこまれたものだとわかるよ。あれは、スフマートという技法だ。使われるようになったのは十六世紀。ルネサンスの天才レオナルドが創始したと言われてる」

「そんな……それじゃ」

「そういうことですよ」

　レインから主導権を奪うばうように、エドゥアルトが割って入った。

　彼は、ユリエルからレイン、そしてエリザベートへと視線を移して、静かにその事実を告げたのだった。




「──オストブルク初代皇帝ヨーゼフこそが、簒奪者なのです」




「そんな──」

　ユリエルは絶ぜつ句くする。

　国立美術館に配属され、レインと行動を共にしてから、何度も価値観を揺ゆさぶられてきた。自分が頼りにしていた寄よる辺べが幻だと思い知らされた。

　だが──事実そのものが偽りだったことはなかった。

（殿下……っ）

　ユリエルはエリザベートを見る。

　自らの家系が偽りだと知らされた彼女は、さすがに蒼そう白はくだった。しかしそれでも──拳を握にぎりしめて震ふるわせ、叫びだしたくなる口を引ひき結むすんでこらえ、気き丈じように立つ姿は、いまだ皇女のものだった。

　少なくとも、ユリエルにとっては。





　　　　　○






　洞窟の狭い通路から、地下とは思えない広い空間に出た。

　これまでの岩肌の洞窟とは一転して、綺き麗れいに成形された神殿のような空間だ。床も壁も天井も滑なめらかな石面で覆おおわれている。壁際にランプが並べられ、中央には祭さい壇だんのような場所がある。そこに──。

「あれが──〈白はく銀ぎんの聖せい剣けん〉なの？」

　ユリエルは、ただ、目にしたものを確認するように、呟いていた。

　まるで物語に登場する伝説の剣のように祭壇に突き立てられたそれは、意思をもって周りの人間を威い圧あつするかの如ごとく、名のとおり白銀に輝いていた。

「あの剣こそまさに、この大陸を統すべる権利を有する者だけが手にできる力です」

　エドゥアルトが、言葉を続けながら祭壇を登っていく。エリザベートが、メガネ男に引きずられるようにして後に続き、ヴィンケルマンは控ひかえるように聖剣の傍かたわらに立つ。

　ユリエルとレイン、オルソンたちは兵士に立ち止まらされ、それ以上祭壇に近づけなかった。

「わが祖先は、失われた領土を取り戻すため戦っていた。そのために造られたのが〈白銀の聖剣〉であり〈赤玉の帝笏〉です。しかし、簒奪者ヨーゼフは奸かん計けいを弄ろうしてこれらを奪い自分のものとした。そして、自分が正統な統治者であるような顔をして、この大陸にのさばったのですよ」

「それは……つまり、そなたは。そなたの祖先というのは──あっ」

　皇女はメガネ男に放り捨てられるように、エドゥアルトの前に突き出された。

　エドゥアルトは、転び、ひざまずくように手をついた彼女を、引きつった笑みを浮かべながら見下ろす。

「そのとおりですよ。私の祖先は、あなたがたが超古代の魔法文明と呼ぶ国の王家でした。私の本当の名をお教えしましょう。ヨハン・エドゥアルト・ファンネスハイム・フォン・オストブルクです」

「オスト……ブルク……っ？」

「そうですよ！」

　ガッと、エドゥアルトはエリザベートを蹴りつけた。

「エリザベートさま！」

　ユリエルは悲鳴のような声をあげた。だが、マルティンを抱えたキリエが祭壇の前に立ちはだかり、それ以上近づくことができない。

　聖剣の前に横たわった皇女に、エドゥアルトはさらに蹴りを加える。

「あなたの始し祖そ──ヨーゼフは、我々の土地を奪い！　名を奪い！　力を奪い！　なにもかも奪い取って支配者を気取った！　我々は……真のオストブルクは、ずっとあなたたち簒奪者から、正統なる統治者の権利を取り戻す日を待っていたのです！」

　そこに、普段の鷹おう揚ようとした雰囲気の宰相の姿はなかった。髪は乱れ、目は血走り、口からは荒い息が漏れる。

「長かったですよ……我が祖先は、帝国中枢に入り込み、力を取り戻す機会をうかがっていた。しかし、最大の好機に〈大陸戦争〉が起こり、終戦時には帝宝が失われて……取り戻すべき国の安定を得るのにまた五年かかったが……今こそ、悲願を達成するときだ」

　エドゥアルトは無む造ぞう作さにエリザベートの服をつかんで、彼女を立ち上がらせる。

「さあ、聖剣の刃に手を当て、血を垂たらしてください」

「なにを……するつもり、だ」

「あなたは言われたとおりにすればいい！　さもなくば──キリエ」

「はい」

　エドゥアルトに命じられ、キリエはポケットからナイフを取り出し、その刃をマルティンの首に押し当てる。

「ま、待てっ……わかった」

　エリザベートが聖剣に手を伸ばす。

「っ」

　指先に傷をつける。赤い血が、聖剣の刃に触れ、かすかに光を放ったように見えた。

　瞬間、声が響く。複数の人間の声を混ぜ合わせたような、奇妙な声だった。

『使用権利者の血統──確認。システム設定を展開』

　エドゥアルトはそれに間かん髪はつ入いれずに答えた。

「使用権利の譲じよう渡とを」

『使用権利者本人の声でなければシステム設定は使用できません』

　エドゥアルトは舌打ちして、エリザベートに言う。

「私と同じように言うのです」

　エリザベートは、キリエとマルティンのほうをちらりと見てから、頷いた。

「……使用権利の譲渡を」

『使用権利者の声紋──確認。使用権利を譲渡した場合、再び使用権利を獲得するには新しい使用権利者の譲渡及び承認が必要となります。本当に使用権利を譲渡しますか』

「はい、と」

「…………はい」

『使用権利の譲渡を実行します。使用権利の破は棄きを実行します──完了しました。登録名称〈白銀の聖剣〉は登録血統名〈オストブルクⅡ〉の使用権を破棄しました』

　いともあっさりとオストブルク──現皇帝の血統はその力を失った。

　エリザベートは力尽きたように、その場に膝をついた。

「……もういいだろう！　少年を──マルティンを解放してくれ！」

「まあ、いいでしょう。キリエ」

　エドゥアルトに命じられ、キリエはナイフをしまい、マルティンを解放した。

　マルティンはレインとユリエルの元へ駆け寄る。

「ねーちゃん、レイン……ごめん。オレ──あいつらがこんなことしてるの見つけたのになにもできなくて……それどころか」

「気にすんな」

　レインが短く答え、マルティンの頭を軽く叩く。それから彼は、祭壇の上のエドゥアルトに呼びかける。

「もういいでしょう、宰相閣下。お姫さんのほうも解放してくれませんかね」

「そういうわけにはいかない──ルチアード」

「はっ」

　メガネ男──ルチアードがエリザベートの腕を捻ひねりあげる。

　エリザベートは痛みに顔を歪ゆがめながらも、静かに問うた。

「なにを……するつもりだ、エドゥアルト公」

「決まっている。王が新たに生まれれば、古き王は罪人として処刑されるものだ」

「っ！」

　口元を笑みの形に歪め、エドゥアルトは聖剣に手を伸ばす。

　刃に指を当て、血を含ませる。まるで、呪のろわれた邪剣に血を吸わせるように。

「新たなる使用権利の登録を」

『使用権利の登録を実行します。過去の権利者履歴との照合を確認。履歴を利用し、権利者情報登録を省略しますか』

「ああ」

『権利者履歴を利用。登録血統名〈オストブルク〉の使用権を再登録いたしました』

「くくく……あはははははは！」

　エドゥアルトは高らかに笑い声をあげながら聖剣の柄つかを握りしめ、一気に抜き放った。

「見ろ！　正統なる王の復位だ！　今このときより、この大陸はふたたび我ら真なるオストブルクのものとなった！」

　エドゥアルトはルチアードに顎あごをしゃくる。

　頷いたルチアードは、エリザベートを引きずるように、祭壇の上に載せた。

「エリザベートさまっ！」

　ユリエルは思わず軍刀に手をかけ、足を踏み出す。兵士たちが銃を彼女に向けるより早く──黒い影が彼女を遮さえぎった。

　ヴィンケルマンだ。頰ほおの傷跡に、左目を覆う眼がん帯たい。残った右目が暗くユリエルを見み据すえる。

　ユリエルは軍刀を抜こうとし──しかし、それ以上身体からだを動かせなかった。

　刃をわずかでも晒さらせば、自分は即座に殺される──そう感じてしまった。

　対峙して初めてわかった。対象を躊ちゆう躇ちよなく絶命させる暗殺者の苛か烈れつ。冒ぼう瀆とく的てきに身を支配された死者の虚きよ無む。その二つが混在する姿は、自分とはまるで違う生き物に見える。

（こんな、ことで……）

　それでもなお、恐怖に抗あらがおうとするユリエルを、祭壇の上からのエドゥアルトの笑い声が苛さいなむ。

「──世界は正しくあらねばならない。文化も、歴史も、善も美も、選ばれし者のみが管理し、保護せねばならない。そうすることで、あらゆる存在は一定の基準に従って秩序立てられ、世界はあるべき姿を示す──簒奪者のもとでは、そのすべてが崩れる、壊れる、醜みにくく乱れる。世界は混沌に陥おちいる」

　エドゥアルトは、一転して冷めた目つきで、エリザベートを見た。

「その元凶たるあなた方は──滅ほろびるべきだ」

「っ──」

　生いけ贄にえを求めるように、聖剣の切っ先がエリザベートの首へと迫り──。




「──あきらめが良すぎるなぁ、お姫さん」




　キンッ、と。ごく小さな金属音と共に、聖剣の切っ先は逸らされた。

　同時に、エリザベートの身体は──気づけばレインの腕の中にあった。












「レイン！　そなた、腕がっ」

「なに、ほんのかすり傷です」

　服が大きく裂さけ、レインの右腕の傷が覗いていた。

「ユリエルがヴィンケルマンを引きつけてくれたおかげで、この程度で済すみました」

　その言葉で、ユリエルは初めて、自分の周りの兵士が倒れていることに気づいた。

　ヴィンケルマンの監視が逸れたことで、レインが兵士たちを突とつ破ぱできたのだ。

　残った兵士たちがレインを捕とらえようと動くが、エドゥアルトがそれを手で制する。

「どういうつもりかな、レインくん」

　聖剣の切っ先を下げたまま、エドゥアルトは足元のレインに問う。

「なぁに、あんたの行動を黙って見てらんなくなっただけだ」

「ほう……自分が今まで生きてきた国が、簒奪者のものだと知って、さすがの君もショックだったかな」

　エドゥアルトは皮肉げな笑みを浮かべた。




「は？　いや、そんなことはどうでもいい」




　レインの一言にエドゥアルトの頰が引きつる。

「どういう、意味かね？」

「どういうも何も、そのままの意味だよ」

　レインはそう言って、腕の中のエリザベートを見る。

「お姫さん、あなたは自分が簒奪者の末まつ裔えいだと知って、エドゥアルトの処刑を受け入れようとしましたね。あなたの決断の早さ、思い切りのよさは俺も感心してましたが、今回ばかりは別です」

「……レイン」

「帝国の簒奪者？　真の統治者？　超古代の魔法文明の王家の末裔？　それがどうしたっていうんです？　あなたはエリザベートというひとりの人間だ。誰があなたをどう扱おうとそれは揺ゆらがない。そうだろう、ユリエル」

「え……？」

　突然視線を向けられ、ユリエルは動揺する。

　レインは、いつになく優しげな、しかし真剣な眼差しで、彼女を見つめてきた。

「ユリエル──君はエリザベートを助けようとしたね。それはどうしてだい？」

「どうしてって、それは……」

「彼女は簒奪者の末裔だ。オストブルク帝国は偽物の皇帝が築き上げた、偽物の権威だった。君が仕つかえていたのは砂上の楼ろう閣かくだったんだ。そんな偽りの国家の皇女を助けようとする理由が、帝国騎士で帝国軍人の君のどこにあるっていうんだい？」

「そんな、だって、そんなの──」

「そんなの──なんだい？」

「そんなの決まってる──っ」

　ユリエルは叫ぶ。

　あのとき自分の身体が動いた理由など、一つしかない。




「エリザベートさまが殺されるのがイヤだった──それ以外に理由なんてないわよ！」




「ユリエル……」

　エリザベートがポツリと名を呼ぶ。

「そうだよ」

　レインは満足げにうなずいた。

「とても簡単なこと……なのに、みんなすぐに見失いそうになるんだよね」

「ふん」

　エドゥアルトは呆れたように鼻を鳴らした。

「君はどこまで愚おろかなのか」

「愚かなのはあんたのほうだ」

　レインはエドゥアルトを睨みつける。

「滅びる『べき』だとか、正しく『あらねばならない』とか、そんなものばかり追いかけてるから、何千年も昔の、本来なら自分となんの関係もない過去のために生きなきゃならなくなるんだ」

「黙れ！　我らオストブルクは世界の統治者だ！　すべてをあるべき姿に保つ義務がある！」

「……やっぱり、あんたとは意見が合わないな」

「貴様のような小僧に理解できるとは思っていない！」

　エドゥアルトは巨大な聖剣をふたたび振り上げる。

「ルチアードぉ！」

　名を呼ばれたメガネ男が、祭壇の床に広がっていた皇女の服の裾すそをつかむ。

「ちっ……失礼、お姫さん！」

　レインはとっさにナイフで彼女の服を引き裂き、そのまま祭壇から飛び降りた。

　その勢いに引きずられたメガネ男は、エドゥアルトが振り下ろす大剣の真下に来てしまい──胸を刺さし貫ぬかれた。

「あぐぅお──!?」

　声を上げ、その場に横たわる部下を、エドゥアルトは不快なものでも見るような顔で見る。

「まぬけが──」

　あっさりと死体から興味を逸らし、引き抜いた聖剣の血に濡れた刃を、レインたちに向ける。ルチアードをあっさりと斬きり捨すてた彼を唖あ然ぜんと見ていた部下の兵士たちが、我に返ったようにその切っ先から逃げる。

「これ以上逃げられるのも厄やつ介かいだ。見せてあげるとしよう。われら真のオストブルクの力を」

　エドゥアルトは両手で剣の柄を握った。

　刀身に刻まれた文字が光を放つ。その光は剣全体へと広がり、やがて、切っ先へと凝ぎよう縮しゆくしていく。柄に埋うめ込こまれた赤い宝玉が、不気味に煌きらめいた。

「危ない！」

　レインがエリザベートを抱えて横に跳ぶ。

　次の瞬間──光の奔流が洞窟中を襲った。

　その中でも、ひときわ強い白銀の光が、まるで刃が伸びるように一直線に走り、洞窟の壁面を穿うがった。

　レインとエリザベートはその爆発の余よ波はを受け、ゴロゴロと地面を転がる。

　やがて光が収まり──。

「なに……これ」

　ユリエルは息をのむ。

　オルソンたちも、エドゥアルトの部下である兵士たちも、呆ぼう然ぜんと言える表情でそれを見つめた。

　そこには、これまであった空間と同じくらいの大きさの穴が生まれていたのだ。

　洞窟の岩は完全に消失していた。高温で蒸発したのか、それとも──？　ともかくも人智を超えた破壊が行われたことは明らかだった。

「くは……ははは！　うあはははははは！」

　エドゥアルトが高らかに笑い声をあげる。

　祭壇の上で、まるですべてを手にした神々の王のように。

「素晴らしい！　まったく素晴らしい！　これこそがわれらオストブルクの力！　正しき統治者に与えられるべき──ぐっ!?」

「……っ！　みんな伏ふせろ！」

　銃声と共にエドゥアルトの声が不自然に途と切ぎれ、レインの声が響く。

　ユリエルもとっさにしゃがみ込んだ。

　銃声はさらに鳴り響き、エドゥアルトの部下たちが、次々と倒れていく。

　祭壇の上で立ち尽くしていたエドゥアルトも、いくつもの銃弾を身体に受け、その場に倒れ伏した。

　聖剣が彼の手を離れ、祭壇から地面へ落ちる。

　それを、静かに歩み寄り、拾い上げる者がいた。

「な──」

「ご苦労だった、エドゥアルト公。これで聖剣の権利譲渡は済み、起動実験も行えた」

　その姿を見て目を見開くエドゥアルト。

「貴様……っ！　真なるオストブルクに忠誠を誓ちかうのではなかったのか！　この大陸の正しき姿を取り戻すわれらの理想に賛同し──」

「真なるものも正なるものも等しく虚きよ像ぞうだ。虚像への誓いもまた、虚うつろでしかない」

「き、さまぁ……！」

　瀕ひん死しの彼は、相手を自らの道連れにでもしようというように、手を伸ばす──。

「君の役目は終わった」

　さらに銃声が轟とどろく。

　祭壇から声が響いた。

『使用権利者、登録血統名〈オストブルク〉の喪失を確認。システム権限により、登録血統名〈オストブルク〉の使用権利の破棄を行います──完了しました』

　こうして──。

　真のオストブルクによる復位は、あっけなく終しゆう焉えんを迎えた。

「ヨハンさま……」

　ユリエルの視界の隅すみで、キリエが唖然とした表情で呟く。

　しかし、ユリエルには、そちらを気にする余裕はなかった。

「あなたは──」

　レインが呻うめくように声をあげた。そこに立っていたのは、おそらくもはや味方ではない──。




　帝国軍総司令官マクシミリアン・ヴァイン元帥だった。













　エドゥアルトとその部下は──キリエを残し──全員が殺されていた。代わりにヴァイン元げん帥すいの部下の兵士が大勢祭壇の空間に踏み込んでくる。ユリエル、レイン、エリザベート、オルソンたちは改めて銃じゆうを突きつけられた。元の状態に逆戻りだ。

「元帥閣かつ下か」

　ヴァインと共に現れた兵士のひとりが、死んだエドゥアルトの部下から笏しやく杖じようを奪うばい取って、ヴァインの元へ持ってきた。

　ヴァインはそれを受け取る。

〈赤せき玉ぎよくの帝てい笏じやく〉だ。その名のとおり、頂点では赤い宝石が不気味に輝いている。〈巨人ネフイリムの破は片へん〉と呼ばれるあの石が魔法兵器の力の源みなもとなのだろう。

「ふむ……」

　ヴァインは握にぎった帝笏を振ふってみせる。赤玉の輝きがわずかに強まり、

「──ヴィンケルマン隊長！」

　レインの声に、ユリエルは視線を向ける。

　動きを止めていた黒服の男が、ふたたびナイフを手に構えていた。

「どうやら、帝笏のほうは面倒な手続きはいらないようだな」

　ヴァインは、ペンの書き心地でも試ためしているような、平然とした口調で呟つぶやく。

「おいおい、マジかよ……」

　オルソンが、呆れとも驚きよう愕がくともつかない呟きを漏もらした。

　たった今ヴァイン元帥たちによって撃ち殺されたエドゥアルトと、その部下たち、メガネ男──ルチアードが、ゆらりとその身を起こした。

　全員が、全くの無表情だ。人形ですらもう少し感情が込められているだろうと言いたくなる顔で、ぼんやりと虚こ空くうを見つめている。

「死者の蘇そ生せい……本当に……」

「そのようなロマンチックな物言いは正確ではないな、クルツシルト大たい尉い」

　思わず呟くユリエルに、ヴァインはひどく実務的な口調で言った。

　エドゥアルトの高こう揚ようした態度とは正反対だった。

「この帝笏の用途は『死体を操ること』だ。彼らは自みずからの意思を持って蘇よみがえったわけではない。兵士ひとり分の戦力を持つ道具として生産されただけだ」

　もっとも、とヴァインはヴィンケルマンのほうを見て言う。

「身体からだに染しみついた戦闘技術は継承されるらしいがな」

「あんたは──っ！」

　レインが声を荒あららげる。ユリエルが初めて聞く、大きな声だった。

「あんた……隊長と親友だったんじゃないのか！　それをこんな……っ」

「たしかに、我々は親友だったよ。私と、ヴィンケルマン、それにクルツシルトの三人はね」

　ヴァインは淡たん々たんと言う。

　先日も聞いた話だった。三人はオストブルクに平和をもたらすことを誓ちかい合あったと。

　しかし──そのとき語らなかった事実を、彼はあっさりと告げる。

「ふたりのやり方は甘かった。どちらも堅実ではあったが、時代の流れについていけなかった。結局いくら調停を行っても、腐ふ敗はいを正しても、それ以上の速度で帝国は壊れ、戦争は激化していった。ならば、私が選ぶ手は決まっていた」

「まさか──」

　なにかを察さつしたらしいレインが声を上げる。

　彼の目は射い貫ぬくようにヴァインを睨みつけていた。

　そして──。




「ふたりを殺したのは──あんたなのか」




　その問いだけは、むしろ静かに発せられた。

「え──？」

　ユリエルは理解が追いつかない。

　その間に、ヴァイン元帥はなんでもないかのように言葉を続けていく。

「そう。叶わぬ和解を唱え続けるクルツシルトの排除も、旧皇宮の大たい量りよう虐ぎやく殺さつ──ヴィンケルマンの凶事として処理されたあの事件も、私の指示により行われたものだ。あれによって帝国内の対立を煽あおる大貴族どもを一いつ掃そうし、その後、一気に〈徹底抗戦派〉を叩き潰つぶした。それでようやく戦争は終わった」

「閣下が……お父さま……を？」

　それでは──あのときヴァインが見せた奇妙な表情は、レインのことなどではなく。

　単に、自分の行いがあのタイミングで露ろ見けんすることを心配していただけだったのか。

　ユリエルはもう、なにがなんだかわからなかった。

　自分を支ささえていたなにもかもが噓うそだった。

　初めは、自分の目標はとてもシンプルだったはずだ。父の跡あとを継つぎ、クルツシルト家を再興する。それは、帝国騎士としてオストブルクに仕えることと同義だ。そのためには与えられた任務を忠実にこなす。それでよかった。そのはずだった。

　だが、一貫していたはずの目標は今や、捻ねじれ、崩くずれ、バラバラになってしまった。

　自分はなにをしたかったのか。

　砂漠の真ん中で、唐とう突とつに方角を見失ってしまったかのように、ユリエルの意識は真っ白になる──。












　その間も、ヴァインは語り続けている。

「だが、五年経たった今も、安定は訪れていない。分離独立した小国が乱立する現状ではいずれ新たな戦乱が生まれることは必至。それを防ぐためには、オストブルク帝国はふたたび大陸を統すべる強国とならねばならない。それには、もはや皇帝の権威など役には立たぬ。実務的な、物理的な、力が必要なのだ」

　この聖剣のような──と告げ、ヴァインは、自らの指に刃で傷をつける。

『使用権利の登録を実行します。権利者履歴なし。権利者情報を新規に登録します。血統名を登録してください』

「ヴァインだ」

『──登録血統名〈ヴァイン〉の使用権を登録いたしました』

　ヴァインはなんの感かん慨がいもなさそうに、自分のものとなった聖剣をかまえる。

「この剣も帝笏も端たん緒しよにすぎん。いずれ、この力を解析し、同盟軍の新型砲以上の威力を有する魔法兵器を量産する。そのときこそ、この国は真の平和を手にするだろう」

「……ろくでもない未来しか想像できないけど」

　レインの軽口に、ヴァインは軽く鼻を鳴らした。

「君は、もっと実利的で合理的な男だと思っていたのだがね」

「そいつは残念。けど、そりゃ買いかぶりってもんだ」

　レインは軽い口調で返す。しかし、その声は少しずつ重みを帯おびていき──。

「俺は面倒くさがりだし、自分勝手だからね。だから、隊長の意志と無関係にその技だけを利用してるあんたにすっごいムカついてる」

「意志？　くだらない。有用な技術はそんなものとは無む縁えんだ。使えるならば使う。それだけのことだ」

「意志のない技術に意味なんかないよ。主観がなければ客観に意味がないように」

「哲学の話は苦手でね。続きは天国でしたまえ」

　ヴァインは部下に目を向け、告げる。

「こいつらは全員殺せ。ここでのやり取りを知っている者がいると都合が悪い」

「はっ……皇女殿下もですか？　それに、子供もおりますが──っ！」

　疑問を口にした部下が、背後から操あやつられた死者に撃たれ、倒れた。

　直後、その部下も帝笏の力で『道具』として蘇った。

　ヴァインは残った部下に言う。

「皇女は身体が残っていれば利用価値はある。〈三種の帝宝トライ・レガリア〉を見つけた今、美術館長もその補佐も不要。残りはチンピラと子供ひとり。帝国の損そん害がいは微び々びたるものだ。それとも、お前たちも『道具』になるか？」

「は、りょ、了解いたしました！」

　そう叫び、ヴァインの部下たちは銃をかまえる。

「くそっ、ふざけやがって！」

　同時にオルソンたちが一いつ斉せいに動いた。

　銃撃と剣けん戟げきが響き渡り、死者と生者が入り混じる。

「マルティン！」

　死者が振り回した剣の一振りが、壁際に立っていたマルティンに当たりそうになる。

　ユリエルは駆け出すが、間に合わない──。

「キリエっ!?」

　躍おどり出た彼女が、抱だくようにしてマルティンをかばった。

　メイド服がバッサリと斬きり裂さかれ、白いエプロンが赤く染まる。

　マルティンが目を丸くして呟く。

「キリエさん、なんで……？」

「罪滅ぼし──などとは言いません。ただ、主であるヨハンさまが亡くなられたので自分の意思で行動したまでです。それより……っ」

　と、さらに死者が振ってきた剣を、キリエは足で床に踏みつけ無力化する。

「早く逃げてください」

「逃すな！」

　躊ちゆう躇ちよするマルティンに、他の死者が迫ってくる。

　それを後ろからオルソンたちが止めようとして乱戦になっていった。

　ユリエルは祭壇のほうへ視線を向けた。

　この状況を収めるには、元を断たなければ……。







　祭壇の傍かたわらではエリザベートが起き上がろうとしていた。

「やめろ、ヴァイン侯こうっ」

　エドゥアルトに蹴られた痛みのためか苦しげだが、それでも毅き然ぜんとした声で、皇女は告げる。

「妾わらわの命が欲しいのなら奪えばいい。だが、あの少年も、他の者たちも、この争いには無関係だろう！」

「バカなことを」

　ヴァインは白けたような表情でエリザベートを見る。

「殺すことで避さけられる不ふ利り益えきと、生かすことで得えられる利益。どちらが大きいかを考えれば、取るべき選択肢は明らかだ。あなたは年齢にしては聡そう明めいだと思っていたが、やはり子供だったようだな」

「っ……ふざけるな！」

　エリザベートは声を荒らげた。

「民を殺し、友を殺し、子供を殺して！　それで得られる平和などあってたまるか！　たとえ妾が簒さん奪だつ者しやの末まつ裔えいであろうが、そなたに国を渡すわけにはいかぬ！」

　エリザベートは苦しげにヴァインに駆け寄る。手を伸ばし、聖剣を奪おうとするが、ヴァインはそれをあっさりと振り払った。

「くっ……」

　力なく、エリザベートは膝をついた。

　対するヴァインは聖剣を──絶大な破壊力を有する魔法兵器をかまえる。

「この世界は、あなたが思うほど簡単にできてはいない」

　剣の切っ先がエリザベートに向く。刀身に刻まれた文字が光を放ち、切っ先へと凝縮していく。赤い宝玉が、禍まが々まがしく煌きらめいた。

　エリザベートは悔くやしげに、ヴァインの顔を睨むしかない。




「エリザベートさまっ！」




　瞬間──。

　青い影が躍り出て、ヴァインの手を弾はじいた。

「くっ──この」

　白銀の光線は、エリザベートから逸それ、先ほどエドゥアルトが放った一撃が生み出した空間を、さらに穿うがった。

「……たしかに私たちはなにも知らないかもしれない」

　青い影──ユリエルは、軍刀でヴァインの聖剣を押しとどめながら静かに告げる。

「あなたが幼い頃に願った想いの強さを。その目的のために乗り越えてきた苦労を。あなたがどんな想いで父を裏切り、利用したのか。知ることはできない。けれど！」

「ぐっ……」

　ユリエルはヴァインを押し返す。

「私の前でこの方を殺すことは許さない！」

「この状況でも皇女を護まもるか？　オストブルク軍人の鑑かがみだな。だが、大局を見られない弱さは父親譲ゆずりか──」

「そんなんじゃない！」

　ユリエルは叫ぶ。

　皇女だからではない。

　軍人としての立場など関係ない。

　そんなもの、自分はとっくにわからなくなっている。

　それでも──身体は動くのだ。

「私は見たわ……エリザベートさまが、みんなと笑ったり踊ったりしている姿を。そこには、マルティンもキリエもオルソンたちもレインも、みんないた。みんな、楽しそうだった」

　そう──レインが言ったではないか。

　とても簡単なこと。

　けれど、すぐに見失いそうになる──。




「私は──あのとき一緒にいたみんなを、誰だれ一人ひとり失いたくないだけよ！」




　キィィン、と軍刀が音を立てた。

　刃が折れ、刃先が地面へ落ちる。

　しかし、それを犠牲に、ユリエルはヴァインの手から聖剣を手放させた。

「ぐっ……この、小、娘が」

　片手を押さえ、呻くヴァイン。

「──ヴィンケルマン！　この女と……皇女を殺せ！」

「っ！」

　命令を受け、黒い影が走る。

　それは恐るべき速さでヴァインとユリエルの間に割って入り、ナイフをユリエルに向けて振り下ろす──。




「困るな、隊長。あんたの相手は俺だろう」




　割って入る声。

　ヴィンケルマンのナイフを、同じようなサイズのナイフで受け止め、そのまま対たい峙じする。

「レイン！」

　名を呼ぶユリエルに、レインは笑みを浮かべた。ただし、視線は向き合う相手に定めたままだ。

「──そうだよユリエル。それが君の言葉だ。客観的な権けん威いや価値や事実なんかよりもずっとずっと大切な、君が持っている真実だ」

「レイン……」

　ユリエルは思わず苦笑する。

「なにもこんなときに、そんな話をしなくてもいいじゃない」

「こんなときだからこそ、さ」

　レインはナイフをかまえる。

　その手がわずかに揺ゆれていることに、ユリエルは気づいた。

　そうだ──彼は、今までずっと、ヴィンケルマンとの戦いでは押されていた。

（あなたも、迷っているの……？）

　自身の過去という事実に。

　それと向き合うことに。

　だったら──。

「レイン」

　ユリエルは、青色の瞳で真まっ直すぐに彼の背中を見つめ、

「たとえあなたの過去になにがあっても、あなたはあなただわ。私はそう信じる」

「それは──よかった」

　ふっ──と、レインがいつもの、気の抜けたような笑みを浮かべた気がした。

　次の瞬間。

　レインは一気にヴィンケルマンへと肉にく薄はくした。

　横ざまに振り抜かれたレインのナイフを、ヴィンケルマンのナイフがさばく。ヴィンケルマンはそのまま身体を回転させ、沈み込みながらレインに足払いを仕し掛かけた。レインはそれを斜め後方へ跳んでかわす。ヴィンケルマンは、休むことなくナイフを突き込んでくる。

（やっぱり、押されてる……）

　しかし、どうしてだろう。

　ユリエルは、不思議と不安を抱かなかった。

　まるで、美術品の講こう釈しやくを垂たれているときの彼を見ているような安心感。

　ヴィンケルマンは強い。それは、実際に対峙したユリエルもわかっていた。

　あるいはそれは、幾いく度どかの戦闘経験を経へて、レインに少しだけ近づいたからこそわかったことなのかもしれない。

（そうか。だから──）

　だから、不安を感じないのだ。

　自分は知っている。

　意志のない技術に意味なんかないという、レインの言葉を。

　だから、わかるのだ。

　死者に意志はない。

　彼は──ヴィンケルマンはもう絵を描くことはできないし。

　レインにも勝てない。

「……っ」

　ヴィンケルマンのナイフが、レインの顔をかすめる。

　頰に赤い線が走り、血が散る。

　ユリエルにはわかった。

　それは、彼がヴィンケルマンの懐ふところに踏み込むための最短距離を選んだ結果なのだと。

　次の瞬間──。




「生きてたときのあんたは、もっと強かったぜ」




　レインの左手がヴィンケルマンの胸に、いつの間にか握にぎっていたもう一本のナイフを深く突き立てていた。

　死者は、それでもまだ動こうとする。だが、身体を動かす基本構造は生者と同じなのだろう。血流を生む心臓が破壊されたことで、動きは鈍にぶった。レインはヴィンケルマンの身体をヴァインへ押しつける。

「なっ……」

　体勢を崩すヴァインに向けて蹴りを放ち、帝笏を手放させる。

　反応すら許さない速度で、彼はヴァインの手をひねり上げ、拘束した。

　同時に、地面に落ちた帝笏を踏みつけ、へし折った。

　ダラリ、と腕を落とし、膝をつき、ヴィンケルマンがその場に倒れる。

　もはや動くことはない。それは──五年越しの安あん息そくだった。





　　　　　○






　操られていた死者たちは一斉に動きを止めた。

「ぐっ……おい、貴様ら！　この者たちを捕とらえろ！」

　ヴァインが声をあげる。

　しかし、彼の元々の部下である兵士たちも動かない。何に従したがうのが正しいのか、彼らもわからないのだろう。

　そこへ、レインの言葉が響いた。

「このままだと君たち、皇女殿下殺害未み遂すいの罪に問われると思うけど、いいの？」

　その一言で、部下たちの戦意は完全に喪そう失しつしたようだった。

　彼らは次々と武器を手放す。

　レインはオルソンの部下を呼び、ヴァイン元帥を引き渡した。

　そして、一息つくと、ユリエルのほうを向いて言った。

「権威ってのは、こんなふうに使うんだよ」

　ユリエルは苦笑した。

　そしていつもどおりに軽口を叩こうとして──言葉を止める。

　レインが、驚いたような表情でユリエルの背後を見ていた。

「──っ!?」

　ユリエルは軍刀の柄に手をかけながら振り返る。

　しかし──そこには予想外の光景があった。

「きれい……」

　洞窟の壁面に、聖剣の二度の射撃で穿たれた大穴。

　その穴は外まで通じてしまい、その先には広々とした風景が広がっていた。

　陽ひは昇のぼり、森と、畑と、まばらな町並みを照らしている。

　西の空には雨雲があり、風が雨を運んでくる。

　無数の雨粒が、太陽の光を乱反射して、世界を輝きに満たしている。

「──まさか、またこの景色を見られるとはね」

　背後で呟くレインの声を、ユリエルは耳にしていた。

　──そうだ。

　ユリエルは思う。

　──この光景を、私は見たことがある。

「ねえ、レイン」

　ユリエルは、色彩が視界いっぱいに踊るようなその景色を見ながら言った。

「ん？　なんだい」

「あなたが描いた、落書きみたいな風景画のタイトル、当ててみようか」

　そう、あの絵はきっと──。




　──てんきあめ。




「……正解だよ」

　レインの驚いたような声を聞いて、ユリエルは小さく笑みを浮かべた。













　その風景を眺ながめながら、彼は言った。

「レインっていう名前はさ、孤児院の院長先生がつけてくれたんだけど」

　ちなみに、カーリタスという姓はその孤児院の名前らしい。

「──レインは、アルビオン地方の古語で『雨』のこと。俺を拾ひろった日に、一ヶ月ぶりに雨が降ったらしくてね。神からの慈じ雨うってことで、俺にもその名前をつけたらしい」

　けど、と彼は苦笑する。

「俺にとっては、捨てられたその日になんでよりによって、って感じだよ。冷たかったし、寒かったし、心細かった。そんな日のことを思い出すから、レインって名前はあんまり好きじゃないんだ」

　カーリタスというのは『隣りん人じん愛あい』の意。孤児院にはよくある名前だ。

　その姓も嫌いだとレインは言っていた。

「けど、あなたはそれを変えようとはしないのね」

「うん、そうだね。どうしてだろうね」

　レインは肩をすくめた。

　自分はどうだろうか、とユリエルは考える。

　ユリエル、という名は母がつけてくれた。

　太陽の守護天使の名だ。

　太陽とは帝国のこと。帝国を護まもる堅けん牢ろうなる天使のごとくなれ──そんな意味なのだと今まで思ってきたが、本当にそうだったのだろうか。

　どちらかというとそれは、父が考えそうなことだ。

　母が果はたして、そんなつもりで娘の名前をつけるだろうか。

　今度訊きいてみよう、とユリエルは思った。

　だが──違う意味だったとしても、自分は名前を変えようとは思わないだろう。

　どうしてかはわからないけど。

　そういうものなのかもしれない。

（雨と、太陽か……）

　なんだかできすぎているなと、その風景を眺めながらユリエルは思った。





　　　　　○






　数日後。

　ユリエルは、美術館の回廊にある絵の前で首をひねっていた。

（ダメだわ……何度見てもわからない）

　例のレインの絵である。

　あのとき──洞窟に開いた大穴から外の風景を眺めたとき、この絵と同じに見えた。

　それをユリエルは綺麗だとも思った。

　しかし──あれから何度この絵を見ても、そのときの感動は蘇よみがえらない。

　それに、あの光景を描いたようにも見えないのだ。

　あの一瞬の光景は、奇跡のようなものだったのだろうか。

「おや、おはよう、ユリエル」

「っ！」

　不意に声をかけられて、ユリエルは身を震ふるわせる。

　背後にレインが立っていた。頰にガーゼを当てているが、その他はいつもどおりのだらけた館長だ。

「れ、レイン、今日はやけに早いのね？」

「ふぁ──あぁ、うん。昨日は筆ふでが乗らなくてね。早めに寝たから……それよりどうしたの？　その絵がそんなに気に入った？」

「そ、そんなわけないでしょう！　相変わらず落書きにしか見えないなぁと思ってただけよ！」

「君は相変わらず口が悪いなぁ」

　苦笑するレイン。

「……初めての理解者が現れたと思ったんだけどなぁ」

「え？」

　ぼそりと呟かれた言葉に、ユリエルは思わず聞き返す。

　しかし、レインがそれ以上なにかを言う前に、メイド服姿のキリエが現れた。

「おはようございます、レインさま、ユリエルさま。朝食はできておりますよ」

　二人は答えて、食堂へ向かった。







　ユリエルはパンに肉やら野菜やらを乗せて口に運ぶ。

　レインはそれすら面倒らしく、それらを単独で口に運び、もしゃもしゃ食べていた。

「今さらですが、本当によろしいのですか、レインさま」

「ん？　ふぁふぃふぁ？」

「……飲み込んでから話しなさいよ」

　ユリエルは呆れ顔で言う。

　レインはミルクを飲んでからもう一度口を開く。

「なにがだい、キリエ」

「わたくしをここに置き続けることです」

　そう──。

　エリザベートが、父である皇帝アダルベルトに事の経けい緯いを説明した結果──宰さい相しようエドゥアルトとヴァイン元げん帥すいは、現皇帝に対する叛はん逆ぎやくを企くわだてたと公表された。ただし、その目的──超古代文明の末裔の復権──や、魔法兵器に関しては秘ひ匿とくされるようだった。

　キリエは、その叛逆者たるエドゥアルトの部下だったのだ。

　なので、処罰を受けることになってもおかしくないのだが──レインは黙だまっていた。

　おそらく、表向きは一使用人である彼女に、追つい及きゆうの手が伸びることはないだろう。

　しかし──キリエは言う。

「わたくしは、あなたがたを騙だましておりましたし、場合によっては殺害も厭いとわなかった……そんなわたくしを信用してよいのですか？」

「んー、でも、結局、君はマルティンを救ったじゃない」

「あれは……その、勢いで……」

　口ごもってしまうキリエに、レインは笑みを漏らす。

「当のマルティンが、ひどい目に遭あったって怒ってたならまた考えるけどね。あいつは君に感謝してたよ」

「…………」

「君が過去になにをしてたかは関係ない。俺は君を、この美術館の職員として雇やとうことにしたんだ。それが嫌なら出ていけばいいし、嫌でないなら雇用契約は成立だ」

「そうね」

　とユリエルは口を挟む。

「だいたい、私ひとりじゃ、このダメ館長を補佐するのは不可能だから。キリエにはぜひ残っていてほしいわ」

　レインはそれを聞いて口を尖とがらせた。

「いやいや、そんなこと言うけどね、ユリエル。最初の一年は、ここ俺ひとりで切り盛りしてたんだからね？」

「だから美術館として機能してなかったんじゃない」

「それはひどい」

　言い合いを始めるふたりを相変わらずの無表情で眺ながめながら、キリエは小さく、




「ありがとう、ございます──」




　そう呟いた。

　食事を続けながら、ユリエルは思う。

　キリエはいいとして、この美術館自体はどうなるのだろうか。

　ユリエルがこの美術館に来たのは、ここから失われた収しゆう奪だつ品ひんを取り戻すためだった。

　だが、それは〈三種の帝宝トライ・レガリア〉を求めるエドゥアルトの差さ配はいだったのだ。

　そもそも、レインがこの美術館の館長に収まっていたのも、暗殺部隊の隊員という、戦時中の帝国の暗部の情報を知る──というより暗部そのものであった──レインを、帝国中枢から追いやるためのエドゥアルトとヴァインの策さく略りやくだったと言える。

　そのエドゥアルトが死に、ヴァインが捕らえられた今、美術館の立場は揺ゆれているだろう。

　オルソンたちがやってきて、一時は賑にぎやかになったここだが、そのオルソンたちもマルーセルに戻っていた。

　美術館の体てい裁さいすら維い持じできていないここが、いつまで残っていられるだろう──。




「皆、揃そろっているようだな」




　不意に入り口から声がした。

　大おお鴉がらすの羽のように美しい黒髪の皇女──エリザベートが立っていた。

「エリザベートさまっ？　どうされたのです？」

　エリザベートは頷うなずきつつ告げた。

「いろいろと処しよ遇ぐうが決まったので、知らせにきたのだ」

　ユリエルはどきりとする。

　エリザベートは神妙な表情で言う。

「この国立美術館は、存続することとなった。ただし、今後は正式に国民の教育と啓けい蒙もうの場として発展させるべく、人員と収蔵品展示品を増やし、整備を進めていく──これは父上の決定だ」

「それは──」

　ユリエルは息をのむ。

　つまりそれは、ここが本格的に美術館として稼か働どうし始めるということ。

　つまり──レインが怠たい惰だな生活を送り、絵を描いて過ごすような場ではなくなる、ということか。

　そして、収奪品を取り戻すため、という理由でここに配属された自分の役目も終わったことになる。

（あれ、なんで私……）

　それは帝国の方針として、むしろ歓迎すべきことのはずなのに。

　なんだかモヤモヤした気分になっていた。

「そう不安そうな顔をすることはないぞ、ユリエル」

「え？　い、いえ、私はべつに……っ」

　エリザベートに指し摘てきされてユリエルは慌あわてる。

　顔に出ていたらしい。騎士たる者が、なんと情けない。

　そう思いつつもモヤモヤが晴れないユリエルの耳に、意外な言葉が飛び込んでくる。

「それでだ、そなたたちには引き続き、この美術館の収奪品を探す任務を続けてほしい──と、これも父上の言葉だ」

「え──？」

「正式な辞じ令れいはまた後日ということになるが──そなたたちには新たに創設された役職が与えられる。帝宝審理騎士インペリアル・シヤツツリヒタだ」

　審理騎士シヤツツリヒタは、皇帝の名の下、政治的に入り組んでいたり、複数の貴族の領地にまたがる事件を調査・審しん問もんするための役職だ。

「それは、つまり……」

「そなたたちには、この美術館の収蔵品の調査に限ってだが、父上の代理と同等の権限が与えられることになる」

「こ、光栄でありますっ！」

　ユリエルは思わず敬礼を返して声を上げる。

　一方レインはだらしない姿勢のままでダラけた声で呟いた。












「えー、権限とかいらないんだけど。働かないわけにいかなくなっちゃうじゃないか」

「あんたは現時点でもっと働きなさいよ！」

「お望みなら、爵しやく位いも授けるぞ？」

「いらないいらない、雑務が増える」

　エリザベートの言葉に、恐ろしいことを答えて、レインはひらひらと手を振る。

　皇女殿下直じき々じきの爵位下か賜しを拒否した上、貴族の仕事を雑務と言い切ったのだ。

　しかし、それもレインらしい。

「それでは──さしあたって、緊急の任務だ」

　にっ、と笑みを浮かべてエリザベートは言う。

「収奪品のいくつかが、またマルーセルの闇オークションに出品されるらしい。すぐに出発するぞ。今度はそんなものを開かい催さいしている大元の組織もついでに潰してしまおう」

「えー、いや、俺はこれから絵でも描こうかと思ってたんですけど……」

「そんな暇ひまはないぞ、レイン。すでに、最寄りの駅に列車を用意している」

　レインの腕をつかんでひっ立てるエリザベート。

　すっかり皇女らしからぬ態度が板についている彼女に、ユリエルは戸と惑まどいの言葉を投げる。

「あ、あの、エリザベートさまもご一緒なさるのですか？」

「当たり前だ。そなたに抜け駆けされるわけにはいかんからな」

　そう言って、エリザベートはユリエルに向かって笑みを浮かべた。

　抜け駆け？

　なんのことだろう。

　その答えを出すより早く、エリザベートがユリエルの腕もつかんで食堂を飛び出す。

　キリエが三人のあとに続く。

　そして──オンボロ美術館から、四人は飛び出した。

「あーもーしょうがないな……」

　やる気のない口調でそうぼやいているレインの顔を見ながらユリエルは思う。

　あのとき、自分は彼と同じ景色を見ることができた。

　そして、今はまた見えなくなっている。

　生まれも育ちも考え方も、なにもかもが違うふたりが、なにかを共有できた奇跡のような瞬間。

　なにが起きていたのだろう。

　ユリエルはあのときも今もユリエルで。

　レインもレインのままのはずなのに。




　──あなたと一緒にいれば、またあの時が訪れる？




　そんな疑問を心の中で呟く。

　呟いた瞬間に、それは願いとなった。

　あの瞬間に、また出で逢あいたい。

　それはいったい、なんという感情だろう。

　誰かに語れるような名前は、まだなかった。
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　初めまして、夏なつ森もり 涼すずと申します。この度たびは本作をお手に取っていただき、ありがとうございます。十九世紀欧州風の異世界を舞台とした美術館ファンタジー……という変なものを書かせていただきましたが、どうだったでしょうか？　楽しんでいただけたら幸いです。

　イラストレーターのマニャ子様、美しすぎるイラスト、ありがとうございます！　校正作業などでうんうん苦しんでいる時、マニャ子様のイラストが唯ゆい一いつの癒いやしでした。

　編集担当の儀部様。プロット作りから改稿まで根気強くお付き合い下さりありがとうございます！　「全編ヒロイン視点にしましょう」はまさに天てん啓けいでした。

　校正様、デザイナー様、書店の皆様、読者の皆様──この本に関わってくださった全ての皆様に感謝を。小説でも絵でもなんでも同じですが、作品はただ『ある』だけでは未完成で、様々な人が携たずさわり、読まれたり観みられたりして、ようやく完成するのだと思います。そこからさらに新たな作品が生み出されることもあるでしょう。この『レガリア』も、そうしてどこかの作品の小さな一ひと欠片かけらになれたらなと思っています。

　それでは、またどこかでお逢いできましたら幸こう甚じんです。
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